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　豊かな自然が残る庄原市では、あらゆる川でホタルを見るこ
とができます。シーズンは6月から7月初旬ごろまで、夜の8時か
ら9時ごろが最もホタルが活動する時間のようです。
　今回は、口和町のほたる見公園と高南小学校のホタルの里づ
くりを紹介します。

商工観光課観光交流係　鈎0824-73-1178

！

【幻想的な世界を演出するホタル】

■口和ほたる見公園
　ホタルの多い口和町でも有数のゲンジボタルの生息地で、初夏には小さ
なやさしい光が見られます。公園内には清らかな竹地川が流れ、ヤマメや
天然記念物のオオサンショウウオなどが生息しています。また、人工渓流、
ほたる見館、キャンプ場などが整備され、せせらぎにふれながら、ゆっくり
と観察することができます。
●住所　口和町大月2-1　
●問い合わせ　口和支所地域振興課　鈎0824-87-2111

■ホタルの里づくり　高南小学校
　「めざせ！ホタル3000匹」を合言葉に、
高南小学校では5年前からホタルの里づく
りを始めています。
　昨年は、県の夢配達人プロジェクト推進
事業を活用し、専門家や地域の協力を得て、
学校近くの宮内川の土砂を取り除き、ホタ
ルの幼虫が棲みやすい川をつくりました。
また、ゲンジボタルのえさとなるカワニナ
を飼育し、保護者や地域の方々の水槽でホ
タルの幼虫を育て、3月10日に約430匹の
幼虫を宮内川へ放流しました。
　毎年6月の1ヵ月間は、親子でホタル観察
を行います。昨年は一晩で470匹のホタル
を見ることができました。今年はさらに多
くのホタルが期待されます。

●問い合わせ
　高南小学校　鈎0824-72-0813
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“げんき”と“やすらぎ”のさとやま文化都市
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今月の主な内容

■お知らせ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■発見!しょうばら・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■ご利用ください！庄原市出前トーク・・・・・・・・・・

■新たな交流とビジネスを始めよう・・・・・・・・・・・・

■国民年金保険料が変わりました・・・・・・・・・・・・・・

■ｅ－しょうばらネットＦＡＸ情報提供システム運用開始・・・

■安心・安全な毎日のために・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■市政の振興に寄与された方など86人を表彰・・・・・

■平成18年度予算・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■行政経営改革大綱を策定・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■庄原市地域情報化計画を策定・・・・・・・・・・・・・・・・

■平成17年度全校一斉学力調査・・・・・・・・・・・・・・・・

■市の花・市の木を募集します・・・・・・・・・・・・・・・・・

■「ふるさと自慢うた自慢」公開録音・・・・・・・・・・・・

■ぐるり庄原カメラレポート・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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花シーズン到来!
10万本のチューリップ
（備北丘陵公園　4月18日撮影）
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Five
Principle

庄原市全会計予算総括表

302億3,856万円

2,583万円

廃　止

2,652万円

3億686万円

42億6,053万円

1億457万円

69億6,101万円

42億7,603万円

9,625万円

17億9,690万円

会　　計　　名 予　算　額 対前年増減率（％） 対前年増減率（％）

特
　
　
別
　
　
会
　
　
計

一 般 会 計

住 宅 資 金 特 別 会 計

診 療 所 特 別 会 計

歯 科 診 療 所 特 別 会 計

ダ ム 対 策 特 別 会 計

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計

国民健康保険特別会計（直診勘定）

老 人 保 健 特 別 会 計

介 護 保 険 特 別 会 計

介護保険サービス事業特別会計

公共下水道事業特別会計

平成18年度

15億2,052万円

1億8,236万円

3億4,744万円

5,652万円

1,453万円

199億7,587万円

15億7,705万円

17億3,554万円

380万円

535億3,081万円

▲7.3

▲19.6

皆　減

5.1

117.0

9.2

9.1

▲5.6

▲1.7

皆　増

5.8

▲19.5

157.1

1.4

▲4.8

▲2.2

▲0.5

20.5

▲3.1

81.0

▲4.1

会　　計　　名 予　算　額

特
　
　
別
　
　
会
　
　
計

水 道 事 業 会 計

病 院 事 業 会 計   

比 和 財 産 区 特 別 会 計   

　 合 計 　

農業集落排水事業特別会計

浄化槽整備事業特別会計

簡易水道事業特別会計

工業団地造成事業特別会計

宅地造成事業特別会計

　　　　小　　計　　　

　 　 　 　 　 　

平
成
18
年
度
の
歳
入
は
、全
国
的
に
景

気
は
徐
々
に
上
昇
傾
向
に
あ
り
ま

す
が
、本
市
の
場
合
、未
だ
に
景
気
回
復
の

基
調
が
見
ら
れ
ず
、前
年
度
に
比
べ
法
人

市
民
税
が
１
億
３
５
４
万
円(

24
・
７
％)

の

減
と
落
ち
込
む
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
加
え
て
、一
般
財
源
の
主
要
な
柱
で
あ

る
地
方
交
付
税
に
つ
い
て
も
、人
口
の
減

少
や
三
位
一
体
改
革
の
影
響
な
ど
か
ら
大

幅
な
減
額
と
な
る
見
込
み
で
、前
年
度
に

比
べ
普
通
交
付
税（
※
１
）で
３
億
１
、８

８
３
万
円（
２
・
６
％
）の
減
、特
別
交
付
税

（
※
２
）も
２
億
３
、３
４
２
万
円（
12
・
４

％
）の
減
、ま
た
、臨
時
財
政
対
策
債
は
１

億
３
、７
６
０
万
円(

14
・
０
％)

の
減
と
な

り
、歳
入
の
確
保
は
昨
年
度
以
上
に
厳
し

い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
歳
出
で
は
、地
域
の
特
徴
や
可
能
性
を

活
か
し
た
〝
げ
ん
き
〟
と
〝
や
す
ら
ぎ
〟
の

あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、「
均
衡
あ
る
発

展
」と「
一
体
感
の
醸
成
」を
図
る
た
め
、昨

年
度
策
定
し
た
第
一
次
庄
原
市
実
施
計
画

（
※
３
）の
着
実
か
つ
計
画
的
な
実
施
が
必

要
で
す
。こ
の
た
め
、厳
し
い
財
政
状
況
を

踏
ま
え
、本
年
度
も
引
き
続
き
合
併
に
よ

る
コ
ス
ト
縮
減
効
果
に
加
え
、各
種
事
務

事
業
の
経
費
節
減
や
早
期
勧
奨
退
職
の
実

施
、特
別
職
給
与
の
削
減
、新
規
職
員
の
採

用
抑
制
な
ど
に
取
り
組
み
、一
般
財
源
の

確
保
に
努
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、公
の
施
設
の
管
理
に
つ
い
て
は
、

新
た
に
１
４
６
施
設
に
指
定
管
理
者
制
度

（
※
４
）を
導
入
し
、効
率
的
で
サ
ー
ビ
ス

向
上
に
つ
な
が
る
施
設
管
理
に
努
め
ま
す
。

　
一
般
会
計
予
算
の
予
算
規
模
は
、３
０

２
億
３
、８
５
５
万
７
千
円
で
、平
成
17
年

度
当
初
予
算
額
と
比
較
し
７
・
３
％
の
減

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、平
成
17
年
度
の
地

域
振
興
基
金
の
積
立
35
億
円
、と
い
う
特

殊
事
情
を
除
く
と
３
・
８
％
の
増
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
今
月
号
で
は
、新
年
度
予
算
の
主
な
施

策
の
内
容
を
お
伝
え
し
ま
す
。

239億8,491万円(79.3％)
依存財源

歳 出
302億3,856万円 ②公債費

63億4,729万円
(21.0％)

①民生費
66億9,635万円

(22.1％)

④土木費
34億9,773万円

(11.6％) ③総務費
42億8,951万円

(14.2％)

⑥教育費
25億6,393万円(8.5％)

⑦衛生費
20億5,423万円 (6.8％)

⑤農林水産業費
26億6,298万円 (8.8％)

⑥教育費
25億6,393万円(8.5％)

⑦衛生費
20億5,423万円 (6.8％)

⑤農林水産業費
26億6,298万円 (8.8％)

【一般会計】

⑧消防費
11億4,297万円 (3.8％)

⑨その他
9億8,357万円 (3.3％)

①市　税
36億4,032万円

(12.0％)

⑦地方交付税
135億2,227万円

(44.7％)

⑧市　債
46億4,850万円

(15.4％)

⑨県支出金
25億3,181万円(8.4％)

⑩国庫支出金
15億2,990万円 (5.1％)

⑪地方譲与税
8億2,991万円 (2.7％)

⑫その他
9億2,252万円 (3.1％)

⑨県支出金
25億3,181万円(8.4％)

②繰入金
13億5,356万円 (4.5％)

③諸収入
4億3,762万円 (1.4％)

⑩国庫支出金
15億2,990万円 (5.1％)

⑪地方譲与税
8億2,991万円 (2.7％)

⑫その他
9億2,252万円 (3.1％)

⑤使用料及び手数料
2億8,524万円 (0.9％)

④分担金及び負担金
3億3,966万円 (1.1％)

⑥その他
1億9,725万円 (0.7％)

⑤使用料及び手数料
2億8,524万円 (0.9％)

④分担金及び負担金
3億3,966万円 (1.1％)

⑥その他
1億9,725万円 (0.7％)

62億5,364万円(20.7％)

自主財源

※金額は万円未満を四捨五

入しているので、内訳の合計

は必ずしも一致しません。

①市民の皆さんが納める税金
②基金などから繰り入れるお金
③雑入など
④事業をするために、事業の受益を受
　ける方に、一部を負担していただく
　お金
⑤施設の使用料や戸籍の発行などの手
　数料
⑥繰越金や財産の貸付収入など
⑦全ての市町村が等しく行政サービス
　を提供できるよう国が交付するお金
⑧市が資金調達のために借入れるお金
⑨特定事業に対する県からの補助金など
⑩特定事業に対する国からの補助金など
⑪国税（所得税、自動車重量税など）の
　一部又は全額を市に交付されるお金 
⑫交付金など

①福祉の充実・保育所運営など

②市の借金を返すお金

③庁舎の維持管理など

④道路・都市整備など

⑤農林業の振興など

⑥小・中学校の維持管理など

⑦保健衛生・ごみ処理など

⑧消防団の運営など

⑨議会費、労働費、商工費、災害

復旧費など

歳 入
302億3,856万円

※１普通交付税

　全ての市町村が等しく行政サービス

を提供するために国が交付するお金

※２特別交付税

　突発的な状況や特殊事情など特別に

必要となる額により国が交付するお金

（平成17年度では、豪雪による経費な

どが特別交付税で交付されました。）

※３第一次庄原市実施計画

　新市建設計画（10年計画）で実施す

ることになっている、道路整備や施設

の建設事業などを実施年度や年度ごと

の事業費を定めた前期５年間の計画

※４指定管理者制度

　民間の法人や地元の団体などを指定

し公の施設（集会所、観光交流施設や保

育所など）の管理をしていただく制度

用語解説

用語解説

平成18年度予算
"げんき"と"やすらぎ"のさとやま文化都市の実現に向けた

庄原市２年目への飛躍

安心環境
の充実

教育・学習
環境の充実

働く場の
創出

分権自治
の確立

定住環境
の充実

財政課財政係　鈎0824-73-1129
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分
権
自
治
の
確
立

①分権自治の確立

1

地域審議会運営事業

自治振興区振興交付金

地域内道路除雪機械整備事業

自治振興区活動促進補助金

地域ビジネス起業チャレンジ補助金

サポートセンター運営事業

自治振興会館整備事業

集会施設建築補助金

集会施設修繕補助金

地域づくりリーダー育成事業

人権尊重のまちづくり計画策定事業

男女共同参画プラン策定事業

本庁舎の整備

自治振興システムの確立

人権尊重のまちづくりの推進と男女共同参画社会の実現

新市行政機能の整備

地域リーダー・人材の育成

地域・市民活動の支援と拠点機能の充実・整備

221万円

1億1,997万円

6,173万円

3,000万円

1,500万円

82万円

502万円

618万円

797万円

237万円

99万円

353万円

5億5,490万円

主　な　施　策 事　業　費

定
住
環
境
の
充
実

2

公衆無線ＬＡＮ整備事業

道路橋梁整備事業

生活交通対策事業

高速バスを活用した定住対策事業

ごみ処理施設・リサイクル施設の充実

ごみの減量化、不法投棄対策

紙類収集の本格実施

住宅整備事業

街路事業

都市公園整備事業

水道事業施設の整備

簡易水道施設の整備

水源確保事業

公共下水道整備

農業集落排水施設整備（浄化槽市町村整備推進事業含）

浄化槽整備事業

浄化槽市町村整備推進事業（特別会計）

消防・防災施設整備事業

情報通信環境の整備

防災・防犯体制の充実

上下水道施設の整備

居住環境の整備

ごみ対策・リサイクル対策の確立

道路網・生活交通網の整備

主　な　施　策 事　業　費

669万円

13億3,975万円

2億1,114万円

270万円

5億6,179万円

996万円

1,825万円

5,920万円

1,675万円

3億1,051万円

2億1,192万円

1,284万円

2,155万円

10億1,345万円

12億4,735万円

1,564万円

1億6,820万円

7,570万円

②定住環境の充実 　「
自
治
振
興
区
振
興
交
付
金
」、「
地

域
ビ
ジ
ネ
ス
起
業
の
補
助
金
」な

ど
を
交
付
し
、自
治
振
興
区
に
つ

い
て
引
き
続
き
活
動
支
援
と
活
性

化
を
図
り
ま
す
。

　「
地
域
内
道
路
除
雪
機
械
整
備

事
業
」は
、今
回
の
豪
雪
を
教
訓
と

し
て
自
治
振
興
区
に
小
型
除
雪
機

を
配
備
し
、地
域
内
道
路
の
除
雪

体
制
を
整
備
し
ま
す
。

　「
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
計

画
策
定
事
業
」に
よ
り
、人
権
教
育
・

人
権
啓
発
に
関
す
る
計
画
を
定
め

ま
す
。

　
「
男
女
共
同
参
画
プ

ラ
ン
」を
策
定
し
、男
女

共
同
参
画
社
会
の
実
現

に
向
け
、
共
同
参
画
の

意
識
定
着
と
社
会
形
成

の
推
進
を
図
り
ま
す
。

　「
本
庁
舎
の
整
備
」に

つ
い
て
は
、
市
役
所
は

単
に
事
務
所
と
し
て
だ

け
で
な
く
、市
民
が
集
い
、

情
報
を
発
信
す
る
市
の

中
枢
拠
点
、
シ
ン
ボ
ル

的
施
設
と
し
て
多
様
な

機
能
を
有
し
て
い
ま
す
。

分
散
方
式
か
ら
１
年
を

経
過
し
、
皆
さ
ん
に
ご

不
便
を
お
か
け
し
て
い

ま
す
が
、平
成
20
年
度
の
完
成
を

目
標
に
、測
量
設
計
、用
地
買
収
に

着
手
し
ま
す
。

　「
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
整
備
事
業
」

に
よ
り
、
本
庁
・
支
所
な
ど
９
ヵ

所
を
拠
点
と
す
る「
高
速
無
料
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ア
ク
セ
ス
ポ

イ
ン
ト
」を
整
備
し
ま
す
。

　
「
道
路
橋
梁
整
備
事
業
」
に
つ

い
て
は
、継
続
事
業
及
び
緊
急
性

の
高
い
路
線
を
優
先
し
て
計
画

的
な
市
道
改
良
な
ど
を
推
進
す

る
ほ
か
、国
・
県
道
の
整
備
促
進
、

「
地
域
高
規
格
道
路
」
、「
中
国
横

断
自
動
車
道
尾
道
松
江
線
」な
ど

の
早
期
完
成
に
向
け
た
要
望
活

動
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
除
雪
作
業
を
迅
速
・
円

滑
に
実
施
す
る
た
め
、国
の
制
度

を
活
用
し
、大
型
ロ
ー
タ
リ
ー
機

械
、歩
道
用
機
械
を
新
た
に
整
備

し
ま
す
。

　「
街
路
事
業
」で
は
、県
営
事
業

と
し
て
、広
島
み
ど
り
信
用
金
庫
、

庄
原
赤
十
字
病
院
前
を
通
過
す

る
高
小
路
線
の
調
査
、東
城
市
街

地
を
通
過
す
る
国
道
３
１
４
号

の
用
地
買
収
を
予
定
し
、市
の
事

業
と
し
て
、庄
原
地
区
の
新
道
裏

線
の
調
査
に
着
手
し
ま
す
。

　「
都
市
公
園
整
備
事
業
」で
は
、

第
１
期
・
上
野
総
合
公
園
が
い
よ

い
よ
最
終
段
階
を
迎
え
、平
成
19

年
４
月
の
全
面
供
用
開
始
に
向
け
、

植
栽
・
舗
装
・
照
明
等
の
残
工
事

等
の
諸
準
備
を
進
め
ま
す
。

　「
水
道
事
業
施
設
の
整
備
」、「
簡

易
水
道
施
設
の
整
備
」、「
公
共
下

水
道
整
備
」
な
ど
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
計
画
的
に
整
備
を
行
い
、

飲
料
水
の
安
定
供
給
、公
共
用
水

域
保
全
に
努
め
ま
す
。

　「
消
防
・
防
災
施
設
整
備
事
業
」

に
つ
い
て
は
、新
た
に
庄
原
消
防

署
へ
高
規
格
救
急
車
を
、東
城
消

防
署
へ
ポ
ン
プ
車
を
配
備
す
る

ほ
か
、高
野
地
区
の
消
防
団
詰
所

な
ど
、
常
備
消
防
・
非
常
備
消
防

の
両
面
か
ら
、体
制
の
充
実
を
図

り
ま
す
。

　
そ
の
他
、灰
塚
ダ
ム
も
完
成
の

と
き
が
近
づ
き
、関
連
施
設
の「
ア

ー
ス
ワ
ー
ク
公
園
」の
整
備
事
業

は
、国
土
交
通
省
と
の
協
議
に
よ

り
、
２
年
程
度
繰
り
上
げ
て
、
実

施
し
ま
す
。

地域で除雪活動に取り組む平子自治振興会（西城町）

老朽化した本庁舎

市営住宅建設予定地（口和町）
アースワーク公園

市道絞り中原線改良事業（比和町）

整備が進む上野総合公園
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③安心環境の充実

安
心
環
境
の
充
実

3

総合福祉センター整備事業

救急医療体制の充実

保健対策事業

乳幼児医療事業

高齢者活動推進事業

介護サービス事業特別会計の設置

高齢者等生活支援事業

身体障害者福祉事業

知的障害者福祉事業

精神障害者福祉事業

自立支援事業、地域生活支援事業

子育て支援センター事業

ファミリー・サポート事業

子育て支援事業

放課後児童健全育成事業

保育所施設整備事業

子どもの館(児童館）整備事業

保健・医療・福祉の充実及び連携

児童福祉の充実

子育て環境の充実

障害者福祉の充実

高齢者福祉の充実

主　な　施　策 事　業　費

7億8,624万円

3,735万円

1億1,637万円

5,926万円

3,383万円

9,625万円

4,662万円

1億1,411万円

1億7,016万円

633万円

2億2,120万円

1,645万円

508万円

6,612万円

2,831万円

3億2,003万円

9,601万円

　「
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
整
備
」

に
着
手
し
、
福
祉
関
係
の
拠
点

施
設
と
し
て
平
成
19
年
度
で
の

完
成
を
目
指
し
ま
す
。
こ
の
施

設
は
、庄
原
地
域
の
み
な
ら
ず
、

広
く
、
ま
た
多
く
の
市
民
の
皆

さ
ん
が
気
軽
に
集
い
・
笑
顔
で

語
ら
う
場
所
に
し
ま
す
。

　「
保
健
対
策
事
業
」で
は
、懸
案

と
な
っ
て
い
ま
す
庄
原
赤
十
字

病
院
の
産
婦
人
科
医
師
確
保
に

つ
い
て
、
各
方
面
へ
の
働
き
か

け
や
要
請
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

今
春
で
の
実
現
は
困
難
と
い
う

残
念
な
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
状
況
に
配
慮
し
、
妊

婦
の
健
康
診
査
に
か
か
る
受
診

券
の
交
付
枚
数
の
拡
充
を
図
り

ま
す
。

　
高
齢
者
福
祉
の
充
実
の
関
係

で
は
、
介
護
保
険
法
の
一
部
改

正
に
伴
い
、
従
来
の
在
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー
も
、
新
た
に
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
変
更

と
な
り
ま
す
。
主
な
事
業
と
し

て
は
、「
新
介
護
予
防
の
ケ
ア
プ

ラ
ン
の
作
成
」、「
介
護
認
定
に
至

ら
な
い
虚
弱
者
へ
の
総
合
支
援
」、

「
相
談
業
務
や
実
態
把
握
」な
ど

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。ま
た
、県
制

度
を
活
用
し
「
認
知
症
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
」、「
ケ
ア
ハ
ウ
ス
」な

ど
へ
の
整
備
助
成
を
行
い
ま
す
。

　
障
害
者
福
祉
の
充
実
に
つ
い

て
は
、
関
係
計
画
の
策
定
を
行

う
ほ
か
、
知
的
障
害
者
相
談
員

の
増
員
を
含
め
た
相
談
体
制
の

充
実
な
ど
、
総
合
的
な
障
害
者

福
祉
施
策
の
展
開
に
努
め
ま
す
。

　「
保
育
所
施
設
整
備
事
業
」に

つ
い
て
は
、
庄
原
地
域
の
板
橋

保
育
所
・
実
留
保
育
所
を
統
合
し
、

保
育
所
を
新
設
し
ま
す
。

　「
子
ど
も
の
館（
児
童
館
）整
備

事
業
」で
は
、旧
東
城
保
育
所
を

大
規
模
改
修
し
、子
育
て
支
援
、

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
対
応
機

能
も
備
え
た
「
児
童
健
全
育
成

施
設
」を
整
備
し
ま
す
。

　
学
校
教
育
の
充
実
に
関
し
て

は
、「
総
合
学
習
の
時
間
」
を
活

用
し
た
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り

事
業
、庄
原
駅
舎
で
の「
適
応
指

導
教
室
の
開
設
」
、「
英
語
活
動

事
業
」の
継
続
な
ど
、多
面
的
な

角
度
か
ら
健
や
か
な
成
長
を
支

援
し
て
行
き
ま
す
。

　「
学
校
施
設
の
整
備
」に
つ
い

て
は
、「
東
城
中
学
校
の
教
室
増

設
と
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
等
の
整
備
」、

「
高
野
中
学
校
の
水
洗
化
」、「
庄

原
中
学
校
の
ク
ラ
ブ
の
部
室
改

修
」な
ど
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
給
食
調
理
場
の
整
備
」

に
つ
い
て
、
庄
原
中
学
校
と
西

城
中
学
校
で
の
給
食
実
施
に
向

け
、新
た
に
庄
原
小
学
校
、東
小

学
校
、
庄
原
中
学
校
を
対
象
と

す
る「
共
同
調
理
場
」を
建
設
し
、

西
城
、高
野
両
地
区
に
つ
い
て
は
、

次
年
度
以
降
の
整
備
に
向
け
た

基
本
設
計
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
生
涯
学
習
の
充
実
は
、
生
涯

学
習
推
進
計
画
を
策
定
し
、
学

習
成
果
を
地
域
の
社
会
参
加
活

動
に
生
か
す
シ
ス
テ
ム
を
構
築

す
る
ほ
か
、全
市
的
な「
健
康
づ

く
り
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
」

や
特
色
あ
る
各
種
大
会
の
開
催

な
ど
、
一
体
感
の
醸
成
に
も
留

意
し
な
が
ら
事
業
推
進
を
図
り

ま
す
。

　「
運
動
広
場
拡
張
整
備
事
業
」

に
つ
い
て
は
、
拡
張
整
備
を
進

め
て
い
る「
板
橋
運
動
広
場
」が

完
成
予
定
で
す
。

　
芸
術
・
文
化
の
振
興
で
は
、文

化
財
案
内
標
識
の
整
備
や
、
市

内
の
文
化
財
を
知
り
・
体
験
す

る
学
習
機
会
と
し
て
、「
文
化
財

め
ぐ
り
や
子
ど
も
文
化
財
探
検

隊
」を
計
画
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

国
・
県
の
助
成
を
受
け
、貴
重
な

地
域
資
源
で
あ
る
帝
釈
峡「
雄
橋
」

の
調
査
事
業
を
行
い
、
新
た
な

活
用
策
を
検
討
し
ま
す
。加
え
て
、

４
年
に
１
度
、
現
地
公
開
が
行

わ
れ
る
国
の
重
要
無
形
民
俗
文

化
財
・
東
城
地
区
の「
大
山
供
養

田
植
」の
開
催
を
支
援
し
ま
す
。

教
育
・
学
習
環
境
の
充
実

4

学校教育活動の充実推進

外国語教育の充実推進

学校施設の整備

給食調理場の整備

生涯学習の推進

公民館事業

スポーツ振興・各種スポーツ大会の開催

運動広場拡張整備事業

文化財保護と活用

資料館事業

人権教育推進事業

人権啓発・人権相談事業

学校教育の充実

人権教育・啓発の推進

芸術・文化の振興

スポーツの振興

生涯学習の充実

主　な　施　策 事　業　費

1,616万円

3,212万円

1億4,087万円

3億8,387万円

1,036万円

1億3,180万円

1,492万円

1億4,307万円

1,504万円

1,979万円

409万円

492万円

④教育・学習環境の充実

児童健全育成施設となる旧東城保育所

農業集落排水施設の供用開始に伴い、トイレを改修する高野中学校

樹勢回復に取り組む熊野の大トチ
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平
成
18
年
度
予
算
は
、税
収
の

落
ち
込
み
や
地
方
交
付
税
の
減

額
に
よ
っ
て
、歳
出
予
算
に
対
し

て
歳
入
予
算
が
大
幅
に
不
足
し

ま
し
た
。そ
の
た
め
、貯
金
に
あ

た
る
基
金
を
約
13
億
５
千
万
円

取
り
崩
し
て
編
成
し
ま
し
た
が
、

こ
の
基
金
の
残
高
も
、年
々
減
少

し
、残
り
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
18
年
度
以
降
に
お
い
て

も
、私
た
ち
の
ま
ち「
庄
原
市
」の

自
治
体
経
営
を
行
う
に
は
、歳
入

の
確
保
を
図
る
と
と
も
に
、こ
れ

ま
で
以
上
に
歳
出
を
抑
え
、効
率

的
で
ス
リ
ム
な
行
財
政
運
営
が

必
要
不
可
欠
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、将
来
に
向
け
た
財

政
推
計
を
行
う
な
か
で
引
き
続

き
持
続
可
能
な
財
政
運
営
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、来
月
号
か
ら「
庄
原
市

の
台
所
事
情
」と
題
し
て
、市
の

財
政
状
況
な
ど
を
連
続
し
て
お

知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

⑤働く場の創出

⑥その他の事業　

長期総合計画の策定

長期総合計画

主　な　施　策 事　業　費

958万円

持
続
可
能
な

財
政
運
営
に
向
け
て

働
く
場
の
創
出

5

農業自立振興プロジェクト事業

アグリチャレンジャー支援事業

木質バイオマス資源活用に関する調査事業

備北材活用調査研究事業

資源循環型農業確立支援事業

森林整備地域活動支援交付金事業

農村都市交流事業

企業立地対策事業

中小企業振興対策事業

中心市街地にぎわい再生事業

観光インフォメーション機器整備事業

観光交流事業

県立広島大学研究開発助成事業

新産業創出事業

産学官連携推進事業

農林畜産業の振興

産・学・公・民の連携による新しい産業づくりと人づくり

観光・交流産業の振興

商工業の振興

主　な　施　策 事　業　費

1,226万円

2億8,643万円

1,021万円

148万円

1,042万円

7,968万円

232万円

1,339万円

7,893万円

1,098万円

635万円

4,726万円

1,594万円

751万円

212万円

　市政の振興に寄与された方などを表彰する平成17年度

庄原市表彰状授与式を3月28日、庄原市ふれあいセンター

で開催しました。

　新市において新たに制定した庄原市表彰条例に基づいて、

多年にわたり市政の発展に貢献された方や市民の模範と

認められる功績のあった方など86人を表彰しました。

　滝口市長は「記念すべき第1回の表彰状授与式に、これだ

け多くの方を表彰でき喜びにたえません。献身的なご努力

と不断のご苦労に対し深く敬意を表します」と感謝の意を

込めて、出席された25人に表彰状を手渡し、記念品を贈り

ました。表彰を受けられた皆様、誠におめでとうございます。

合併後初めての表彰状授与式
市政の振興に寄与された方など86人を表彰

堂本　　悟（西城町）　中谷　憲登（高茂町）

多年にわたり農業委員会委員に在職され市政の発展に貢献された方

堀川　一正(高茂町)

多年にわたり庄原市三次市学校組合教育委員会委員に
在職され市政の発展に貢献された方

田渕　啓樹（中本町）　戸谷　完二（三日市町）
林　　　充（三日市町）　細川　　仁（東城町）

多年にわたり学校医に在職され、市政の発展に貢献された方

片岡　主一（中本町）　牧原　伸夫（西本町）
八谷　和彦（川北町）

多年にわたり学校歯科医に在職され市政の発展に貢献された方

吉川　幸治（東城町）

多年にわたり学校薬剤師に在職され市政の発展に貢献された方

兼藤　豊守（西城町）　佐竹　　敏（川北町）
田岡日奈江（濁川町）　竹森　義教（西城町）
矢吹　明徳（総領町）

多年にわたり民生委員児童委員に在職され市政の発展に貢献された方

西田　博兆（中本町）　平田　常雄（西城町）

多年にわたり交通安全事業の推進に貢献された方

土居　　緑（東本町）

倉田百三の研究活動を通して文化の発展に貢献された方

叶�　正明（実留町）
杉田　勝則（西城町）
福原　一志（口和町）
安井耕一郎（西城町）

30回以上、自らの血液を
献血事業にささげられた方

藤井　宏信（西城町）

自己の危険を顧みず
人命を救助された方

小山　　英（高　町）

多年にわたり開業医として
地域医療に貢献された方

株式会社　ワイエヌエス
代表取締役社長
大江　博海（新庄町）

庄原市新庁舎建設資金として
多額の寄附をされた方

有限会社　林商会
代表取締役
松森　昭夫（東本町）

市内の公民館にペレット
ストーブを寄贈された方

多年にわたり消防団員に在職され、市政の発展に貢献された方

●氏名（五十音順）　

秋山多津夫（総領町）
天野　　武（総領町）
池田　好幸（総領町）
出口　敬三（総領町）
稲迫　健二（総領町）
上田　　稔（高野町）
岡下　清次（西城町）
岡田　佳典（総領町）
片倉　孝則（西城町）
金築　博敏（高野町）
金森　照芳（西城町）
木村　　悟（西城町）
古生　聖二（総領町）
小島　清志（総領町）
小林　一範（総領町）
小林　伍雄（総領町）
坂本　寅男（市　町）
坂本　　誠（西城町）
作田　　義（西城町）
佐々木賢次（総領町）
杉原　一則（東本町）
垰　　周志（総領町）
瀧口　隆巳（総領町）
竹林　芳郎（高野町）
竹藤　健治（高野町）
田中　一登（高野町）
塚原　俊和（総領町）
中　　正士（総領町）
中川　茂樹（西本町）
永田　修治（総領町）

永田　豊秋（高野町）
中原　雅信（三日市町）
中本　憲幸（水越町）
根波　裕治（高野町）
橋本　義昭（高野町）
花谷　静男（総領町）
林　　廣実（高野町）
春田　正治（総領町）
廣安　　優（尾引町）
福岡　数義（上原町）
藤岡　幸博（西城町）
藤迫　公二（総領町）
藤田　正雄（西城町）
藤原　公俊（高野町）
堀江　修治（高野町）
松田　　勉（総領町）
三村　秀雄（総領町）
宗兼　角夫（総領町）
毛利　悦二（総領町）
森川　　昇（総領町）
柳生　光明（西城町）
安田　里樹（西城町）
矢吹　　忍（総領町）
矢吹　正直（総領町）
山口　忠男（西城町）
山田　　明（西城町）
山元　晴記（総領町）
横岩　清司（総領町）
横山　政治（総領町）

　「
農
業
自
立
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」を
立
ち
上
げ
、「
儲
か
る
」「
儲

け
る
」と
い
う
視
点
で
本
市
の
農

林
業
を
真
剣
に
見
つ
め
な
お
し
、

地
域
資
源
の
再
認
識
と
掘
り
起

こ
し
に
よ
っ
て
あ
ら
ゆ
る
地
域

の
力
を
結
集
し「
農
業
に
よ
る
定

住
社
会
の
復
活
」を
め
ざ
し
ま
す
。

計
画
的
、年
次
的
な
取
り
組
み
と

な
り
ま
す
が
、当
面
、営
農
指
導

体
制
の
強
化
、地
域
ブ
ラ
ン
ド
化

に
向
け
た
土
づ
く
り
、和
牛
の
共

同
飼
育
な
ど
、新
た
な
分
野
へ
の

開
拓
に
着
手
し
ま
す
。

　
ま
た
、「
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ

ム
農
家
宿
泊
施
設
改
造
費
助
成

事
業
」、「
市
民
農
園
開
設
費
助
成

事
業
」を
継
続
し
、農
村
・
農
業
の

魅
力
を
都
市
住
民
に
伝
え
る
こ

と
で
地
域
へ
の
誘
導
を
図
り
、交

流
展
開
の
中
か
ら
新
た
な
産
業

化
の
誘
導
を
め
ざ
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、記
録
的
な
豪
雪
に
よ

っ
て
被
害
を
受
け
た
果
樹
、園
芸

施
設
へ
の
緊
急
対
策
事
業
も
予

定
し
て
い
ま
す
。

　
商
工
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、

中
心
市
街
地
の
賑
わ
い
と
活
力

の
再
生
に
向
け
、引
き
続
き
交
流

サ
ロ
ン
ラ
ッ
キ
ー
を
拠
点
と
す

る
市
民
の
イ
ベ
ン
ト
活
動
や
文

化
活
動
を
支
援
し
ま
す
。ま
た
、

中
小
企
業
振
興
事
業
、融
資
制
度

の
促
進
事
業
、企
業
立
地
の
意
向

調
査
等
に
よ
り
、企
業
活
動
の
支

援
、地
域
企
業
の
育
成
並
び
に
企

業
誘
致
に
努
め
ま
す
。

　
観
光
・
交
流
産
業
の
振
興
に
関

し
て
は
、「
観
光
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
機
器
整
備
事
業
」と
し
て

道
の
駅
の「
遊
Ｙ
Ｏ
Ｕ
サ
ロ
ン
東

城
」と「
リ
ス
ト
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」

へ
大
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を
設
置
し
、

時
期
に
応
じ
た
観
光
情
報
の
提

供
に
努
め
る
ほ
か
、引
き
続
き「
庄

原
市
カ
ー
プ
応
援
隊
事
業
」に
参

画
し
ま
す
。

　
ま
た
、「
道
後
山
高
原
ク
ロ
カ

ン
パ
ー
ク
」が
２
０
０
７
年
世
界

陸
上
選
手
権
に
向
け
た
日
本
チ

ー
ム
の
合
宿
候
補
地
と
し
て
選
定
・

要
請
を
受
け
、陸
上
競
技
場
の
一

部
を
全
天
候
型
に
改
修
し
ま
す
。

　
そ
の
他
、「
定
住
対
策
」と
し
て
、

高
速
バ
ス
に
よ
る
広
島
市
の
通

勤
圏
内
化
を
促
進
す
る
た
め
、バ

ス
会
社
の
協
力
を
得
て
、「
早
朝

に
お
け
る
広
島
直
行
便
の
運
行
」、

「
利
用
者
の
負
担
軽
減
助
成
」な

ど
を
行
い
ま
す
。

敬称略

県立広島大学研究開発助成事業の中間報告会

総務課人事秘書係　鈎0824-73-1125

高
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平
成
18
年
度
予
算
は
、税
収
の

落
ち
込
み
や
地
方
交
付
税
の
減

額
に
よ
っ
て
、歳
出
予
算
に
対
し

て
歳
入
予
算
が
大
幅
に
不
足
し

ま
し
た
。そ
の
た
め
、貯
金
に
あ

た
る
基
金
を
約
13
億
５
千
万
円

取
り
崩
し
て
編
成
し
ま
し
た
が
、

こ
の
基
金
の
残
高
も
、年
々
減
少

し
、残
り
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
18
年
度
以
降
に
お
い
て

も
、私
た
ち
の
ま
ち「
庄
原
市
」の

自
治
体
経
営
を
行
う
に
は
、歳
入

の
確
保
を
図
る
と
と
も
に
、こ
れ

ま
で
以
上
に
歳
出
を
抑
え
、効
率

的
で
ス
リ
ム
な
行
財
政
運
営
が

必
要
不
可
欠
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、将
来
に
向
け
た
財

政
推
計
を
行
う
な
か
で
引
き
続

き
持
続
可
能
な
財
政
運
営
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、来
月
号
か
ら「
庄
原
市

の
台
所
事
情
」と
題
し
て
、市
の

財
政
状
況
な
ど
を
連
続
し
て
お

知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

⑤働く場の創出

⑥その他の事業　

長期総合計画の策定

長期総合計画

主　な　施　策 事　業　費

958万円

持
続
可
能
な

財
政
運
営
に
向
け
て

働
く
場
の
創
出

5

農業自立振興プロジェクト事業

アグリチャレンジャー支援事業

木質バイオマス資源活用に関する調査事業

備北材活用調査研究事業

資源循環型農業確立支援事業

森林整備地域活動支援交付金事業

農村都市交流事業

企業立地対策事業

中小企業振興対策事業

中心市街地にぎわい再生事業

観光インフォメーション機器整備事業

観光交流事業

県立広島大学研究開発助成事業

新産業創出事業

産学官連携推進事業

農林畜産業の振興

産・学・公・民の連携による新しい産業づくりと人づくり

観光・交流産業の振興

商工業の振興

主　な　施　策 事　業　費

1,226万円

2億8,643万円

1,021万円

148万円

1,042万円

7,968万円

232万円

1,339万円

7,893万円

1,098万円

635万円

4,726万円

1,594万円

751万円

212万円

　市政の振興に寄与された方などを表彰する平成17年度

庄原市表彰状授与式を3月28日、庄原市ふれあいセンター

で開催しました。

　新市において新たに制定した庄原市表彰条例に基づいて、

多年にわたり市政の発展に貢献された方や市民の模範と

認められる功績のあった方など86人を表彰しました。

　滝口市長は「記念すべき第1回の表彰状授与式に、これだ

け多くの方を表彰でき喜びにたえません。献身的なご努力

と不断のご苦労に対し深く敬意を表します」と感謝の意を

込めて、出席された25人に表彰状を手渡し、記念品を贈り

ました。表彰を受けられた皆様、誠におめでとうございます。

合併後初めての表彰状授与式
市政の振興に寄与された方など86人を表彰

堂本　　悟（西城町）　中谷　憲登（高茂町）

多年にわたり農業委員会委員に在職され市政の発展に貢献された方

堀川　一正(高茂町)

多年にわたり庄原市三次市学校組合教育委員会委員に
在職され市政の発展に貢献された方

田渕　啓樹（中本町）　戸谷　完二（三日市町）
林　　　充（三日市町）　細川　　仁（東城町）

多年にわたり学校医に在職され、市政の発展に貢献された方

片岡　主一（中本町）　牧原　伸夫（西本町）
八谷　和彦（川北町）
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吉川　幸治（東城町）
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兼藤　豊守（西城町）　佐竹　　敏（川北町）
田岡日奈江（濁川町）　竹森　義教（西城町）
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西田　博兆（中本町）　平田　常雄（西城町）

多年にわたり交通安全事業の推進に貢献された方
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倉田百三の研究活動を通して文化の発展に貢献された方

叶�　正明（実留町）
杉田　勝則（西城町）
福原　一志（口和町）
安井耕一郎（西城町）

30回以上、自らの血液を
献血事業にささげられた方

藤井　宏信（西城町）

自己の危険を顧みず
人命を救助された方

小山　　英（高　町）

多年にわたり開業医として
地域医療に貢献された方

株式会社　ワイエヌエス
代表取締役社長
大江　博海（新庄町）

庄原市新庁舎建設資金として
多額の寄附をされた方

有限会社　林商会
代表取締役
松森　昭夫（東本町）

市内の公民館にペレット
ストーブを寄贈された方

多年にわたり消防団員に在職され、市政の発展に貢献された方
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業
振
興
事
業
、融
資
制
度

の
促
進
事
業
、企
業
立
地
の
意
向

調
査
等
に
よ
り
、企
業
活
動
の
支

援
、地
域
企
業
の
育
成
並
び
に
企

業
誘
致
に
努
め
ま
す
。

　
観
光
・
交
流
産
業
の
振
興
に
関

し
て
は
、「
観
光
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
機
器
整
備
事
業
」と
し
て

道
の
駅
の「
遊
Ｙ
Ｏ
Ｕ
サ
ロ
ン
東

城
」と「
リ
ス
ト
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」

へ
大
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を
設
置
し
、

時
期
に
応
じ
た
観
光
情
報
の
提

供
に
努
め
る
ほ
か
、引
き
続
き「
庄

原
市
カ
ー
プ
応
援
隊
事
業
」に
参

画
し
ま
す
。

　
ま
た
、「
道
後
山
高
原
ク
ロ
カ

ン
パ
ー
ク
」が
２
０
０
７
年
世
界

陸
上
選
手
権
に
向
け
た
日
本
チ

ー
ム
の
合
宿
候
補
地
と
し
て
選
定
・

要
請
を
受
け
、陸
上
競
技
場
の
一

部
を
全
天
候
型
に
改
修
し
ま
す
。

　
そ
の
他
、「
定
住
対
策
」と
し
て
、

高
速
バ
ス
に
よ
る
広
島
市
の
通

勤
圏
内
化
を
促
進
す
る
た
め
、バ

ス
会
社
の
協
力
を
得
て
、「
早
朝

に
お
け
る
広
島
直
行
便
の
運
行
」、

「
利
用
者
の
負
担
軽
減
助
成
」な

ど
を
行
い
ま
す
。
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＊会議の経過、資料等は、

市ホームページに

掲載しています。

■ホームページアドレス

1

行
政
経
営
改
革
大
綱
を
策
定

効
率
的
・
効
果
的
な
行
政
運
営
を
推
進
し
ま
す

審
議
会
が
答
申
書
を
提
出

行
政
経
営
改
革
大
綱
と

実
施
計
画
を
策
定

行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
の
構
築

職
員
定
数
の
適
正
化

23
行
政
組
織
の
再
編
整
備

5
人
材
育
成
基
本
方
針
の
策
定

6
人
事
評
価
制
度
の
導
入

4
職
員
給
与
等
の
適
正
化

10
収
納
率
の
向
上
と

入
湯
税
の
統
一
課
税

13
公
共
工
事
の
コ
ス
ト
縮
減

14
事
務
事
業
の
民
間
委
託
と

民
間
企
業
等
の
活
用
に
よ
る

効
果
的
な
行
政
運
営
の
推
進

15
公
の
施
設
の
管
理
運
営
形
態

の
見
直
し

16
保
育
所
の
適
正
配
置
と

民
営
化(

の
推
進

17
小
中
学
校
の
適
正
配
置

19
投
票
時
間
の
繰
り
上
げ
及
び

投
票
所
の
統
合

20
事
務
手
続(

補
助
金
申
請
等)

の

簡
素
化

18
生
活
交
通
確
保
体
制
の
整
備

12
委
託
料
の
適
正
化

11
補
助
金
の
見
直
し

7
財
政
の
健
全
化

行
政
経
営
改
革
大
綱
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す

　
３
月
24
日
、庄
原
市
行
政
経
営
改

革
審
議
会
の
吉
川
会
長
か
ら「
庄
原

市
の
行
政
経
営
改
革
に
関
す
る
答

申
書
」が
滝
口
市
長
に
提
出
さ
れ
ま

し
た
。

　
答
申
書
の
冒
頭
に
は
、「
今
後
の

行
政
運
営
は
、市
民
の
理
解
と
参
画
、

行
政
と
市
民
の
協
働
が
不
可
欠
で

あ
り
、職
員
の
意
識
改
革
と
能
力
向

上
の
み
な
ら
ず
、徹
底
し
た
情
報
公

開
の
も
と
で
行
政
経
営
改
革
を
断

行
し
、経
常
収
支
比
率（
※
）の
改
善

な
ど
、財
政
の
健
全
化
を
は
じ
め
と

す
る
諸
課
題
の
克
服
と
市
民
満
足

度
の
向
上
に
努
力
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
し
ま
す
」と
の
総
括
意
見
が
付

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
滝
口
市
長
は「
最
大
の
行
政
改
革

と
も
い
え
る
市
町
村
合
併
を
実
現
し
、

行
政
組
織
・
自
治
体
運
営
の
再
構
築

を
図
っ
た
が
、三
位
一
体
改
革
は
、

自
主
財
源
に
乏
し
い
小
規
模
自
治

体
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
、合
併

後
の
財
源
確
保
が
予
想
以
上
に
困

難
と
な
っ
て
い
る
。こ
う
し
た
中
で
、

〝
最
少
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を

挙
げ
る
〟
こ
と
を
基
本
と
し
た
効

率
的
・
効
果
的
な
行
政
運
営
及
び
自

治
体
経
営
を
推
進
す
る
た
め
に
、職

員
も
市
民
も
、変
わ
る
・
変
え
る
と

い
う
変
革
の
意
識
を
醸
成
し
、強
い

決
意
を
も
っ
て
行
政
経
営
改
革
に

取
り
組
み
た
い
。審
議
会
委
員
の
長

期
間
に
わ
た
る
熱
心
な
議
論
に
お

礼
を
申
し
上
げ
る
」と
、決
意
と
感

謝
を
述
べ
ま
し
た
。

　
　
　

　
市
で
は
、審
議
会
の
答
申
を
受
け

て
、行
政
改
革
の
指
針
と
な
る
行
政

経
営
改
革
大
綱
、具
体
的
な
取
り
組

み
計
画
と
し
て
行
政
経
営
改
革
大

綱
実
施
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。（
対

象
期
間
…
平
成
17
年
度
か
ら
21
年

度
ま
で
）

　
大
綱
及
び
実
施
計
画
は
、財
政
の

安
定
と
市
民
の
幸
せ
づ
く
り
を
目

標
と
し
、「
顧
客
志
向
」「
成
果
志
向
」

「
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
発
想
」と
い
う

民
間
の
経
営
管
理
手
法
の
視
点
を

も
っ
て
行
財
政
運
営
を
見
直
す
と

と
も
に
、顧
客
・
納
税
者
と
し
て
の

市
民
満
足
度
の
向
上
、職
員
・
市
民

の
意
識
改
革
、行
政
と
市
民
の
協
働

実
践
、さ
ら
に
は
行
政
評
価
シ
ス
テ

ム
へ
の
展
開
も
視
野
に
入
れ
た
内

容
で
整
理
し
て
い
ま
す
。

8
受
益
者
負
担
の
適
正
化

9
未
利
用
財
産
の
活
用

　
評
価
の
視
点
を
踏
ま
え
た
事
務

事
業
の
抜
本
的
見
直
し
を
行
う
と

と
も
に
、評
価
結
果
を
計
画
立
案
や

予
算
編
成
な
ど
に
反
映
さ
せ
る
シ

ス
テ
ム
を
段
階
的
に
導
入
し
ま
す
。

　
多
様
な
行
政
需
要
に
対
応
す
る

た
め
、合
併
効
果
や
意
思
決
定
の
迅

速
化
な
ど
を
考
慮
す
る
中
で
、毎
年

度
、機
能
的
・
効
率
的
な
組
織
再
編

に
取
り
組
み
ま
す
。

　
合
併
効
果
と
し
て
期
待
さ
れ
て

い
る
職
員
数
の
適
正
化(

削
減)

を

計
画
的
に
実
施
し
、行
政
経
費
の
抑

制
を
図
り
ま
す
。

基
準
職
員
数
…
６
６
７
人(

平
成
17

年
４
月)

目
標
職
員
数
…
５
９
８
人
以
内(

平

成
22
年
４
月)

△
69
人
以
上
の
削
減

＊
参
考
　
６
５
０
人(

平
成
18
年
４

月
１
日)

＊
西
城
市
民
病
院
技
師
職
を
除
く
。

　
給
与
水
準(

給
料
表)

を
4.8
％
引

き
下
げ
る(

平
成
18
年
４
月)

ほ
か
、

勤
務
成
績
が
昇
給
や
勤
勉
手
当
に

反
映
さ
れ
る
評
価
制
度
を
導
入
し

ま
す
。

　
人
材
育
成
基
本
方
針
を
策
定
し
、

職
員
研
修
の
充
実
な
ど
に
よ
っ
て

専
門
的
な
知
識
や
技
能
の
能
力
開

発
を
図
り
、プ
ロ
意
識
を
も
っ
た
行

政
職
員
を
育
成
し
ま
す
。

　
人
事
評
価
制
度
を
導
入
し
、勤
務

実
績
や
評
価
に
応
じ
た
給
与
処
遇

へ
の
転
換
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、職

員
の
意
欲
・
意
識
を
喚
起
し
、個
々

の
能
力
や
適
性
が
最
大
限
に
発
揮

で
き
る
環
境
を
整
備
し
ま
す
。

　
三
位
一
体
改
革
を
は
じ
め
、国
・

地
方
を
通
じ
た
財
政
構
造
改
革
に

対
応
す
る
た
め
、財
政
健
全
化
実
行

計
画
・
公
債
費
負
担
適
正
化
計
画
を

策
定
し
、事
務
事
業
の
総
点
検
・
抜

本
的
見
直
し
を
行
う
中
で
、安
定
的
・

持
続
的
な
財
政
の
健
全
化
に
取
り

組
み
ま
す
。

　
厳
し
い
財
政
状
況
を
考
慮
し
、公

平
性
の
確
保
と
適
正
な
受
益
者
負

担
の
視
点
で
、各
種
料
金
な
ど
の
見

直
し
を
行
い
ま
す
。

　
未
利
用(

普
通)

財
産
の
有
効
活
用
、

公
の
施
設
の
休
止
・
廃
止
を
含
め
た

見
直
し
に
よ
り
、維
持
管
理
経
費
の

節
減
を
図
る
と
と
も
に
、売
却
・
貸

付
等
に
よ
る
自
主
財
源
の
確
保
に

努
め
ま
す
。

　
徴
収
体
制
の
強
化
を
図
る
と
と

も
に
、滞
納
者
に
対
す
る
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
制
限
や
法
的
措
置
を
検
討

し
、収
納
率
の
向
上
に
取
り
組
み
ま

す
。ま
た
、18
年
度
か
ら
市
内
統
一

的
に
入
湯
税
を
課
税
し
ま
す
。

　
行
政
負
担
の
整
合
性
や
補
助
効

果
等
の
視
点
を
も
っ
て
、補
助
対
象

事
業
及
び
補
助
額
の
抜
本
的
な
見

直
し
を
行
い
ま
す
。

　
事
務
事
業
の
総
点
検
・
内
容
精
査

に
よ
り
、継
続
の
適
否
を
判
断
す
る

ほ
か
、競
争
原
理
に
よ
る
委
託
料
の

抑
制
・
経
費
節
減
に
努
め
ま
す
。

　
コ
ス
ト
縮
減
計
画
を
策
定
し
、職

員
意
識
の
徹
底
と
積
極
的
な
情
報

公
開(

入
札
結
果
を
含
む)

等
に
よ

っ
て
コ
ス
ト
縮
減
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、適
正
な
入
札
及
び
契
約
、

工
事
執
行
に
努
め
ま
す
。

　
事
務
事
業
の
総
点
検
を
行
い
、職

員
の
削
減
及
び
官
民
相
互
の
専
門

性
や
経
験
を
最
大
限
に
発
揮
す
る

視
点
を
も
っ
て
民
間
委
託
を
推
進

し
ま
す
。

　
公
の
施
設
に
関
し
、休
止
・
廃
止
・

譲
渡
等
を
検
討
し
た
う
え
で
、サ
ー

ビ
ス
水
準
、行
政
コ
ス
ト
、設
置
目

的
の
達
成
、市
民
負
担
、効
率
性
な

ど
、官
民
の
連
携
に
よ
る
効
果
を
考

慮
し
な
が
ら
、指
定
管
理
者
制
度
の

活
用
を
推
進
し
ま
す
。

　
職
員
の
削
減
及
び
施
設
運
営
経

費
の
均
衡
を
図
る
視
点
で
、計
画
的

な
統
合
に
取
り
組
み
ま
す
。ま
た
、

多
様
な
保
育
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る

た
め
、民
営
化（
指
定
管
理
者
制
度

を
含
む
）を
推
進
し
ま
す
。

　
教
育
環
境
の
充
実
を
図
る
た
め
、

適
正
配
置
計
画
に
沿
っ
た
取
り
組

み
を
推
進
し
ま
す
。

　
生
活
交
通
計
画
を
策
定
し
、地
域

内
完
結
バ
ス
等
の
有
料
化
及
び
料

金
の
統
一
を
図
る
ほ
か
、効
果
的
・

効
率
的
な
運
行
に
努
め
、市
民
の
交

通
利
便
性
の
確
保
と
利
用
者
の
増

加
に
努
め
ま
す
。

　
投
票
時
間
の
繰
り
上
げ
、一
部
投

票
所
の
統
合
等
を
検
討
・
実
施
し
、

経
費
の
節
減
を
図
り
ま
す
。ま
た
、

事
務
従
事
単
価
の
見
直
し
や
市
民

の
事
務
従
事
に
つ
い
て
も
検
討
し

ま
す
。

　
手
続
・
書
類
の
再
点
検
及
び
課
題

整
理
を
行
い
、事
務
改
善
に
取
り
組

み
ま
す
。

　
自
主
健
全
化
計
画
の
策
定
、経
営

診
断
の
実
施
に
よ
る
基
盤
の
安
定

を
図
り
、市
立
病
院
と
し
て
地
域
医

療
の
確
立
と
地
域
包
括
ケ
ア
を
推

進
し
ま
す
。

　
経
営
課
題
を
明
ら
か
に
す
る
中

で
、改
善
計
画
の
策
定
及
び
解
散
・

統
合
を
含
め
た
適
正
か
つ
安
定
的

経
営
を
検
討
し
ま
す
。

　
行
政
情
報（
特
に
行
政
コ
ス
ト
を

含
め
た
事
務
事
業
に
関
す
る
情
報
）

を
積
極
的
に
公
開
・
提
供
し
、行
政

と
市
民
の
情
報
共
有
に
努
め
る
こ

と
で
、市
民
理
解
と
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
を
促
進
し
ま
す
。

　
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度（
※
）

・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
、多
様
な

市
民
の
意
見
聴
取
機
会
、参
画
機
会

の
設
定
・
拡
大
に
努
め
ま
す
。

　
自
治
振
興
区
が
総
合
的
な
調
整

機
能
や
体
制
を
確
立
・
維
持
で
き
る

よ
う
、引
き
続
き
、適
切
な
助
言
・
支

援
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、地
域
づ
く
り
の
拠
点
機
能

を
有
す
る
施
設
と
し
て
、庄
原
地
域

の
公
民
館
を
モ
デ
ル
的
に
自
治
セ

ン
タ
ー
へ
移
行
し
ま
す
。

　
市
民
と
行
政
の
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
推
進
を
基
本
に
、市
民
の
意
見

が
十
分
に
反
映
で
き
る
手
法
を
も

っ
て
、ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
の
制

定
に
取
り
組
み
ま
す
。

吉川会長（左）が市長に答申書を提出

行政経営改革審議会

＊
経
常
収
支
比
率
…
税
な
ど
毎
年

度
経
常
的
に
収
入
さ
れ
る
一
般
財

源
を
、人
件
費
や
扶
助
費
、公
債
費

な
ど
の
毎
年
度
経
常
的
に
支
出
す

る
経
費
に
充
当
す
る
割
合
。

＊
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度

…
市
の
基
本
的
な
政
策
の
策
定

に
あ
た
り
、趣
旨
、内
容
等
を
公

表
す
る
と
と
も
に
、
公
表
し
た

も
の
に
対
す
る
市
民
か
ら
の
意

見
等
の
提
出
を
受
け
、
そ
の
提

出
さ
れ
た
意
見
等
に
対
す
る
市

の
考
え
方
を
公
表
す
る
一
連
の

手
続
き
を
い
う
。

2122
公
社
・
第
三
セ
ク
タ
ー
の

運
営
の
見
直
し

23
情
報
公
開
と
情
報
提
供
の
推
進

24
市
民
の
意
見
聴
取
機
会
及
び

参
画
機
会
の
拡
大

25
自
治
振
興
区
に
よ
る
地
域
運
営

及
び
行
政
と
の
協
働
の
推
進

26
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例(

仮
称)

の
制
定

西
城
市
民
病
院
の
健
全
経
営

企
画
課
企
画
調
整
係
　
鈎
０
８
２
４
―
７
３
―
１
１
２
８
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市
で
は
、地
域
に
最
適
な
地
域
情
報
化
推
進
の
手
法
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
る
た
め
、

昨
年
の
７
月
に
庄
原
市
地
域
情
報
化
計
画
策
定
委
員
会
を
設
置
し
、

こ
の
検
討
内
容
を
基
に「
庄
原
市
地
域
情
報
化
計
画
」を
策
定
し
ま
し
た
。

４
月
19
日
に
は
、策
定
委
員
会
委
員
長
で
あ
る
県
立
広
島
大
学
教
授
　
野
原
建
一
委
員
長
か
ら
、

市
長
に
対
し
地
域
情
報
化
計
画
書
お
よ
び
地
域
情
報
化
を
進
め
る
上
で
の
留
意
点
を
取
り
ま
と
め
た

提
言
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

庄
原
市
地
域
情
報
化
計
画
を
策
定情報推進課情報推進係

鈎0824-73-1113

　情報化に関する内容は、高齢者

にとっては大変理解しがたいもの

です。私も今回の策定委員会に参

画し、他の委員の皆さんの意見を

聞き、勉強になりました。今後実施

計画を策定していく中では、高齢

化率が35％を超える本市において、

高齢者にもやさしいシステム構築

に配慮してもらいたいと思います。

国
の
施
策
と

本
市
の
現
状

今
後
の
計
画
は
…

県立広島大学野原委員長（左）が
市長に対し、提言書提出（4月19日）

庄原市地域情報化策定委員会

山中　哲雄委員

ケーブルテレビにより、こんなことが・・・

区　分 短期事業 中期事業 長期事業

地域情報化の位置付け

公衆無線LAN整備

無線系情報伝達整備

ケーブルテレビ整備

※ラジオなどを利用した告知サービス

ユビキタスネットワーク整備

防災行政無線

ラジオ難聴解消

携帯電話不感解消

※無線を使ったインターネット
接続サービス

※情報ネットワークなどに、
いつでもどこからでも、
アクセスできる環境整備

準備期間
（３年以内）

推進期間
発展期間

（10年以内）

事業実施 運　用

運　用

調査研究

事業実施

事業実施

実施計画策定

実施計画策定

防災計画・事業実施

■地域情報化計画の事業内訳（3期間での整備）

助
手
…
通
信
分
野
〈
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト（
※
１
）〉で
、国
は

ど
の
よ
う
な
考
え
を
持
っ
て
い
る

ん
で
す
か
？

博
士
…
国
は
、
高
度
情
報
通

信
網
の
整
備
、
活
用
方
法
に

つ
い
て
様
々
な
施
策
を
打
ち
出
し

て
お
る
。総
務
省
は
昨
年
７
月
に
作

成
し
た
報
告
書
の
中
で
、平
成
20(

２

０
０
８)

年
ま
で
に「
ブ
ロ
ー
ド
バ

ン
ド（
※
２
）・
ゼ
ロ
市
町
村
」を
、平

成
22（
２
０
１
０
）年
ま
で
に「
ブ
ロ

ー
ド
バ
ン
ド
・
ゼ
ロ
地
域
」を
解
消

す
る
と
記
述
し
て
お
る
。

助
手
…
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
と

い
う
と
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ（
※
３
）は

市
内
の
一
部
地
域
し
か
利
用
で
き

な
い
し
、民
間
事
業
者
が
光
フ
ァ
イ

バ（
※
４
）を
敷
設
す
る
な
ん
て
計

画
も
聞
か
な
い
な
～

博
士
…
採
算
が
取
れ
な
い
中

山
間
地
域
で
は
、
民
間
事
業

者
に
よ
る
事
業
展
開
が
行
わ
れ
て

い
な
い
の
が
現
実
だ

助
手
…
テ
レ
ビ
も
平
成
23（
２

０
１
１
）
年
に
は
今
ま
で
ど

お
り
に
は
見
ら
れ
な
く
な
る
ん
で

し
ょ
。博

士
…
そ
う
じ
ゃ
よ
。
備
北

地
域
で
は
平
成
19（
２
０
０
７
）

年
に
三
次
局
と
西
城
局
か
ら
地
上

デ
ジ
タ
ル
放
送（
※
５
）が
始
ま
り
、

順
次
他
の
中
継
局
も
地
上
デ
ジ
タ

ル
放
送
が
開
始
さ
れ
て
い
く
ん
じ
ゃ
。

当
分
の
間
は
、各
中
継
局
か
ら
今
の

地
上
ア
ナ
ロ
グ
放
送
と
地
上
デ
ジ

タ
ル
放
送
の
両
方
の
電
波
が
流
さ

れ
る
が
、平
成
23
年
７
月
24
日
に
地

上
ア
ナ
ロ
グ
放
送
が
終
了
す
る
予

定
と
な
っ
て
い
る
。テ
レ
ビ
を
見
つ

づ
け
る
た
め
に
は
、デ
ジ
タ
ル
チ
ュ

ー
ナ
ー
か
、地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に

対
応
し
た
テ
レ
ビ
を
購
入
す
る
必

要
が
あ
る
。そ
れ
と
共
同
ア
ン
テ
ナ

で
受
信
し
て
い
る
組
合
な
ど
で
は
、

設
備
の
改
修
に
相
当
な
費
用
が
必

要
に
な
る
な
ど
、影
響
が
大
き
い
。

助
手
…
ほ
か
に
も
、
地
域
情

報
化
に
関
し
て
は
、
い
ろ
い

ろ
課
題
が
あ
り
ま
す
よ
ね
～

博
士
…
そ
う
じ
ゃ
の
～
　
音

声
告
知（
※
６
）も
庄
原
地
域

の
一
部
で
は
整
備
さ
れ
て
お
ら
ん
。

　
携
帯
電
話
も
、業
者
が
利
用
区
域

の
拡
大
を
行
っ
て
お
る
が
、利
用
で

き
な
い
場
所
も
多
い
。

助
手
…
ラ
ジ
オ
も
聞
こ
え
に

く
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
よ

ね
。野
球
の
ナ
イ
タ
ー
を
聞
き
た
い

の
に
、き
れ
い
に
受
信
で
き
な
い
・・・

博
士
…
課
題
は
山
積
じ
ゃ
の

～助
手
…
今
回
庄
原
市
が
策
定

し
た
「
庄
原
市
地
域
情
報
化

計
画
」の
目
的
は
な
ん
で
し
ょ
う
か
？

博
士
…
先
ほ
ど
も
話
し
た
と

お
り
、こ
の
地
域
の
情
報
化
に

関
し
て
は
様
々
な
課
題
が
あ
る
。庄

原
市
は
合
併
し
、広
い
面
積
を
持
つ

市
に
な
っ
た
わ
け
じ
ゃ
。今
ま
で
は

そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
が
そ
れ
ぞ
れ
の
施

策
を
展
開
し
て
お
っ
た
わ
け
じ
ゃ
が
、

同
じ
市
に
な
っ
て
、一
緒
に
市
民
活

動
や
、産
業
、行
政
も
効
果
的
な
事
業

を
展
開
す
る
必
要
が
あ
る
。今
回
の

計
画
は
、庄
原
市
の
将
来
像
で
あ
る

「
〝
げ
ん
き
〟
と
〝
や
す
ら
ぎ
〟
の
さ
と

や
ま
文
化
都
市
」を
目
指
す
た
め
に
、

高
速
通
信
技
術
を
活
用
す
る
基
本
的

な
考
え
方
や
方
向
性
を
示
し
、「
情
報

の
過
疎
地
」の
解
消
に
向
け
、情
報
化

を
計
画
的
に
推
進
す
る
指
針
と
し
て

策
定
さ
れ
た
わ
け
じ
ゃ
。

助
手
…
で
具
体
的
に
は
ど
の

よ
う
な
解
決
手
法
を
取
っ
て

い
く
の
で
す
か
？

博
士
…
３
つ
の
整
備
期
間
を

設
定
し
て
、整
備
を
行
う
よ
う

に
計
画
さ
れ
て
お
る
。12
ペ
ー
ジ
に

あ
る
表
の
と
お
り
じ
ゃ
。

助
手
…
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
を
始

め
、ユ
ビ
キ
タ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
実
現
に
向
け
て
、様
々
な
取
り

組
み
が
考
え
ら
れ
て
い
る
ん
で
す
ね
。

博
士
…
こ
の
計
画
の
中
で
一
番

の
目
玉
は
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ（
※

７
）じ
ゃ
ろ
う
な
。こ
の
シ
ス
テ
ム
が

完
成
す
れ
ば
、山
積
み
の
課
題
の
大

半
が
解
決
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

助
手
…
こ
れ
か
ら
中
期
事
業

計
画
を
策
定
す
る
わ
け
で
す
ね
。

博
士
…
そ
う
じ
ゃ
の
～
。こ
の

中
期
事
業
計
画
は
、
こ
の
計
画

書
の
根
幹
と
な
る
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

に
つ
い
て
整
理
す
る
こ
と
に
な
る
。キ

ミ
も
知
っ
て
い
る
と
お
り
、庄
原
市
を

は
じ
め
地
方
自
治
体
の
財
政
状
況
は

非
常
に
よ
ろ
し
く
な
い
。ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
が
膨
大
な
経
費
を
要
す
る
こ
と

は
、知
っ
て
お
ろ
う
が
、本
当
に
事
業

を
実
施
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、住
民
や

企
業
な
ど
の
協
力
が
不
可
欠
と
な
っ

て
く
る
。ま
た
、こ
の
情
報
技
術
の
発

展
は
日
進
月
歩
じ
ゃ
。そ
の
動
向
も
見

な
が
ら
柔
軟
な
判
断
を
要
求
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
じ
ゃ
ろ
う
の
～

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

要望活動・事業実施

要望活動

こ
れ
か
ら
の
方
針
は
…

音声告知サービス

FM・AMラジオの再放送

地域情報化

IP電話

自主放送番組

防災告知

在宅ケア

テレビ電話による
健康相談

高速インターネット

多チャンネル放送

大学

学校間放送

気象情報

e―しょうばらネットとの連携e―しょうばらネットとの連携

位置検索

インタビュー
INTERVIEW

POINT

難
し
い
用
語
は

こ
こ
で
確
認
！

※
１
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　
全
世
界
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
相

互
に
接
続
し
た
巨
大
な
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
。

※
２
　
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド

　
高
速
な
通
信
回
線
の
普
及
に
よ

っ
て
実
現
さ
れ
る
次
世
代
の
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
、そ
の

上
で
提
供
さ
れ
る
大
容
量
の
デ
ー

タ
を
活
用
し
た
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
。

※
３
　
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ

　
電
話
回
線
を
利
用
し
た
通
信
方

法
の
一
つ
の
種
類
。

※
４
　
光
フ
ァ
イ
バ

　
ガ
ラ
ス
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
細

い
繊
維
で
で
き
て
い
る
、光
を
通
す

通
信
ケ
ー
ブ
ル
。

※
５
　
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

　
現
在
の
地
上
波
テ
レ
ビ
電
波
の

送
信
方
法
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
、放
送

を
行
う
こ
と
。

※
６
　
音
声
告
知

　
防
災
無
線
や
オ
フ
ト
ー
ク
な
ど

家
庭
に
情
報
受
信
端
末
を
設
置
し
、

行
政
か
ら
の
お
知
ら
せ
や
緊
急
放

送
な
ど
音
声
放
送
を
受
信
す
る
こ
と
。

※
７
　
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

　
テ
レ
ビ
の
有
線
放
送
サ
ー
ビ
ス
で
、

山
間
部
や
人
口
密
度
の
低
い
地
域

な
ど
地
上
波
テ
レ
ビ
放
送
の
電
波

が
届
き
に
く
い
地
域
で
も
テ
レ
ビ

の
視
聴
を
可
能
に
す
る
。ま
た
、高

速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、音
声
告
知
な

ど
に
も
対
応
で
き
る
。

こ
の
計
画
書
を
見
な
が
ら

博
士
と
助
手
が
何
か
話
し
を
し
て
い
る
よ
う
で
す
よ
…

�
�
�
�
�
�
�
�
�

※インターネット技術を
　利用した電話
※インターネット技術を
　利用した電話
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全
校
一
斉
学
力
調
査

平
成
17
年
度

　
平
成
18
年
２
月
上
旬
、庄
原
市
内
の
全
小
・
中
学
校
で
全
校
一
斉
学
力
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

庄
原
市
教
育
委
員
会
で
は
、

｢

創
造
性
豊
か
な
人
づ
く
り｣

「
心
豊
か
な
人
づ
く
り
」を
め
ざ
し
て
、知
・
徳
・
体

の
基
礎
・
基
本
を
身
に
つ
け
た
児
童
・
生
徒
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　市内全学校の小学校1年生から

中学校3年生までの児童・生徒の基礎・

基本の学力をきちんと把握するこ

とで、各学校の先生がそれぞれの

学年の課題や状況に応じた授業改

善の手がかりをつかみ、確実に基礎・

基本を身につけさせる授業を構想

します。

　学校では「年間指導計画」を立て

て授業を進めています。平成18年度

の年間指導計画を立てるにあたり、

学力調査の分析結果を活用し、一

人一人の児童・生徒に「確かな学力」

を身に付ける授業を実施します。

小
学
校

庄原市通過率

全国通過率

全国比（全国=100）

庄原市通過率

全国通過率

全国比（全国=100）

庄原市通過率

全国通過率

全国比（全国=100）

庄原市通過率

全国通過率

全国比（全国=100）

１年生

81.3

78.8

103

92.2

87.5

105

２年生

79.7

74.2

107

87.1

80.1

109

３年生

73.8

72.7

102

83.9

79.5

106

80.3

78.5

102

78.3

78.5

100

４年生

78.3

75.8

103

76.5

75.5

101

80.0

77.8

103

79.6

78.0

102

５年生

78.4

74.2

106

78.8

77.1

102

78.2

71.6

109

80.6

78.3

103

６年生

81.2

78.7

103

74.5

71.9

104

75.2

70.7

106

83.2

82.2

101

■小学校調査結果

■中学校調査結果

中
学
校

国語

社会

数学

理科

英語

庄原市通過率

全国通過率

全国比（全国=100）

庄原市通過率

全国通過率

全国比（全国=100）

庄原市通過率

全国通過率

全国比（全国=100）

庄原市通過率

全国通過率

全国比（全国=100）

庄原市通過率

全国通過率

全国比（全国=100）

１年生

67.7

66.9

101

56.0

57.2

98

58.6

58.1

101

61.6

63.8

97

69.3

66.3

105

２年生

72.2

74.7

97

59.4

60.7

98

53.8

57.7

93

63.5

69.7

91

58.5

62.2

94

３年生

67.9

68.2

100

61.2

65.9

93

64.3

66.5

97

69.7

74.9

93

63.8

62.0

103

「通過率」は、満点を100とした場合の得点の比率を示しています。
「全国比」は、全国を100とした場合の庄原市の得点率を表した数値として、
（庄原市得点率÷全国得点率）×100で示しています。        

市内全校で学力調査をする目的

　
小
学
校
で
は
、１
年
生
と
２
年

生
は
国
語
と
算
数
、３
年
生
か
ら

６
年
生
は
国
語
・
社
会
・
算
数
・
理

科
の
学
力
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

全
て
の
学
年
に
お
い
て
、全
国
の

通
過
率
に
達
し
て
お
り
、全
体
的

に
見
て
、
基
礎
・
基
本
の
力
が
概

ね
全
国
平
均
レ
ベ
ル
に
あ
る
と

い
え
ま
す
。

　
こ
の
結
果
は
、各
学
校
の
先
生

が
そ
れ
ぞ
れ
の
学
年
の
課
題
や

状
況
に
応
じ
た
授
業
改
善
を
進

め
て
き
た
こ
と
、１
時
間
目
の
授

業
前
や
昼
食
後
の
休
憩
時
間
を

利
用
し
て
き
め
細
か
く
取
り
組

ん
で
き
た
ド
リ
ル
学
習
な
ど
に

よ
り
、学
習
内
容
の
定
着
を
促
す

こ
と
が
で
き
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、平
成
16
年
度
か
ら
取
り

組
ん
で
い
る
「
こ
と
ば
の
教
育
」

の
推
進
に
よ
り
、各
学
校
で
は
人

の
話
を
最
後
ま
で
集
中
し
て
聞

く
こ
と
や
、話
の
要
点
を
逃
が
さ

ず
聞
い
て
、大
切
な
こ
と
は
メ
モ

を
と
る
こ
と
な
ど
を
指
導
し
て

い
ま
す
。こ
れ
ら
の
取
り
組
み
も

一
定
の
成
果
を
あ
げ
て
い
る
と

い
え
ま
す
。

　
３
月
に
開
い
た
学
力
向
上
検

討
委
員
会
で
は
、朝
会
で
聞
き
取

り
メ
モ
を
と
る
こ
と
を
継
続
的

に
指
導
す
る
こ
と
や
国
語
科
授

業
に
お
い
て
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
や

付
箋
紙
を
利
用
し
た
指
導
な
ど
、

「
書
く
こ
と
」
を
中
心
に
取
り
組

ん
だ
実
践
に
よ
っ
て
成
果
の
あ

が
っ
た
実
践
例
が
発
表
さ
れ
ま

し
た
。

　
し
か
し
、課
題
が
な
い
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。た
と
え
ば
理
科

に
つ
い
て
詳
し
く
見
る
と
、昆
虫

の
観
察
や
温
度
計
の
使
い
方
、地

層
や
化
石
の
学
習
の
定
着
が
全

国
の
通
過
率
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、理
科
の
授
業
に
お
い
て
は
、

観
察
や
実
験
を
充
実
さ
せ
る
と

と
も
に
、科
学
研
究
に
取
り
組
む

な
ど
、児
童
の
実
感
を
伴
っ
た
理

解
に
つ
な
が
る
よ
う
に
指
導
方

法
の
工
夫
が
必
要
で
す
。

　
各
小
学
校
で
は
、今
回
の
結
果

を
分
析
し
て
平
成
18
年
度
の
指

導
方
法
の
改
善
計
画
を
立
て
て

い
ま
す
。平
成
18
年
度
も
引
き
続

き
、
計
画
的
に
基
礎
・
基
本
の
学

力
向
上
に
向
け
、取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

国
語

社
会

算
数

理
科

小
学
校

中
学
校

　
中
学
校
で
は
、国
語
・
社
会
・
数

学
・
理
科
・
英
語
の
５
教
科
に
つ

い
て
学
力
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
国
語
科
で
は
全
国
比
が
示
す

と
お
り
、１
年
生
と
３
年
生
は
概

ね
全
国
平
均
と
同
等
の
結
果
が

出
て
い
ま
す
。２
年
生
は
読
解
力

の
通
過
率
が
や
や
低
く
全
国
平

均
に
達
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
社
会
科
で
は
３
学
年
全
て
全

国
比
が
１
０
０
以
下
で
、定
着
に

課
題
が
あ
り
ま
し
た
。特
に
３
年

生
の
公
民
的
分
野
の
定
着
が
低

い
結
果
に
な
り
ま
し
た
。全
体
的

に
資
料
活
用
の
技
能
と
表
現
の

能
力
が
低
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

　
数
学
科
で
は
、中
学
２
年
生
の

学
習
内
容
の
定
着
に
課
題
が
あ

り
ま
す
。
特
に
数
量
・
図
形
の
知

識
が
十
分
で
は
な
い
こ
と
が
傾

向
と
し
て
現
れ
て
い
ま
す
。

　
理
科
も
社
会
科
同
様
、３
学
年

全
て
全
国
比
が
１
０
０
以
下
で
、

定
着
に
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。基

礎
的
な
内
容
の
定
着
に
向
け
て
、

検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
英
語
科
で
は
１
年
生
と
３
年

生
は
全
国
平
均
を
上
回
り
ま
し

た
が
、２
年
生
で
は「
書
く
こ
と
」

に
つ
い
て
定
着
が
不
十
分
で
あ

る
と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

　
３
学
年
の
中
で
は
、２
年
生
が

全
国
比
を
上
回
る
教
科
が
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。各
学
校
で
は
平

成
18
年
度
の
３
年
生
に
つ
い
て

義
務
教
育
の
総
ま
と
め
の
年
と

位
置
づ
け
て
、
基
礎
・
基
本
の
確

実
な
定
着
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　庄原市では今年も先生と教育委員会が一緒に、「庄原

市児童・生徒学力向上検討委員会」を組織して、児童・生

徒の基礎・基本の確実な定着に向けて授業改善、指導方

法の工夫改善の取り組みを進めていきます。市民の皆さ

んのご理解とご支援をよろしくお願いします。

おわりに

教
育
指
導
課
指
導
係
　
鈎
０
８
２
４
―
７
３
―
１
１
８
４

�
�
�
�
�
�

東小学校5年生の授業
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MenuDelivery Talk

議　　会

生活一般

まちづくり

人づくり

産　　業

環　　境

区　　分 メニュー名

庄原市出前トークメニュー一覧

共に考えよう「ごみの減量化とリサイクル」

行動に移そう省エネルギー対策

みんなポイ捨てを”しない”・”させない”庄原市に

市民と議会

固定資産税のしくみ

住民税のはなし

“いらっしゃいませ”市民生活課の窓口業務

悪徳商法あれこれ

安全意識を高めよう防犯対策

生活交通の確保について

浄化槽市町村整備推進事業について

浄化槽設置整備事業補助金について

公共下水道事業について

農業集落排水事業について

下水道排水設備について

これからの上水道

安全な水づくり

給水装置はあなたの財産です

夢をかたちに　はじめよう地域づくり

ワークショップについて

上野総合公園の整備について

庄原市内の主要な道路整備について

道路の管理について

人権尊重のまちづくりをめざして

男女(とも)に輝く社会づくり

「世界へ発信」庄原市の国際交流

パソコンで情報発信

使ってみよう！イントラネット

土地利用型農業の推進について

農地の保全をつうじての地域づくり

集落農場型農業生産法人について

農業に関する助成制度

有害鳥獣から地域を守ろう

農地の貸借・売買・転用について

中小企業融資について

中心市街地活性化事業について

防災・安全

市　　政

観光・余暇

教　　育

文　　化

スポーツ

福祉・健康

区　　分 メニュー名

障害者福祉サービスについて

高齢者福祉サービスについて

介護保険制度について

次世代育成支援行動計画「スマイルこどもプラン」について

医療制度について（国保・福祉医療・老人保健）

国民年金制度について

心とからだの健康づくり

栄養と健康

災害に備えて

覚えて安心救急講習

初期消火の必要性

正しい119番通報

農業用ため池の管理について

情報公開制度について

職員給与の概要

庄原市財政のあらまし

庄原市の広報紙づくり

新市誕生から１年

計画行政の推進～みんなで考えよう庄原市の将来展望～

最少経費で最大効果を…市の行政改革

地域の声を行政に

国際友好都市交流

産学官の連携

新産業創出

公共サービス提供の新たな手法

公の施設管理について

庄原市の住宅施策

庄原市の観光について

体験「模擬授業」

キャリア教育について

庄原市の文化財

遺跡からみた庄原市の歴史

文化財の取り扱いについて

市民ひとり１スポーツ

生涯学習とまちづくり

人権教育の推進について

田園文化センターの利用について

利用者感想（一部抜粋）

※メニューにないものでも可能です。ご相談ください。

平成17年度出前トーク申込状況

パソコンで情報発信

心と体の健康づくり

障害者福祉サービスについて

障害者自立支援法について

学校の現状と地域の取り組みについて

共に考えよう ごみの減量とリサイクル

介護保険制度について

住民税のはなし

夢をかたちに はじめよう地域づくり

ワークショップについて

4回

4回

3回

2回

2回

2回

1回

1回

1回

1回

※２つのメニューを組み合わせて実施したものもあります。

メニュー名 利用数

対象は

時間は

会場は

市内に在住か通勤・通学するおおむね10人

以上が参加するグループや団体。

原則として平日の9時から21時まで。

2時間以内です。

申込団体、グループで準備してください。

その他

申し込み・問い合わせ

●申込書、メニュー一覧は、市役所本庁と各支所、各

公民館などにあります。また、庄原市のホームページ

（アドレスhttp://www.city.shobara.hiroshima.jp）

でもダウンロードできます。

●政治・宗教または営利を目的とした集会などは除

かせていただきます。

情報推進課広報統計係

鈎0824－73－1159  FAX：0824－72－3322

道路の管理について

栄養と健康

災害に備えて

公共サービス提供の新たな手法

キャリア教育について

年金について

和牛振興について

市の仕事について

ホームページの作成について

　　　　　　　　合　計

1回

1回

1回

1回

1回

1回

1回

1回

1回

30回

メニュー名 利用数

市民の皆さんに行政に対する理解と信頼を深めてもらうため、庄原市では市職員

が各地域に出向いて説明・懇談する「出前トーク」を実施しています。

市政について知りたいこと、分からないことがありましたら、ぜひご利用ください。

ご利用ください！
庄原市出前トーク

障害者自立支援法の中でも、特に保護者の

関心が高い利用者負担について、資料に基

づいた分かりやすい説明で、好感を持ちました。

少子高齢化が進行している昨今、地区住民

一人ひとりが前向きの姿勢で市政に参画し、

住みよいまちづくりをしなければいけません。来

年度も自治会の事業計画に出前トークを導入し、

会員の自己啓発に努めていきたいと思います。

担当課では当然わかっていると思われて

いても、市民には小さな疑問がたくさんあ

るので、市民の立場に立って話していただきたい

と思いました。

市民が直接市役所の人と話したり質問し

たりする機会はなかなかないので、とても

いい事業だと思います。回数を重ねて広く市民の

事業になることを期待します。



　　
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農
林
作
物
な

ど
へ
の
被
害
は
、水
稲
や
野
菜
を

中
心
と
し
て
、恒
常
的
に
発
生
し

て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、こ
の
よ
う
な
イ
ノ
シ

シ
被
害
の
対
策
と
し
て
、主
に
庄

原
市
有
害
鳥
獣
捕
獲
班
に
よ
る
捕

獲
を
行
っ
て
い
ま
す
。庄
原
市
有

害
鳥
獣
捕
獲
班
は
各
地
域
の
猟
友

会
の
中
か
ら
地
域
ご
と
に
組
織
さ

れ
、市
の
依
頼
を
受
け
て
く
く
り

わ
な
や
銃
器
な
ど
に
よ
り
有
害
鳥

獣
の
捕
獲
を
実
施
し
ま
す
。被
害

を
受
け
ら
れ
た
方
か
ら
の
依
頼
が

あ
り
次
第
、市
か
ら
各
地
域
の
捕

獲
班
へ
捕
獲
を
依
頼
し
ま
す
の
で
、

捕
獲
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、ま
ず

市
役
所（
最
寄
り
の
支
所
）へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

　
く
く
り
わ
な
・
箱
わ
な
・
捕
獲
柵

な
ど
の
猟
具
で
、イ
ノ
シ
シ
を
捕

獲
す
る
に
は「
鳥
獣
の
保
護
及
び

狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
」

に
よ
り
網･

わ
な
猟
免
許
の
取
得

が
必
要
で
す
の
で
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。網
・
わ
な
猟
免
許
を
取
得
さ

れ
て
い
る
人
で
自
ら
の
農
林
作
物

な
ど
を
守
る
た
め
、自
己
所
有
地

へ
く
く
り
わ
な
な
ど
の
猟
具
を
設

置
し
、イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
を
実
施

し
た
い
方
は
、市
へ
イ
ノ
シ
シ
の

捕
獲
許
可
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。申
請
方
法
に
つ
い
て
は
市
役

所（
最
寄
り
の
支
所
）へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、網
・
わ
な
猟
免
許
の
取
得

に
つ
い
て
、試
験
日
程
や
講
習
会

の
日
程
が
分
か
り
次
第
、別
途
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　
く
く
り
わ
な
・
箱
わ
な
・
捕
獲
柵

な
ど
の
猟
具
で
、イ
ノ
シ
シ
を
捕

獲
す
る
際
に
は
、事
故
に
十
分
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。以
前
に
は

他
の
市
町
村
で
、イ
ノ
シ
シ
捕
獲

実
施
中
に
、小
学
生
が
箱
わ
な
に

閉
じ
込
め
ら
れ
る
と
い
う
事
故
も

発
生
し
て
い
ま
す
。許
可
を
受
け

て
わ
な
を
設
置
す
る
際
に
は
、わ

な
設
置
場
所
や
設
置
標
示
な
ど
安

全
確
認
及
び
対
策
を
十
分
に
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

●
補
助
対
象
者

　
イ
ノ
シ
シ
被
害
の
防
止
の
た
め
、

平
成
18
年
度
に
有
害
鳥
獣
防
除
事

業
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
方
を
対

象
と
し
ま
す
。

●
補
助
金
額

　
　
　
　
　

●
補
助
金
交
付
申
請
手
続
き

　
平
成
18
年
９
月
29
日
ま
で
に
、

印
鑑
、資
材
購
入
領
収
証
及
び
設

置
状
況
写
真
を
持
参
し
、農
林
振

興
課
及
び
各
支
所
地
域
振
興
課
の

窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。ま

た
、広
島
県
北
部
農
業
共
済
組
合

と
広
島
県
東
部
農
業
共
済
組
合
で

も
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

な
お
、申
請
用
紙
は
Ｊ
Ａ
庄
原
各

営
農
セ
ン
タ
ー
に
も
あ
り
ま
す
。

●
補
助
金
交
付

　
申
請
書
に
基
づ
き
、書
類
審
査

及
び
抽
出
に
よ
り
現
地
検
査
を
し

た
後
、指
定
の
口
座
へ
補
助
金
を

振
り
込
み
ま
す
。

●
注
意
点

　
電
気
牧
柵
・
ト
タ
ン
柵
・
ネ
ッ
ト
・

フ
ェ
ン
ス
な
ど
の
防
除
柵
の
設
置

に
つ
い
て
は
、細
心
の
注
意
を
払

い
、ガ
ー
ド
レ
ー
ル
な
ど
の
公
共

物
に
影
響
を
与
え
た
り
、他
人
の

迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

　
ま
た
、地
域
で
話
し
合
っ
て
、地

域
ぐ
る
み
で
設
置
す
る
な
ど
、よ

り
効
果
的
な
方
法
で
設
置
し
ま
し

ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ

　
農
林
振
興
課
振
興
係

鈎
０
８
２
４
―
７
３
―
１
１
３
２

近

①
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

　
農
家
宿
泊
施
設
改
造
助
成
事
業

②
市
民
農
園
開
設
助
成
事
業

※グリーンツーリズムとは、農村地域において、その自然、文化、人々との交流を楽しむ滞在型の余暇活動の
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新たな交流と
ビジネスを始めよう

農村の資源を活用

　
農
村
滞
在
型
余
暇
活
動
の
機

会
を
都
市
住
民
に
提
供
し
、農
業

農
村
生
活
体
験
・
交
流
事
業
な
ど

を
通
じ
、当
地
域
の
自
然
・
文
化
へ

の
理
解
を
深
め
て
も
ら
い
、新
た

な
ビ
ジ
ネ
ス
の
育
成
を
図
り
ま
す
。

●
内
　
容
…
宿
泊
施
設
の
整
備

を
す
る
た
め
の
農
家
改
造
経
費

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

●
対
象
者
…
積
極
的
に
都
市
住

民
を
受
け
入
れ
、農
家
宿
泊
型
交

流
事
業
を
展
開
す
る
意
欲
の
あ

る
方
。（
現
在
市
内
に
お
住
ま
い
で

な
い
方
も
対
象
と
な
り
ま
す
が
、

事
業
開
始
後
は
庄
原
市
に
住
所

が
あ
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。）

●
実
施
場
所
…
庄
原
市
内
に
限

定
し
ま
す
。

●
補
助
金
額
…
改
造
に
か
か
る

経
費
の
４
分
の
３
以
内
で
、３
０

０
万
円
を
上
限
と
し
ま
す
。

●
採
択
件
数
…
申
請
の
あ
っ
た

中
か
ら
、審
査
に
よ
り
１
件
を
採

択
す
る
予
定
で
す
。

●
そ
の
他
の
条
件
…
改
造
終
了
後
、

半
年
以
内
に
事
業
を
開
始
で
き

る
こ
と
。ま
た
、５
年
間
は
こ
の
事

業
を
継
続
す
る
こ
と
。

　
平
成
18
年
８
月
25
日
ま
で
に

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

農
林
振
興
課
管
理
係

鈎
０
８
２
４
―
７
３
―
１
１
３
１

　

　
市
民
お
よ
び
都
市
住
民
が
、野

菜
や
花
の
身
近
な
栽
培
作
業
を

通
じ
て
、農
業
へ
の
理
解
と
地
産

地
消
に
つ
と
め
、地
域
住
民
と
の

交
流
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
を

図
り
ま
す
。

●
内
　
容
…
平
成
18
年
度
に
お

い
て
市
民
農
園
の
開
設
を
す
る

経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

●
対
象
者
…
市
民
農
園
を
開
設
し
、

積
極
的
に
住
民
を
受
け
入
れ
る

意
欲
の
あ
る
市
内
の
農
業
者
な
ど
。

●
実
施
場
所
…
庄
原
市
内
の
農
地
。

（
面
積
は
、お
お
む
ね
４
０
０
㎡
以

上
で
１
区
画
の
標
準
面
積
は
20
㎡
。）

●
対
象
経
費
…

①
ほ
場
の
区
画
整
備
経
費

②
手
洗
い
・
簡
易
ト
イ
レ
等
の
設

置
経
費

③
駐
車
場
の
整
備
経
費

④
農
機
具
倉
庫
等
の
設
置
経
費

⑤
共
同
休
憩
場
の
整
備
経
費

●
補
助
金
額
…
市
民
農
園
開
設

に
か
か
る
経
費
の
４
分
の
３
以

内
で
、３
０
０
万
円
を
上
限
と
し

ま
す
。

●
採
択
件
数
…
申
請
の
あ
っ
た

中
か
ら
、審
査
に
よ
り
１
件
を
採

択
す
る
予
定
で
す
。

●
そ
の
他
の
条
件
：
管
理
運
営
は
、

事
業
実
施
者
が
責
任
を
も
っ
て

行
い
、５
年
間
以
上
事
業
を
継
続

す
る
こ
と
。

　
平
成
18
年
８
月
25
日
ま
で
に

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

農
林
振
興
課
振
興
係

鈎
０
８
２
４
―
７
３
―
１
１
３
２

　

年、グリーンツーリズムをはじめとする農山村生活への

関心や自然回帰の意識が高まっています。そのため、市

では魅力ある里山を活かした都市住民との交流体験の場を提

供し、農業・農村の新たな活性化を図る、次のような取り組みを

実施します。

捕
獲
を
希
望
さ
れ
る

方
は
市
へ
連
絡
を

補助対象資材 補　助　率

電気牧柵・トタン柵
ネット・フェンス

捕獲柵

原材料費の1/2以内で1世帯当り限度額75,000円とする。

●購入に要する経費の1/2以内で１基当り100,000円
を限度とする。（同一年度で地域の場合3基まで、個人の
場合１基まで）
●捕獲柵によるイノシシの捕獲許可を受けるには、網わ
な猟狩猟免許が必要となっていますので、庄原市役所地
域振興部農林振興課振興係までご相談ください。

自
衛
捕
獲
に
は

狩
猟
免
許
が
必
要
で
す

わ
な
の
設
置
に
は

十
分
に
注
意
を

有
害
鳥
獣（
イ
ノ
シ
シ
）

防
除
事
業

イ
ノ
シ
シ
の
被
害
に

お
困
り
の
み
な
さ
ん
へ



　　
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農
林
作
物
な

ど
へ
の
被
害
は
、水
稲
や
野
菜
を

中
心
と
し
て
、恒
常
的
に
発
生
し

て
い
ま
す
。

　
市
で
は
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よ
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な
イ
ノ
シ

シ
被
害
の
対
策
と
し
て
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に
庄

原
市
有
害
鳥
獣
捕
獲
班
に
よ
る
捕

獲
を
行
っ
て
い
ま
す
。庄
原
市
有

害
鳥
獣
捕
獲
班
は
各
地
域
の
猟
友

会
の
中
か
ら
地
域
ご
と
に
組
織
さ

れ
、市
の
依
頼
を
受
け
て
く
く
り

わ
な
や
銃
器
な
ど
に
よ
り
有
害
鳥

獣
の
捕
獲
を
実
施
し
ま
す
。被
害

を
受
け
ら
れ
た
方
か
ら
の
依
頼
が

あ
り
次
第
、市
か
ら
各
地
域
の
捕

獲
班
へ
捕
獲
を
依
頼
し
ま
す
の
で
、

捕
獲
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、ま
ず

市
役
所（
最
寄
り
の
支
所
）へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

　
く
く
り
わ
な
・
箱
わ
な
・
捕
獲
柵

な
ど
の
猟
具
で
、イ
ノ
シ
シ
を
捕

獲
す
る
に
は「
鳥
獣
の
保
護
及
び

狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
」

に
よ
り
網･

わ
な
猟
免
許
の
取
得

が
必
要
で
す
の
で
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。網
・
わ
な
猟
免
許
を
取
得
さ

れ
て
い
る
人
で
自
ら
の
農
林
作
物

な
ど
を
守
る
た
め
、自
己
所
有
地

へ
く
く
り
わ
な
な
ど
の
猟
具
を
設

置
し
、イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
を
実
施

し
た
い
方
は
、市
へ
イ
ノ
シ
シ
の

捕
獲
許
可
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。申
請
方
法
に
つ
い
て
は
市
役

所（
最
寄
り
の
支
所
）へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、網
・
わ
な
猟
免
許
の
取
得

に
つ
い
て
、試
験
日
程
や
講
習
会

の
日
程
が
分
か
り
次
第
、別
途
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　
く
く
り
わ
な
・
箱
わ
な
・
捕
獲
柵

な
ど
の
猟
具
で
、イ
ノ
シ
シ
を
捕

獲
す
る
際
に
は
、事
故
に
十
分
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。以
前
に
は

他
の
市
町
村
で
、イ
ノ
シ
シ
捕
獲

実
施
中
に
、小
学
生
が
箱
わ
な
に

閉
じ
込
め
ら
れ
る
と
い
う
事
故
も

発
生
し
て
い
ま
す
。許
可
を
受
け

て
わ
な
を
設
置
す
る
際
に
は
、わ

な
設
置
場
所
や
設
置
標
示
な
ど
安

全
確
認
及
び
対
策
を
十
分
に
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

●
補
助
対
象
者

　
イ
ノ
シ
シ
被
害
の
防
止
の
た
め
、

平
成
18
年
度
に
有
害
鳥
獣
防
除
事

業
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
方
を
対

象
と
し
ま
す
。

●
補
助
金
額

　
　
　
　
　

●
補
助
金
交
付
申
請
手
続
き

　
平
成
18
年
９
月
29
日
ま
で
に
、

印
鑑
、資
材
購
入
領
収
証
及
び
設

置
状
況
写
真
を
持
参
し
、農
林
振

興
課
及
び
各
支
所
地
域
振
興
課
の

窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。ま

た
、広
島
県
北
部
農
業
共
済
組
合

と
広
島
県
東
部
農
業
共
済
組
合
で

も
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

な
お
、申
請
用
紙
は
Ｊ
Ａ
庄
原
各

営
農
セ
ン
タ
ー
に
も
あ
り
ま
す
。

●
補
助
金
交
付

　
申
請
書
に
基
づ
き
、書
類
審
査

及
び
抽
出
に
よ
り
現
地
検
査
を
し

た
後
、指
定
の
口
座
へ
補
助
金
を

振
り
込
み
ま
す
。

●
注
意
点

　
電
気
牧
柵
・
ト
タ
ン
柵
・
ネ
ッ
ト
・

フ
ェ
ン
ス
な
ど
の
防
除
柵
の
設
置

に
つ
い
て
は
、細
心
の
注
意
を
払

い
、ガ
ー
ド
レ
ー
ル
な
ど
の
公
共

物
に
影
響
を
与
え
た
り
、他
人
の

迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

　
ま
た
、地
域
で
話
し
合
っ
て
、地

域
ぐ
る
み
で
設
置
す
る
な
ど
、よ

り
効
果
的
な
方
法
で
設
置
し
ま
し

ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ

　
農
林
振
興
課
振
興
係

鈎
０
８
２
４
―
７
３
―
１
１
３
２

近

①
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

　
農
家
宿
泊
施
設
改
造
助
成
事
業

②
市
民
農
園
開
設
助
成
事
業
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　てるための農園のこと。
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「
庄
原
市
カ
ー
プ
応
援
隊
」参
加
者
募
集

庄原市役所
地域振興部　商工観光課　商工振興係　鈎0824－73－1179
西 城 支 所　地域振興課　産業振興係　鈎0824－82－2181
東 城 支 所　地域振興課　商工観光係　鈎08477―2－5211

口 和 支 所　地域振興課　産業振興係　鈎0824－87－2111
高 野 支 所　地域振興課　産業振興係　鈎0824－86－2111
比 和 支 所　地域振興課　産業振興係　鈎0824－85－3000
総 領 支 所　地域振興課　産業振興係　鈎0824－88－3060

※（　　）は信用保証なしの場合　　　　　　　　　　　　　　　　
※　合併前の条例により貸付を実行した融資は、合併前の制度を引き継いでいます。

　
５
・
６
月
の
広
島
市
民
球
場
で

の
試
合
日
程
は
表
の
と
お
り
で
す
。

多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

●
対
象
…
庄
原
市
に
在
住
・
通
勤
・

通
学
し
て
い
る
方

●
参
加
費
…
広
島
市
民
球
場
で
行

わ
れ
る
プ
ロ
野
球
公
式
戦
１
試
合

の
参
加
費
用（
往
復
バ
ス
代
な
ど
）

大
人（
中
学
生
以
上
）３
、０
０
０
円

小
人（
小
学
生
）
　
２
、０
０
０
円

幼
児（
３
才
以
上
）　
１
、０
０
０
円

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
…

庄
原
市
カ
ー
プ
応
援
隊
専
用
電
話

鈎
０
８
２
４
―
７
３
―
０
９
１
９

※
申
し
込
み
順
に
決
定
し
、40
席

が
確
定
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

●
受
付
時
間
…

平
日
　
９
時
～
17
時
30
分

（
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
は
休
み
）

　

　「庄原市中小企業融資制度」を、ご利用の方の広島県信
用保証協会信用保証料について、110分の60に相当す
る額を補助します。
　申し込みは、金融機関に備え付けの申請書に必要事項
を記入し、市役所商工観光課へお願いします。
＊4月1日から、信用保証料が9段階の料率体系となりま
すので、保証料率については保証協会へご確認ください。

　小企業等経営改善資金融資（マル経融資）の利子補給
制度を設けています。
　国民生活金融公庫が融資を行う小企業等経営改善資
金融資（マル経融資）について、その利子の一部（年1パー
セント）を市が助成します。
＊利率が1パーセント未満のときはその利率
●申し込みは、商工会議所又は商工会へお願いします。

協力金（個人）…１万円～
ご協力頂いた方は庄原市カープ応援隊

ホームページにお名前を掲載し、全員に
カープ選手の直筆サインボール１個を
プレゼントさせて頂きます。
ご協力をよろしくおねがいします。

「庄原市カープ応援隊」
　　　協力金のお願い

庄原市中小企業融資制度
①庄原市中小企業融資制度
市内の中小企業者の金融難を緩和し、その育成振興を図ることを目的として、中小企業融資制度を設けています。

②庄原市中小企業融資資金信用保証料補助金 ③庄原市小企業等経営改善資金融資
（マル経融資）の利子補給助成金

５月16日（火）
17日（水）
18日（木）

19日（金）
20日（土）
21日（日）

23日（火）
24日（水）
25日（木）

６月３日（土）
４日（日）

10日（土）
11日（日）

13日（火）
14日（水）
15日（木）

23日（金）
24日（土）

月　日

西　武

日本ハム

オリックス

ロッテ

楽　天

福　岡

横　浜

対戦相手 試合開始 バスの出発予定

午後６：00

午後６：00
午後２：00
午後１：30

午後６：00

午後４：00
午後１：00

午後４：00
午後１：30

午後６：00

午後６：00
午後２：00

午後４：00

午後４：00
午前11：30
午前11：00

午後４：00

午後１：30
午前10：30

午後１：30
午前11：00

午後４：00

午後４：00
午前11：30

運
転
資
金

設
備
資
金

５
年
以
内

７
年
以
内

３年以内
2.0％（2.5）
５年以内
2.1％（2.6）

0.5％～1.76％
（所定の信用保
証料率より20%

低減した率）
うち市補助分

60/110相当分
本人負担分

50/110相当分

●広島銀行　　　　
　庄原支店
　東城支店
●広島みどり信用金庫
　本　　店
　西城支店
　口和支店
　高野支店
　比和支店

資金
使途 融資条件 融資限度額 融資

期間 融資利率 信用保証
料　　率 申し込み先

１.市内で1年以上同一事業
　を営んでいること

２.返済能力を有すること

３.金融機関から取引停止　
　 処分を受けていないこと

４.市税を完納していること
2.1％（2.6）

1,000万円
（所要資金の70%以下）

中小企業者　600万円
ただし、従業員50人以上

の場合は1,000万円

協同組合等1,000万円

Ｈ18．4．1適用

■問い合わせ

ご利用ください

お電話ありがとうございます。

　　　　　サービスコードを…。

ご希望のサービスコードを

　　　4桁で入力して下さい…

FAX情報を検索します。

　　しばらくお待ちください。
♪

OR
他の
情報 終了

庄原市ホームページ情報

1 2 3

4 5 6

7 8 9

*

FAX

0 ♯

0824-73-
1524

0824-73-15240824-73-1524

　各家庭で、インターネットにより情報を
取得できない人を対象に、庄原市ホームペ
ージをFAXにより提供を行うシステムの運
用を開始しました。
　今後は音声による情報提供も行ってい
く予定です。
※新しくメニューを追加しましたら「広報
しょうばら」などでお知らせします。

FAXの使える電話で、鈎0824―73―
1524へ電話を掛ける。

次の音声ガイダンスが流れます。
『お電話ありがとうございます。
サービスコードを直接入力する
場合は「1」、ご利用方法の案内は「9」
を入力してください』……「1」を
入力。

『ご希望のサービスコードを4桁
で入力してください』……メニュ
ー一覧のサービスコードを入力。

『FAX情報を検索します。しばらく
お待ちください』

『他の情報を選択場合は「1」を、終
了する場合は「7」を入力してくだ
さい』

「7」を入力……　 へ
「1」を入力……　へ戻り、他に必
要な情報のサービスコードを入
力します。※最大5つの情報まで

『FAXのスタートボタンを押して
ください。ご利用ありがとうござ
いました』……FAXのスタートボ
タンを押し、情報が出力されます。

4 1

5 2

6

6
3

3

■利用方法

-しょうばらネット
●

●
●

●
●

●
● ● ● ● ● ● ● ● ●

●
●

●
●

●

FAX情報提供システム

運用開始

もしものときは

市の組織

暮らしと住まい

学　校

暮らしの手続き

赤ちゃんが生まれる

0001

0002

0003

0004

0005

0111

0112

0201

0202

0203

0204

0205

0401

0402

0403

0404

0405

0406

0407

0408

0501

0502

0503

0504

0505

0506

0507

0508

0509

0601

0602

0603

0604

0605

0606

0607

１１９番の正しいかけ方

消防署・消防団

避難場所一覧

休日当番医

市内医療機関一覧

母子健康手帳

乳幼児医療費助成

戸籍・住民登録・外国人登録・印鑑登録

国民健康保険

国民年金

犬の登録

斎場の使用

入学・転入について

各種就学支援

庄原市奨学金制度

庄原市内小学校一覧（１）

庄原市内小学校一覧（２）

庄原市内小学校一覧（３）

庄原市内中学校一覧

学校（高校・養護・大学）一覧

公営住宅

特定公共賃貸住宅

その他の住宅

住宅の減免措置

上水道・簡易水道

下水道

庄原市下水道排水設備指定工事店

下水道各種助成制度

市税の種類

本庁

西城支所

東城支所

口和支所

高野支所

比和支所

総領支所

0000 FAX提供システムメニュー一覧

ＦＡＸ提供システムメニュー一覧

情報推進課 情報推進係 鈎0824―73―1113

※左の番号（サービスコード）を入力してください。

※の日は予約を締め切りました。ご了承ください。

※

※

171

0111
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「
庄
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カ
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プ
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」参
加
者
募
集

庄原市役所
地域振興部　商工観光課　商工振興係　鈎0824－73－1179
西 城 支 所　地域振興課　産業振興係　鈎0824－82－2181
東 城 支 所　地域振興課　商工観光係　鈎08477―2－5211

口 和 支 所　地域振興課　産業振興係　鈎0824－87－2111
高 野 支 所　地域振興課　産業振興係　鈎0824－86－2111
比 和 支 所　地域振興課　産業振興係　鈎0824－85－3000
総 領 支 所　地域振興課　産業振興係　鈎0824－88－3060

※（　　）は信用保証なしの場合　　　　　　　　　　　　　　　　
※　合併前の条例により貸付を実行した融資は、合併前の制度を引き継いでいます。

　
５
・
６
月
の
広
島
市
民
球
場
で

の
試
合
日
程
は
表
の
と
お
り
で
す
。

多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

●
対
象
…
庄
原
市
に
在
住
・
通
勤
・

通
学
し
て
い
る
方

●
参
加
費
…
広
島
市
民
球
場
で
行

わ
れ
る
プ
ロ
野
球
公
式
戦
１
試
合

の
参
加
費
用（
往
復
バ
ス
代
な
ど
）

大
人（
中
学
生
以
上
）３
、０
０
０
円

小
人（
小
学
生
）
　
２
、０
０
０
円

幼
児（
３
才
以
上
）　
１
、０
０
０
円

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
…

庄
原
市
カ
ー
プ
応
援
隊
専
用
電
話

鈎
０
８
２
４
―
７
３
―
０
９
１
９

※
申
し
込
み
順
に
決
定
し
、40
席

が
確
定
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

●
受
付
時
間
…

平
日
　
９
時
～
17
時
30
分

（
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
は
休
み
）

　

　「庄原市中小企業融資制度」を、ご利用の方の広島県信
用保証協会信用保証料について、110分の60に相当す
る額を補助します。
　申し込みは、金融機関に備え付けの申請書に必要事項
を記入し、市役所商工観光課へお願いします。
＊4月1日から、信用保証料が9段階の料率体系となりま
すので、保証料率については保証協会へご確認ください。

　小企業等経営改善資金融資（マル経融資）の利子補給
制度を設けています。
　国民生活金融公庫が融資を行う小企業等経営改善資
金融資（マル経融資）について、その利子の一部（年1パー
セント）を市が助成します。
＊利率が1パーセント未満のときはその利率
●申し込みは、商工会議所又は商工会へお願いします。

協力金（個人）…１万円～
ご協力頂いた方は庄原市カープ応援隊

ホームページにお名前を掲載し、全員に
カープ選手の直筆サインボール１個を
プレゼントさせて頂きます。
ご協力をよろしくおねがいします。

「庄原市カープ応援隊」
　　　協力金のお願い

庄原市中小企業融資制度
①庄原市中小企業融資制度
市内の中小企業者の金融難を緩和し、その育成振興を図ることを目的として、中小企業融資制度を設けています。

②庄原市中小企業融資資金信用保証料補助金 ③庄原市小企業等経営改善資金融資
（マル経融資）の利子補給助成金

５月16日（火）
17日（水）
18日（木）

19日（金）
20日（土）
21日（日）

23日（火）
24日（水）
25日（木）

６月３日（土）
４日（日）

10日（土）
11日（日）

13日（火）
14日（水）
15日（木）

23日（金）
24日（土）

月　日

西　武

日本ハム

オリックス

ロッテ

楽　天

福　岡

横　浜

対戦相手 試合開始 バスの出発予定

午後６：00

午後６：00
午後２：00
午後１：30

午後６：00

午後４：00
午後１：00

午後４：00
午後１：30

午後６：00

午後６：00
午後２：00

午後４：00

午後４：00
午前11：30
午前11：00

午後４：00

午後１：30
午前10：30

午後１：30
午前11：00

午後４：00

午後４：00
午前11：30

運
転
資
金

設
備
資
金

５
年
以
内

７
年
以
内

３年以内
2.0％（2.5）
５年以内
2.1％（2.6）

0.5％～1.76％
（所定の信用保
証料率より20%

低減した率）
うち市補助分

60/110相当分
本人負担分

50/110相当分

●広島銀行　　　　
　庄原支店
　東城支店
●広島みどり信用金庫
　本　　店
　西城支店
　口和支店
　高野支店
　比和支店

資金
使途 融資条件 融資限度額 融資

期間 融資利率 信用保証
料　　率 申し込み先

１.市内で1年以上同一事業
　を営んでいること

２.返済能力を有すること

３.金融機関から取引停止　
　 処分を受けていないこと

４.市税を完納していること
2.1％（2.6）

1,000万円
（所要資金の70%以下）

中小企業者　600万円
ただし、従業員50人以上

の場合は1,000万円

協同組合等1,000万円

Ｈ18．4．1適用

■問い合わせ

ご利用ください

お電話ありがとうございます。

　　　　　サービスコードを…。

ご希望のサービスコードを

　　　4桁で入力して下さい…

FAX情報を検索します。

　　しばらくお待ちください。
♪

OR
他の
情報 終了

庄原市ホームページ情報

1 2 3

4 5 6

7 8 9

*

FAX

0 ♯

0824-73-
1524

0824-73-15240824-73-1524

　各家庭で、インターネットにより情報を
取得できない人を対象に、庄原市ホームペ
ージをFAXにより提供を行うシステムの運
用を開始しました。
　今後は音声による情報提供も行ってい
く予定です。
※新しくメニューを追加しましたら「広報
しょうばら」などでお知らせします。

FAXの使える電話で、鈎0824―73―
1524へ電話を掛ける。

次の音声ガイダンスが流れます。
『お電話ありがとうございます。
サービスコードを直接入力する
場合は「1」、ご利用方法の案内は「9」
を入力してください』……「1」を
入力。

『ご希望のサービスコードを4桁
で入力してください』……メニュ
ー一覧のサービスコードを入力。

『FAX情報を検索します。しばらく
お待ちください』

『他の情報を選択場合は「1」を、終
了する場合は「7」を入力してくだ
さい』

「7」を入力……　 へ
「1」を入力……　へ戻り、他に必
要な情報のサービスコードを入
力します。※最大5つの情報まで

『FAXのスタートボタンを押して
ください。ご利用ありがとうござ
いました』……FAXのスタートボ
タンを押し、情報が出力されます。

4 1

5 2

6

6
3

3

■利用方法

-しょうばらネット
●

●
●

●
●

●
● ● ● ● ● ● ● ● ●

●
●

●
●

●

FAX情報提供システム

運用開始

もしものときは

市の組織

暮らしと住まい

学　校

暮らしの手続き

赤ちゃんが生まれる

0001

0002

0003

0004

0005

0111

0112

0201

0202

0203

0204

0205

0401

0402

0403

0404

0405

0406

0407

0408

0501

0502

0503

0504

0505

0506

0507

0508

0509

0601

0602

0603

0604

0605

0606

0607

１１９番の正しいかけ方

消防署・消防団

避難場所一覧

休日当番医

市内医療機関一覧

母子健康手帳

乳幼児医療費助成

戸籍・住民登録・外国人登録・印鑑登録

国民健康保険

国民年金

犬の登録

斎場の使用

入学・転入について

各種就学支援

庄原市奨学金制度

庄原市内小学校一覧（１）

庄原市内小学校一覧（２）

庄原市内小学校一覧（３）

庄原市内中学校一覧

学校（高校・養護・大学）一覧

公営住宅

特定公共賃貸住宅

その他の住宅

住宅の減免措置

上水道・簡易水道

下水道

庄原市下水道排水設備指定工事店

下水道各種助成制度

市税の種類

本庁

西城支所

東城支所

口和支所

高野支所

比和支所

総領支所

0000 FAX提供システムメニュー一覧

ＦＡＸ提供システムメニュー一覧

情報推進課 情報推進係 鈎0824―73―1113

※左の番号（サービスコード）を入力してください。

※の日は予約を締め切りました。ご了承ください。

※

※

171

0111



保
険
料
の
お
得
情
報（
安
心
・
便
利
・
確
実
）

★
口
座
振
替
で
の
お
支
払
い

★
納
付
書
で
の
お
支
払
い

平成17年4月から、年金の保険料が段階的に引き上げられています。

平成18年度保険料は月額・・・・13,860円

国民年金保険料が変わりました

　障害をもちながら働いたことが評価される仕組みにするため、障害基礎年金

と老齢厚生年金の組み合わせの選択が可能になりました。「障害基礎年金+老齢

厚生年金」という選択を可能にすることで、働いた期間が年金額に反映されます。

また、遺族厚生年金を受ける権利を有している場合は、障害基礎年金と遺族厚生

年金の組み合わせも可能です。併給を申請される場合は、選択申出書を提出して

いただく必要があります。

●老齢基礎年金の満額は年額
　　　　  　　　……792,100円

　ただし、これは60歳になるまでの
40年間について全て保険料を納めた
場合の金額です。保険料の未納期間や
免除を受けた期間などがある場合は、
計算式により年金額が減額されます。

「知恵と勇気で

　　消費者被害を防ごう」です。

　
身
に
覚
え
の
な
い
不
審
な
請
求
、

屋
根
・
床
下
な
ど
の
点
検
商
法
、強

引
な
訪
問
販
売
な
ど
、私
た
ち
は
様
々

な
消
費
生
活
ト
ラ
ブ
ル
に
囲
ま
れ
、

く
ら
し
の
中
に
不
安
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。

　
消
費
者
が
安
全
で
安
心
し
て
生

活
を
送
る
た
め
に
は
、消
費
者
が
自

分
で
考
え
行
動
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

　
昭
和
43
年
５
月
30
日
に
、消
費
者

の
利
益
の
擁
護
を
図
り
、国
民
の
生

活
の
安
定
と
向
上
を
目
的
と
し
て

「
消
費
者
保
護
基
本
法
」（
後
の「
消

費
者
基
本
法
」）が
制
定
さ
れ
ま
し

た
が
、そ
の
法
制
定
20
周
年
を
記
念

し
て
、昭
和
63
年
に
、経
済
企
画
庁

(

現
在
の
内
閣
府)

が
５
月
を「
消
費

者
月
間
」と
定
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、私
た
ち
の
周
り
に

あ
る
消
費
者
被
害
に
つ
い
て
学
習

し
ま
し
ょ
う
。

　
今
回
は
、だ
ま
さ
れ
な
い
た
め
に
、

悪
徳
商
法
で
よ
く
あ
る
手
口
を
紹

介
し
ま
す
。

■
主
な
商
品
や
サ
ー
ビ
ス

　
ふ
と
ん
、磁
気
マ
ッ
ト
レ
ス
、健

康
食
品
な
ど

■
よ
く
あ
る
手
口

　
景
品
や
プ
レ
ゼ
ン
ト
、安
売
り
な

ど
の
名
目
で
会
場
に
連
れ
込
む

　
　
　
　
　

　
無
料
で
日
用
品
を
配
る
な
ど
し
て
、

会
場
の
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
る

　
　
　
　
　

　
興
奮
状
態
に
し
た
後
、最
後
に
高

額
な
商
品
を
売
り
つ
け
る

※
一
旦
会
場
に
入
っ
た
ら
、商
品
を

買
う
ま
で
帰
し
て
く
れ
な
い
こ
と

な
ど
が
あ
り
、断
り
き
れ
な
い
場
合

が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

※
ま
た
、Ｓ
Ｆ
商
法
に
似
た
手
口
で
、

健
康
に
関
す
る
講
習
を
す
る
と
言

っ
て
人
を
集
め
、高
額
商
品
を
買
わ

せ
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

■
主
な
商
品
や
サ
ー
ビ
ス

　
床
下
換
気
扇
、除
湿
剤
な
ど
の
防

湿
サ
ー
ビ
ス
、排
水
管
掃
除
、屋
根

工
事
、耐
震
工
事
な
ど

■
よ
く
あ
る
手
口

　「
無
料
点
検
に
来
ま
し
た
」「
近
く

で
工
事
を
し
て
い
る
も
の
で
す
が
」

な
ど
と
言
っ
て
訪
問
す
る

　
　
　
　
　

　
点
検
を
し
て
、「
す
ぐ
に
工
事
を

し
な
い
と
家
が
傾
き
ま
す
よ
」

　「
こ
の
ま
ま
放
っ
て
お
く
と
家
が

ダ
メ
に
な
り
ま
す
よ
」な
ど
と
不
安

を
あ
お
る

　
　
　
　
　

　「
お
宅
は
人
目
に
つ
き
や
す
い
の

で
、モ
デ
ル
工
事
と
し
て
安
く
し
ま

す
」「
格
安
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
今
日
ま

で
」な
ど
と
言
っ
て
契
約
を
急
が
す

　
　
　
　
　

　
必
要
の
な
い
商
品
の
取
り
付
け

工
事
を
行
い
、高
額
な
金
額
を
請
求

す
る

※
工
事
の
必
要
が
な
い
場
合
が
ほ

と
ん
ど
で
す
。そ
の
場
で
契
約
せ
ず

に
家
族
と
相
談
し
た
り
、別
業
者
と

比
較
検
討
し
た
り
す
る
な
ど
、ひ
と

ま
ず
時
間
を
お
き
ま
し
ょ
う
。

■
薬
効
を
う
た
っ
た
販
売 

　「
病
気
が
治
る
」な
ど
本
来
う
た

っ
て
は
い
け
な
い
薬
事
的
効
果
を

セ
ー
ル
ス
ト
ー
ク
に
し
て
売
り
つ

け
る
。（
健
康
食
品
、ふ
と
ん
や
ネ
ッ

ク
レ
ス
な
ど
の
健
康
関
連
商
品
を
、

承
認
さ
れ
て
い
な
い
効
果
・
効
能
を

う
た
っ
て
販
売
し
て
い
る
例
が
多
い
）

■
送
り
つ
け
商
法（
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
・

オ
プ
シ
ョ
ン
） 

　
注
文
し
て
い
な
い
商
品
を
一
方

的
に
送
り
つ
け
、消
費
者
が「
受
け

取
っ
た
か
ら
支
払
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」と
勘
違
い
し
て
支
払
う
こ

と
を
狙
っ
た
商
法
。

①「
今
だ
け
」、「
今
日
だ
け
」、「
あ
な

た
だ
け
」そ
ん
な
う
ま
い
話
は
あ
り

ま
せ
ん
。

②
見
知
ら
ぬ
人
の
親
し
げ
な
接
近

や
訪
問
に
要
注
意
！
身
な
り
や
態

度
に
惑
わ
さ
れ
な
い
。

③
ご
近
所
や
家
族
の
話
、自
分
の
預

貯
金
な
ど
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
明

か
さ
な
い
。

④
必
要
な
け
れ
ば
、「
い
り
ま
せ
ん
」

と
き
っ
ぱ
り
と
断
る
。

⑤
１
人
で
決
め
な
い
！
家
族
や
身

近
な
人
、消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相

談
す
る
。

毎年５月は消費者月間です
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　■
納
付
書

　
国（
社
会
保
険
庁
）か
ら
送
付
さ
れ

る
納
付
書
で
、金
融
機
関
・
郵
便
局
・

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
ー（
一
部

取
扱
い
を
行
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
が

あ
り
ま
す
）・
農
協
・
社
会
保
険
事
務

所
な
ど
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　
納
付
書
に
は
、「
１
年
前
納
」

｢

半
年

前
納（
前
期
・
後
期
）｣

の
納
付
書
も
つ

い
て
い
ま
す
の
で
、ご
都
合
に
あ
わ

せ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。前
納
す
る
と
、

保
険
料
が
割
引
か
れ
大
変
お
得
で
す
。

●
毎
月
納
め
た
場
合

　
１
３
、８
６
０
円
×
12
ヵ
月

　
　
　
　
＝
１
６
６
、３
２
０
円

●
前
納（
１
年
）し
た
場
合

　
一
括
１
６
３
、３
７
０
円

　
　
　
　（
２
、９
５
０
円
割
引
）

●
前
納（
６
ヵ
月
）し
た
場
合

　
一
括
　
８
２
、４
８
０
円

　
　
　
　（
６
８
０
円
割
引
）

■
口
座
振
替

　
口
座
振
替（
当
月
分
保
険
料
を
翌

月
末
引
落
と
し
）に
す
る
と
、保
険
料

を
納
め
に
行
く
手
間
が
省
け
、納
め

忘
れ
か
ら
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な

る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、と
て

も
便
利
で
確
実
で
す
。

●
申
し
込
み
は

　
全
国
の
金
融
機
関
・
郵
便
局
・
農
協

ま
た
は
社
会
保
険
事
務
所
の
窓
口
に

①
預
貯
金
通
帳

②
通
帳
印

③
納
付
書

を
お
持
ち
の
う
え「
口
座
振
替
納
付（
変

更
）申
出
書
」に
必
要
事
項
を
記
入
し

て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
申
出
書
は
保
健
医
療
課（
国
保
年

金
係
）及
び
各
支
所（
市
民
生
活
係
）

に
あ
り
ま
す
。

■
口
座
振
替
早
割

　
こ
の
早
割
制
度（
当
月
分
保
険
料

を
当
月
末
引
落
と
し
）を
利
用
す
る
と
、

50
円
が
割
引
さ
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、早
割
制
度
を
利
用
す
る

場
合
は
、初
回
の
口
座
振
替
の
と
き
は
、

２
ヵ
月
分
の
保
険
料
が
引
落
と
し
に

な
り
ま
す
。す
で
に
口
座
振
替
を
利

用
さ
れ
て
い
る
方
も
、早
割
制
度
を

ご
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、再
度
申
し

込
み
が
必
要
で
す
。手
続
き
に
は
日

数
が
か
か
り
ま
す
の
で
、早
め
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
月
額
１
３
、８
６
０
円

　
　
　
　
→
月
額
１
３
、８
１
０
円

■
問
い
合
わ
せ

保
健
医
療
課
国
保
年
金
係

鈎
０
８
２
４
―
７
３
―
１
１
５
８

西
城
支
所
市
民
課
市
民
生
活
係

鈎
０
８
２
４
―
８
２
―
２
１
２
４

東
城
支
所
市
民
課
市
民
生
活
係

鈎
０
８
４
７
７
―
２
―
５
１
２
６

口
和
支
所
市
民
課
市
民
生
活
係

鈎
０
８
２
４
―
８
７
―
２
１
１
２

高
野
支
所
市
民
課
市
民
生
活
係

鈎
０
８
２
４
―
８
６
―
２
１
１
５

比
和
支
所
市
民
生
活
課
市
民
生
活
係

鈎
０
８
２
４
―
８
５
―
３
０
０
１

総
領
支
所
市
民
生
活
課
市
民
生
活
係

鈎
０
８
２
４
―
８
８
―
３
０
６
３

平成18年4月より、併給の選択肢が広がりました。

65歳以後の年金（障害基礎年金）の併給

国民年金制度は、３つの基礎年金の中から
一人一年金受給します。

障害が残ったら・・・・障害基礎年金
●年金額は　1級……990,100円
　　　　　　２級……792,100円

一家の働き手を亡くしたら
　　　　　　　・・・・遺族基礎年金
子のある妻または子が受けられます。
●子(1人の場合)のある妻…1,020,000円
●子(本人のみの場合)……792,100円

65歳になったときから
　　　　　・・・・老齢基礎年金

年金受取額が変わりました

Ｓ
Ｆ（
催
眠
）商
法

点
検
商
法

そ
の
他
の
手
口

だ
ま
さ
れ
な
い
た
め
の

５
つ
の
心
得

平成18年のテーマは

�
�
�
�

保健医療課国保年金係　鈎0824―73―1158
市民生活課生活安全係　鈎0824―73―1154



保
険
料
の
お
得
情
報（
安
心
・
便
利
・
確
実
）

★
口
座
振
替
で
の
お
支
払
い

★
納
付
書
で
の
お
支
払
い

平成17年4月から、年金の保険料が段階的に引き上げられています。

平成18年度保険料は月額・・・・13,860円

国民年金保険料が変わりました

　障害をもちながら働いたことが評価される仕組みにするため、障害基礎年金

と老齢厚生年金の組み合わせの選択が可能になりました。「障害基礎年金+老齢

厚生年金」という選択を可能にすることで、働いた期間が年金額に反映されます。

また、遺族厚生年金を受ける権利を有している場合は、障害基礎年金と遺族厚生

年金の組み合わせも可能です。併給を申請される場合は、選択申出書を提出して

いただく必要があります。

●老齢基礎年金の満額は年額
　　　　  　　　……792,100円

　ただし、これは60歳になるまでの
40年間について全て保険料を納めた
場合の金額です。保険料の未納期間や
免除を受けた期間などがある場合は、
計算式により年金額が減額されます。

「知恵と勇気で

　　消費者被害を防ごう」です。

　
身
に
覚
え
の
な
い
不
審
な
請
求
、

屋
根
・
床
下
な
ど
の
点
検
商
法
、強

引
な
訪
問
販
売
な
ど
、私
た
ち
は
様
々

な
消
費
生
活
ト
ラ
ブ
ル
に
囲
ま
れ
、

く
ら
し
の
中
に
不
安
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。

　
消
費
者
が
安
全
で
安
心
し
て
生

活
を
送
る
た
め
に
は
、消
費
者
が
自

分
で
考
え
行
動
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

　
昭
和
43
年
５
月
30
日
に
、消
費
者

の
利
益
の
擁
護
を
図
り
、国
民
の
生

活
の
安
定
と
向
上
を
目
的
と
し
て

「
消
費
者
保
護
基
本
法
」（
後
の「
消

費
者
基
本
法
」）が
制
定
さ
れ
ま
し

た
が
、そ
の
法
制
定
20
周
年
を
記
念

し
て
、昭
和
63
年
に
、経
済
企
画
庁

(

現
在
の
内
閣
府)

が
５
月
を「
消
費

者
月
間
」と
定
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、私
た
ち
の
周
り
に

あ
る
消
費
者
被
害
に
つ
い
て
学
習

し
ま
し
ょ
う
。

　
今
回
は
、だ
ま
さ
れ
な
い
た
め
に
、

悪
徳
商
法
で
よ
く
あ
る
手
口
を
紹

介
し
ま
す
。

■
主
な
商
品
や
サ
ー
ビ
ス

　
ふ
と
ん
、磁
気
マ
ッ
ト
レ
ス
、健

康
食
品
な
ど

■
よ
く
あ
る
手
口

　
景
品
や
プ
レ
ゼ
ン
ト
、安
売
り
な

ど
の
名
目
で
会
場
に
連
れ
込
む

　
　
　
　
　

　
無
料
で
日
用
品
を
配
る
な
ど
し
て
、

会
場
の
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
る

　
　
　
　
　

　
興
奮
状
態
に
し
た
後
、最
後
に
高

額
な
商
品
を
売
り
つ
け
る

※
一
旦
会
場
に
入
っ
た
ら
、商
品
を

買
う
ま
で
帰
し
て
く
れ
な
い
こ
と

な
ど
が
あ
り
、断
り
き
れ
な
い
場
合

が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

※
ま
た
、Ｓ
Ｆ
商
法
に
似
た
手
口
で
、

健
康
に
関
す
る
講
習
を
す
る
と
言

っ
て
人
を
集
め
、高
額
商
品
を
買
わ

せ
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

■
主
な
商
品
や
サ
ー
ビ
ス

　
床
下
換
気
扇
、除
湿
剤
な
ど
の
防

湿
サ
ー
ビ
ス
、排
水
管
掃
除
、屋
根

工
事
、耐
震
工
事
な
ど

■
よ
く
あ
る
手
口

　「
無
料
点
検
に
来
ま
し
た
」「
近
く

で
工
事
を
し
て
い
る
も
の
で
す
が
」

な
ど
と
言
っ
て
訪
問
す
る

　
　
　
　
　

　
点
検
を
し
て
、「
す
ぐ
に
工
事
を

し
な
い
と
家
が
傾
き
ま
す
よ
」

　「
こ
の
ま
ま
放
っ
て
お
く
と
家
が

ダ
メ
に
な
り
ま
す
よ
」な
ど
と
不
安

を
あ
お
る

　
　
　
　
　

　「
お
宅
は
人
目
に
つ
き
や
す
い
の

で
、モ
デ
ル
工
事
と
し
て
安
く
し
ま

す
」「
格
安
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
今
日
ま

で
」な
ど
と
言
っ
て
契
約
を
急
が
す

　
　
　
　
　

　
必
要
の
な
い
商
品
の
取
り
付
け

工
事
を
行
い
、高
額
な
金
額
を
請
求

す
る

※
工
事
の
必
要
が
な
い
場
合
が
ほ

と
ん
ど
で
す
。そ
の
場
で
契
約
せ
ず

に
家
族
と
相
談
し
た
り
、別
業
者
と

比
較
検
討
し
た
り
す
る
な
ど
、ひ
と

ま
ず
時
間
を
お
き
ま
し
ょ
う
。

■
薬
効
を
う
た
っ
た
販
売 

　「
病
気
が
治
る
」な
ど
本
来
う
た

っ
て
は
い
け
な
い
薬
事
的
効
果
を

セ
ー
ル
ス
ト
ー
ク
に
し
て
売
り
つ

け
る
。（
健
康
食
品
、ふ
と
ん
や
ネ
ッ

ク
レ
ス
な
ど
の
健
康
関
連
商
品
を
、

承
認
さ
れ
て
い
な
い
効
果
・
効
能
を

う
た
っ
て
販
売
し
て
い
る
例
が
多
い
）

■
送
り
つ
け
商
法（
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
・

オ
プ
シ
ョ
ン
） 

　
注
文
し
て
い
な
い
商
品
を
一
方

的
に
送
り
つ
け
、消
費
者
が「
受
け

取
っ
た
か
ら
支
払
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」と
勘
違
い
し
て
支
払
う
こ

と
を
狙
っ
た
商
法
。

①「
今
だ
け
」、「
今
日
だ
け
」、「
あ
な

た
だ
け
」そ
ん
な
う
ま
い
話
は
あ
り

ま
せ
ん
。

②
見
知
ら
ぬ
人
の
親
し
げ
な
接
近

や
訪
問
に
要
注
意
！
身
な
り
や
態

度
に
惑
わ
さ
れ
な
い
。

③
ご
近
所
や
家
族
の
話
、自
分
の
預

貯
金
な
ど
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
明

か
さ
な
い
。

④
必
要
な
け
れ
ば
、「
い
り
ま
せ
ん
」

と
き
っ
ぱ
り
と
断
る
。

⑤
１
人
で
決
め
な
い
！
家
族
や
身

近
な
人
、消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相

談
す
る
。

毎年５月は消費者月間です
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　■
納
付
書

　
国（
社
会
保
険
庁
）か
ら
送
付
さ
れ

る
納
付
書
で
、金
融
機
関
・
郵
便
局
・

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
ー（
一
部

取
扱
い
を
行
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
が

あ
り
ま
す
）・
農
協
・
社
会
保
険
事
務

所
な
ど
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　
納
付
書
に
は
、「
１
年
前
納
」

｢

半
年

前
納（
前
期
・
後
期
）｣

の
納
付
書
も
つ

い
て
い
ま
す
の
で
、ご
都
合
に
あ
わ

せ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。前
納
す
る
と
、

保
険
料
が
割
引
か
れ
大
変
お
得
で
す
。

●
毎
月
納
め
た
場
合

　
１
３
、８
６
０
円
×
12
ヵ
月

　
　
　
　
＝
１
６
６
、３
２
０
円

●
前
納（
１
年
）し
た
場
合

　
一
括
１
６
３
、３
７
０
円

　
　
　
　（
２
、９
５
０
円
割
引
）

●
前
納（
６
ヵ
月
）し
た
場
合

　
一
括
　
８
２
、４
８
０
円

　
　
　
　（
６
８
０
円
割
引
）

■
口
座
振
替

　
口
座
振
替（
当
月
分
保
険
料
を
翌

月
末
引
落
と
し
）に
す
る
と
、保
険
料

を
納
め
に
行
く
手
間
が
省
け
、納
め

忘
れ
か
ら
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な

る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、と
て

も
便
利
で
確
実
で
す
。

●
申
し
込
み
は

　
全
国
の
金
融
機
関
・
郵
便
局
・
農
協

ま
た
は
社
会
保
険
事
務
所
の
窓
口
に

①
預
貯
金
通
帳

②
通
帳
印

③
納
付
書

を
お
持
ち
の
う
え「
口
座
振
替
納
付（
変

更
）申
出
書
」に
必
要
事
項
を
記
入
し

て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
申
出
書
は
保
健
医
療
課（
国
保
年

金
係
）及
び
各
支
所（
市
民
生
活
係
）

に
あ
り
ま
す
。

■
口
座
振
替
早
割

　
こ
の
早
割
制
度（
当
月
分
保
険
料

を
当
月
末
引
落
と
し
）を
利
用
す
る
と
、

50
円
が
割
引
さ
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、早
割
制
度
を
利
用
す
る

場
合
は
、初
回
の
口
座
振
替
の
と
き
は
、

２
ヵ
月
分
の
保
険
料
が
引
落
と
し
に

な
り
ま
す
。す
で
に
口
座
振
替
を
利

用
さ
れ
て
い
る
方
も
、早
割
制
度
を

ご
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、再
度
申
し

込
み
が
必
要
で
す
。手
続
き
に
は
日

数
が
か
か
り
ま
す
の
で
、早
め
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
月
額
１
３
、８
６
０
円

　
　
　
　
→
月
額
１
３
、８
１
０
円

■
問
い
合
わ
せ

保
健
医
療
課
国
保
年
金
係

鈎
０
８
２
４
―
７
３
―
１
１
５
８

西
城
支
所
市
民
課
市
民
生
活
係

鈎
０
８
２
４
―
８
２
―
２
１
２
４

東
城
支
所
市
民
課
市
民
生
活
係

鈎
０
８
４
７
７
―
２
―
５
１
２
６

口
和
支
所
市
民
課
市
民
生
活
係

鈎
０
８
２
４
―
８
７
―
２
１
１
２

高
野
支
所
市
民
課
市
民
生
活
係

鈎
０
８
２
４
―
８
６
―
２
１
１
５

比
和
支
所
市
民
生
活
課
市
民
生
活
係

鈎
０
８
２
４
―
８
５
―
３
０
０
１

総
領
支
所
市
民
生
活
課
市
民
生
活
係

鈎
０
８
２
４
―
８
８
―
３
０
６
３

平成18年4月より、併給の選択肢が広がりました。

65歳以後の年金（障害基礎年金）の併給

国民年金制度は、３つの基礎年金の中から
一人一年金受給します。

障害が残ったら・・・・障害基礎年金
●年金額は　1級……990,100円
　　　　　　２級……792,100円

一家の働き手を亡くしたら
　　　　　　　・・・・遺族基礎年金
子のある妻または子が受けられます。
●子(1人の場合)のある妻…1,020,000円
●子(本人のみの場合)……792,100円

65歳になったときから
　　　　　・・・・老齢基礎年金

年金受取額が変わりました

Ｓ
Ｆ（
催
眠
）商
法

点
検
商
法

そ
の
他
の
手
口

だ
ま
さ
れ
な
い
た
め
の

５
つ
の
心
得

平成18年のテーマは

�
�
�
�

保健医療課国保年金係　鈎0824―73―1158
市民生活課生活安全係　鈎0824―73―1154
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私
達
は
、日
々
の
暮
ら
し
で
、買

い
物
を
し
た
り
、サ
ー
ビ
ス
を
受

け
た
り
し
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
中
で
、買
い
物
や
契
約

で
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
た
り
、お
か

し
い
な
、困
っ
た
な
と
思
っ
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
そ
う
い
っ
た
消
費
生
活
に
関
す

る
苦
情
・
相
談
に
つ
い
て
、専
門
の

消
費
生
活
相
談
員
が
解
決
の
お
手

伝
い
を
し
ま
す
。

●
訪
問
販
売
で
不
必
要
な
物
を
買

っ
て
し
ま
っ
た
。

●
し
つ
こ
い
電
話
勧
誘
に
悩
ま
さ

れ
て
い
る
。

●
注
文
し
て
い
な
い
品
物
が
送
ら

れ
て
き
た
。

●
身
に
覚
え
の
な
い
請
求
を
さ
れ

た
。

●
簡
単
に
収
入
が
得
ら
れ
る
仕
事

が
あ
る
と
誘
わ
れ
た
。

●
多
数
の
業
者
か
ら
お
金
を
借
り

て
、返
済
が
で
き
な
く
な
っ
た
。

　
こ
の
他
に
も
、消
費
生
活
に
関
す

る
問
い
合
わ
せ
・
苦
情
・
相
談
に
つ

い
て
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
相
談
日

毎
週
水
曜
日（
祝
日
、12
月
28
日
～

１
月
３
日
を
除
く
）

９
時
～
12
時
　
13
時
～
16
時

※
水
曜
日
以
外
は
生
活
安
全
係
の

職
員
が
応
対
し
ま
す
。

●
場
所

市
民
生
活
課
生
活
安
全
係
内

■
問
い
合
わ
せ

庄
原
市
消
費
生
活
相
談
コ
ー
ナ
ー

鈎
０
８
２
４
―
７
３
―
１
２
２
８

市
民
生
活
課
生
活
安
全
係

鈎
０
８
２
４
―
７
３
―
１
１
５
４

　

R e p o r t
amera
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合併後初めての消防出初式

災害のない明るい庄原市をめざす

スポーツで元気の貯筋をはじめよう

庄原さくらスポーツクラブ開講式

スクープ

　記録的な豪雪により延期されていた平成18年庄原市消防出初

式が4月2日、庄原市総合体育館で開催されました。

　合併後初めての出初式に、７つの方面隊から消防団員888人、消

防署員58人が集合し、表彰状の授与や観閲などが行わ

れました。

　滝口市長は「昨年12月からの大雪では、消防団によ

る雪害状況の把握や雪おろしの作業など、機敏な行動

に敬意を表する。今後も、山口消防団長のもと7方面隊

が一致団結し、防災活動や消防訓練に精進してほしい」

とあいさつしました。

安
心
　
　

安
全
な
毎
日
の
た
め
に

＆

防
犯
編

庄
原
市
で
は
、

『
消
費
生
活
相
談
コ
ー
ナ
ー
』

　
　
　
　
　
　
を
設
け
て
い
ま
す
。

消 費 生 活 相 談

雨天の為会場が
総合体育館に変更

新入団員による宣誓

パワーヨガ教室

太極拳教室

　
平
成
18
年
の
犯
罪
件
数
が
増

加
し
て
い
ま
す
が
、こ
れ
は
、逮

捕
し
た
被
疑
者
の
自
供
に
よ
り

２
～
３
年
前
の
犯
罪
が
判
明
し
、

こ
れ
を
認
知
件
数
に
加
え
て
い

る
か
ら
で
す
。犯
罪
は
年
々
減

少
し
て
い
ま
す
が
、今
少
し
の

注
意
で
犯
罪
は
も
っ
と
減
少
す

る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
皆
さ
ん
、家
や
車
の
鍵
掛
け

と
貴
重
品
の
確
実
な
自
己
管
理

な
ど
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
！

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
侵
入
窃
盗
の
被
害
に
あ
わ
な

い
た
め
に
、次
の
よ
う
な
こ
と

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。ま
た
、こ

れ
か
ら
農
繁
期
に
か
け
て
空
き

巣
狙
い
の
発
生
が
予
想
さ
れ
ま

す
の
で
、十
分
気
を
付
け
ま
し

ょ
う
。　

＊
外
出
時
は
玄
関（
車
の
ド
ア
）

に
必
ず
カ
ギ
を
掛
け
、隣
近
所

に
ひ
と
声
か
け
て
お
く
。

＊
車
内
の
見
え
る
所
に
金
品
を

置
い
た
ま
ま
離
れ
な
い
。

＊
不
審
な
人
物
を
見
か
け
た
ら
、

声
を
か
け
る
。

　
昨
年
、広
島
県
内
で
は
、な
り

す
ま
し
詐
欺
・
架
空
請
求
・
融
資

保
証
金
詐
欺
な
ど
の
振
り
込
め

詐
欺（
恐
喝
）事
件
が
７
６
４
件

発
生
し
、被
害
金
額
は
約
７
億

５
７
０
０
万
円
に
も
の
ぼ
り
ま

し
た
。

　
庄
原
警
察
署
管
内
で
は
、本

年
３
月
末
ま
で
に
１
件
発
生
し

１
８
０
万
円
の
被
害
が
出
て
い

ま
す
。ま
た
、現
在
は
ハ
ガ
キ
に

よ
る「
架
空
請
求
詐
欺
」が
多
発

し
て
い
ま
す
。

       
●
冷
静
に
対
応
す
る
。

●
身
に
覚
え
の
な
い
請
求
は「
無

視
」す
る
。

●
不
用
意
に
相
手
に
連
絡
し
な

い
。

●
不
安
な
場
合
は
、警
察
や
消

費
者
生
活
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
、

対
応
に
つ
い
て
相
談
す
る
。

●
相
手
に
連
絡
し
た
場
合
に
は
、

今
後
に
備
え
て
、会
話
の
内
容

や
相
手
の
電
話
番
号
な
ど
を
メ

モ
し
て
お
く
。

な
ど
、再
確
認
し
て
下
さ
い
。

庄
原
警
察
署
　
鈎
０
８
２
４-

７
２-

０
１
１
０

　誰もが生涯にわたってスポーツを楽しめる環境をつくろうと、備北地

域で唯一の総合型地域スポーツクラブ「庄原さくらスポーツクラブ」の開

講式が4月15日、総合体育館で行われました。開講式に、当日行われた教室

の会員約140人が出席。門田三雄理事長は「楽しくやる、継続することをモ

ットーに、健康で豊かな生活を送り、スポーツを通じて庄原市を元気にしてい

こう」とあいさつし、各教室がスタートしました。

　この総合型地域スポーツクラブは、会費を集めて会員が自主運営するクラブ。

経験や年齢を問わず、好きな競技を幾つでも選ぶことができ、継続的にスポー

ツが楽しめます。

　会員は4月末現在で、約160人。5月以降も、会員を随時募集しています。詳しく

は事務局まで（鈎0824-72-8000）

被
害
に

あ
わ
な
い
た
め
に

被
害
を
未
然
に

防
止
す
る
た
め
に

依
然
多
い

振
り
込
め
詐
欺
被
害

消
費
生
活
相
談

コ
ー
ナ
ー
と
は
？

例
え
ば

平成15年

16年

17年

18年

乗り
物盗

11

4

11

3

街頭
犯罪

36

15

12

18

侵入
窃盗

7

16

11

 30

性犯罪

0

1

0

0

その他

23

41

32

24

総合計

77

77

66

75

■身近な犯罪の発生状況（庄原警察署管内）
各年1月～3月末　単位：件

犯　罪

年

消費生活相談員

天道　茂代
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私
達
は
、日
々
の
暮
ら
し
で
、買

い
物
を
し
た
り
、サ
ー
ビ
ス
を
受

け
た
り
し
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
中
で
、買
い
物
や
契
約

で
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
た
り
、お
か

し
い
な
、困
っ
た
な
と
思
っ
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
そ
う
い
っ
た
消
費
生
活
に
関
す

る
苦
情
・
相
談
に
つ
い
て
、専
門
の

消
費
生
活
相
談
員
が
解
決
の
お
手

伝
い
を
し
ま
す
。

●
訪
問
販
売
で
不
必
要
な
物
を
買

っ
て
し
ま
っ
た
。

●
し
つ
こ
い
電
話
勧
誘
に
悩
ま
さ

れ
て
い
る
。

●
注
文
し
て
い
な
い
品
物
が
送
ら

れ
て
き
た
。

●
身
に
覚
え
の
な
い
請
求
を
さ
れ

た
。

●
簡
単
に
収
入
が
得
ら
れ
る
仕
事

が
あ
る
と
誘
わ
れ
た
。

●
多
数
の
業
者
か
ら
お
金
を
借
り

て
、返
済
が
で
き
な
く
な
っ
た
。

　
こ
の
他
に
も
、消
費
生
活
に
関
す

る
問
い
合
わ
せ
・
苦
情
・
相
談
に
つ

い
て
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
相
談
日

毎
週
水
曜
日（
祝
日
、12
月
28
日
～

１
月
３
日
を
除
く
）

９
時
～
12
時
　
13
時
～
16
時

※
水
曜
日
以
外
は
生
活
安
全
係
の

職
員
が
応
対
し
ま
す
。

●
場
所

市
民
生
活
課
生
活
安
全
係
内

■
問
い
合
わ
せ

庄
原
市
消
費
生
活
相
談
コ
ー
ナ
ー

鈎
０
８
２
４
―
７
３
―
１
２
２
８

市
民
生
活
課
生
活
安
全
係

鈎
０
８
２
４
―
７
３
―
１
１
５
４
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合併後初めての消防出初式

災害のない明るい庄原市をめざす

スポーツで元気の貯筋をはじめよう

庄原さくらスポーツクラブ開講式

スクープ

　記録的な豪雪により延期されていた平成18年庄原市消防出初

式が4月2日、庄原市総合体育館で開催されました。

　合併後初めての出初式に、７つの方面隊から消防団員888人、消

防署員58人が集合し、表彰状の授与や観閲などが行わ

れました。

　滝口市長は「昨年12月からの大雪では、消防団によ

る雪害状況の把握や雪おろしの作業など、機敏な行動

に敬意を表する。今後も、山口消防団長のもと7方面隊

が一致団結し、防災活動や消防訓練に精進してほしい」

とあいさつしました。

安
心
　
　

安
全
な
毎
日
の
た
め
に

＆

防
犯
編

庄
原
市
で
は
、

『
消
費
生
活
相
談
コ
ー
ナ
ー
』

　
　
　
　
　
　
を
設
け
て
い
ま
す
。

消 費 生 活 相 談

雨天の為会場が
総合体育館に変更

新入団員による宣誓

パワーヨガ教室

太極拳教室

　
平
成
18
年
の
犯
罪
件
数
が
増

加
し
て
い
ま
す
が
、こ
れ
は
、逮

捕
し
た
被
疑
者
の
自
供
に
よ
り

２
～
３
年
前
の
犯
罪
が
判
明
し
、

こ
れ
を
認
知
件
数
に
加
え
て
い

る
か
ら
で
す
。犯
罪
は
年
々
減

少
し
て
い
ま
す
が
、今
少
し
の

注
意
で
犯
罪
は
も
っ
と
減
少
す

る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
皆
さ
ん
、家
や
車
の
鍵
掛
け

と
貴
重
品
の
確
実
な
自
己
管
理

な
ど
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
！

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
侵
入
窃
盗
の
被
害
に
あ
わ
な

い
た
め
に
、次
の
よ
う
な
こ
と

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。ま
た
、こ

れ
か
ら
農
繁
期
に
か
け
て
空
き

巣
狙
い
の
発
生
が
予
想
さ
れ
ま

す
の
で
、十
分
気
を
付
け
ま
し

ょ
う
。　

＊
外
出
時
は
玄
関（
車
の
ド
ア
）

に
必
ず
カ
ギ
を
掛
け
、隣
近
所

に
ひ
と
声
か
け
て
お
く
。

＊
車
内
の
見
え
る
所
に
金
品
を

置
い
た
ま
ま
離
れ
な
い
。

＊
不
審
な
人
物
を
見
か
け
た
ら
、

声
を
か
け
る
。

　
昨
年
、広
島
県
内
で
は
、な
り

す
ま
し
詐
欺
・
架
空
請
求
・
融
資

保
証
金
詐
欺
な
ど
の
振
り
込
め

詐
欺（
恐
喝
）事
件
が
７
６
４
件

発
生
し
、被
害
金
額
は
約
７
億

５
７
０
０
万
円
に
も
の
ぼ
り
ま

し
た
。

　
庄
原
警
察
署
管
内
で
は
、本

年
３
月
末
ま
で
に
１
件
発
生
し

１
８
０
万
円
の
被
害
が
出
て
い

ま
す
。ま
た
、現
在
は
ハ
ガ
キ
に

よ
る「
架
空
請
求
詐
欺
」が
多
発

し
て
い
ま
す
。

       

●
冷
静
に
対
応
す
る
。

●
身
に
覚
え
の
な
い
請
求
は「
無

視
」す
る
。

●
不
用
意
に
相
手
に
連
絡
し
な

い
。

●
不
安
な
場
合
は
、警
察
や
消

費
者
生
活
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
、

対
応
に
つ
い
て
相
談
す
る
。

●
相
手
に
連
絡
し
た
場
合
に
は
、

今
後
に
備
え
て
、会
話
の
内
容

や
相
手
の
電
話
番
号
な
ど
を
メ

モ
し
て
お
く
。

な
ど
、再
確
認
し
て
下
さ
い
。

庄
原
警
察
署
　
鈎
０
８
２
４-

７
２-

０
１
１
０

　誰もが生涯にわたってスポーツを楽しめる環境をつくろうと、備北地

域で唯一の総合型地域スポーツクラブ「庄原さくらスポーツクラブ」の開

講式が4月15日、総合体育館で行われました。開講式に、当日行われた教室

の会員約140人が出席。門田三雄理事長は「楽しくやる、継続することをモ

ットーに、健康で豊かな生活を送り、スポーツを通じて庄原市を元気にしてい

こう」とあいさつし、各教室がスタートしました。

　この総合型地域スポーツクラブは、会費を集めて会員が自主運営するクラブ。

経験や年齢を問わず、好きな競技を幾つでも選ぶことができ、継続的にスポー

ツが楽しめます。

　会員は4月末現在で、約160人。5月以降も、会員を随時募集しています。詳しく

は事務局まで（鈎0824-72-8000）

被
害
に

あ
わ
な
い
た
め
に

被
害
を
未
然
に

防
止
す
る
た
め
に

依
然
多
い

振
り
込
め
詐
欺
被
害

消
費
生
活
相
談

コ
ー
ナ
ー
と
は
？

例
え
ば

平成15年

16年

17年

18年

乗り
物盗

11

4

11

3

街頭
犯罪

36

15

12

18

侵入
窃盗

7

16

11

 30

性犯罪

0

1

0

0

その他

23

41

32

24

総合計

77

77

66

75

■身近な犯罪の発生状況（庄原警察署管内）
各年1月～3月末　単位：件

犯　罪

年

消費生活相談員

天道　茂代
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口和
地域
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東城
地域
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西城
地域

イベントから、まちの八百屋さんに・・・。

ヒバゴン生鮮便　江波店オープン

　庄原市産の生鮮野菜や加工品を都市の消費者に直接

届ける「ヒバゴン生鮮便」のお店が4月9日、広島市中区江

波にオープンしました。ヒバゴン生鮮便は、平成11年の

スタート以来、県庁などで週2回の産直販売を続けてき

ました。食の安全への関心が高まる中、順調に来客数と売上を伸ばしています。

江波店は､イベントではなく地域に密着した"まちの八百屋さん"を目指して、常設

店舗で、毎週月・火・木・金曜日の午前９時30分から朝市のスタイルで販売を行い

ます。オープン初日は大勢の来客で賑わい、ヒバゴン米、春野菜、山菜、生みたて卵、

手づくりヒバゴンみそ、漬物､おこわ、柏餅、花など数十種類の品物を昼過ぎには完売して終了しました。ヒバゴン生

鮮便は、生産者一人ひとりが販売を意識して生産に携わるため、生産者自身が商品の価格を決めています。現在会

員は約100人。庄原市全域から会員を募集しています。　問い合わせ：ひば西城まちづくり開発公社鈎0824-82-7007

満開の桜のもと世界の料理を堪能

国際交流お花見パーティー

春爛漫  東城まちなみ  春まつり

ひな飾りと夜桜を楽しむ
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総領
地域

ご利用ください～田総の里スポーツ公園～
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比和
地域

天然芝の多目的グラウンドがオープン
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高野
地域 町内一斉河川清掃

ふるさとの山河は、いつまでも美しく

R e p o r tameraC R e p o r tameraC

　4月9日、高野町内一斉河川清掃が行われました。この取り組みは、高野

の春を告げる恒例行事として、町内11自治振興区の全ての地域で実施さ

れています。

　当日は、自治振興区ごとに、神之瀬川流域及

び流域にそそぐ河川で、流れついたビニール

や空き缶などが取り除かれました。参加者か

らは、「毎年しているが、なかなかゴミが減らんのう」と言った声も聞かれました。

　また、4月3日には、地元建設会社が中門田地区の河川で、毎年恒例となってい

るごみ拾いのボランティア作業を行われ、環境美化に貢献されました。

　地域に暮らす一人ひとりが、ふるさとの共有財産である河川を護るよう心が

け、みんなのゴミを減らしていきましょう。

新たな門出を祝う

比和温泉「あけぼの荘」がリニューアル

　しょうばら国際交流協会口和

日本語教室は4月16日、口和町大月

の「ほたる見公園」で国際交流お花

見パーティーを開催しました。例

年よりずいぶん遅れて満開となった桜のもと、韓国、中国、フィリ

ピン、タイ、ベトナム、アメリカ，イギリス、ブラジルに日本を含め

た9カ国の出身者約70人が、それぞれの自慢料理を持ち寄るポット

ラック方式のお花見を楽しみました。

　しょうばら国際交流協会では、交流サロン・ラッキーと口和環境

改善センターで日本語教室を開いています。

　灰塚ダム湖の湖畔近くにある「田総の里スポーツ公園」が芝生の養生期

間を終え、今年４月から全面的に利用可能になりました。

　このスポーツ公園は、日本グラウンド・ゴルフ協会認定のグラウンド・

ゴルフ場とサッカーやラグビー、

ソフトボール等の利用が可能な多

目的グラウンドがあります。いず

れも全面天然芝で、各種競技に必

要な設備を備えています。

　グラウンド・ゴルフ場は既に平成17年度から供用開始し、各種大

会をはじめ多くの方にご利用いただき喜ばれています。

予約・問い合わせ：㈱里山総領鈎0824-88-7088
熱心に練習するグラウンド・ゴルフ協会
　　　　　　　　　　　　　総領支部の皆さん

多目的グラウンド

リニューアルした"あけぼの荘"

記念行事には多くの地元の
方々が出席されました

ヒバゴン生鮮便トラック

ひな飾りのある町並み

桜の下で食事を楽しむ

子どもたちも交流

徳了寺に飾られた人形

集められたトラックいっぱいのゴミ

　4月12日、玄関などを改修した「あけぼの荘」のリニューアルオープンを記念

し、記念行事が開催されました。あけぼの荘は、旧比和町が昭和47年に建設した

温泉宿泊施設で、その泉質は、神経痛や関節痛、

慢性皮膚病などに効能があり、自然に囲まれた癒しの空間として多くの方々

に利用されてきました。平成18年4月から、新たに指定管理者制度を導入し、

(社)庄原市シルバー人材センターが、施設の管理運営を行うことになりま

した。記念行事では、施設を管理する庄原市シルバー人材センターの伊藤

理事長が「自然に囲まれた魅力ある場所として、地元の方々と一緒になっ

て地域の活性化のためにがんばりたい」とあいさつし、約70人の出席者と

ともに、新しいあけぼの荘の門出を祝いました。リニューアルした「あけぼ

の荘」をぜひご利用ください。 問い合わせ：あけぼの荘鈎0824－85－2528

　3月31日から4月9日まで東城の

町並みにひな飾りが並びました。

　各家に伝わるお雛様が、通りを

挟んで42軒に飾られ、中には江戸

時代から伝わる享保びなも。各商

店や住民に甘酒、ぜんざいなどのおもてなしもあり、秋のお散歩ギャラ

リーに続き、東城の春に彩りを添え賑わいました。

　4月8日・9日には、東城市街地の徳了寺特設会場で比婆荒神神楽や琴

演奏、桜町特設会場ではぼんぼりのあかりで夜桜とＪＡＺＺを楽しむ

イベントが催されました。桜は咲き始めの肌寒い日でしたが、大勢の方

が来場し、楽しいひとときを過ごしました。

たんのう

らん　まん

ひな

いや



　東城小学校、西田博兆さん（中本町）、岩苔譲さん（高

野町）が4月14日、広島市のアステールプラザで行わ

れた平成18年広島県交通安全県民大会で、交通安全功

労団体及び功労者広島県知事表彰を受けられました。

　東城小学校は、30年間にわたり交通安全教室の実施

や、学校と保護者が一体となって街頭指導を行うなど、

交通安全活動を実践されました。

　西田博兆さんは、32年間にわたり交通安全活動に従

事され、現在、庄原地区交通安全協会の会長を務めら

れています。また、岩苔譲さんは、22年間にわたり交通

安全活動に従事され、現在も庄原地区交通安全協会高

野分会の事務局長を務められています。

交通安全功労団体及び功労者広島県知事表彰

交通安全の推進に多大な貢献
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市
の
花
・
市
の
木
を

募
集
し
ま
す

庄
原
市
役
所

�
総
務
部
総
務
課
行
政
係
�
行

広
島
県
庄
原
市
中
本
町
一
丁
目
10
番
�
号

2

庄原局

承         認

料金受取人払

差出有効期間
平成18年6月
30日まで
（切手はいりません）

公
開
録
音

公
開
録
音

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
広
島
放
送
局
と
庄
原
市

で
は
、庄
原
市
の
合
併
１
周
年
を
記

念
し
て
、ラ
ジ
オ
第
１
放
送
の
人
気

番
組「
ふ
る
さ
と
自
慢
う
た
自
慢
」

の
公
開
録
音
を
行
い
ま
す
。

　
こ
の
番
組
は
ゲ
ス
ト
歌
手
２
人

を
リ
ー
ダ
ー
に
迎
え
、地
元
の
男
性
・

女
性
各
グ
ル
ー
プ
の
〝
の
ど
自
慢 

〟
、

〝
ふ
る
さ
と
自
慢
〟
を
通
じ
て
庄

原
市
の
魅
力
を
全
国
に
お
伝
え
し

ま
す
。ま
た
、ゲ
ス
ト
に
よ
る
歌
謡

ス
テ
ー
ジ「
ふ
る
さ
と
自
慢
コ
ン
サ

ー
ト
」も
お
楽
し
み
い
た
だ
き
ま
す
。

入
場
を
ご
希
望
の
方
は
、次
の
要
領

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

１
．
日
　
時

　
　
平
成
18
年
６
月
23
日（
金
）

　
　
開
　
　
場
／
17
時

　
　
開
　
　
演
／
17
時
40
分

　
　
終
演
予
定
／
20
時

２
．
会
　
場

　
　
庄
原
市
民
会
館

　
　（
庄
原
市
西
本
町
二
丁
目
17
―

　
　
15
）　

３
．
出
　
演

ゲ
ス
ト
：
大
川
栄
策
、柏
原
芳
恵

地
元
出
演
者
男
女
各
３
人

司
　
会
：
比
留
木
剛
史
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー

４
．
入
場
申
し
込
み
方
法

　
入
場
は
無
料
で
す
が
入
場
整
理

券(

１
枚
で
２
名
様
ま
で
入
場
で
き

ま
す)

が
必
要
で
す
。

　
入
場
を
ご
希
望
の
方
は
、往
復
は

が
き
の「
往
信
用
裏
面
」に
、郵
便
番

号
・
住
所
・
名
前
・
電
話
番
号
を
、ま

た「
返
信
用
表
面
」に
も
郵
便
番
号
・

住
所
・
名
前
を
明
記
の
上
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

　
応
募
多
数
の
場
合
は
、抽
選
の
上

入
場
整
理
券
を
お
送
り
し
ま
す
。

　
※
お
子
様
も
入
場
整
理
券
が
必

要
で
す
。番
組
収
録
の
都
合
上
、未

就
学
児
の
入
場
は
お
断
り
し
ま
す
。

【
あ
て
先
】

〒
７
２
７
―
８
５
０
１

庄
原
市
中
本
町
一
丁
目
10
―
１

庄
原
市
総
務
課「
ふ
る
さ
と
自
慢
う

た
自
慢
」観
覧
係

【
締
め
切
り
】平
成
18
年
６
月
６
日

（
火
）〈
必
着
〉

　
※
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
個
人
情

報
は
、抽
選
結
果
や
当
日
の
本
人
確

認
以
外
の
目
的
で
使
用
し
た
り
、外

部
に
提
供
し
た
り
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

５
．
放
送
予
定

　「
ふ
る
さ
と
自
慢
う
た
自
慢
」　

　
平
成
18
年
８
月
13
日（
日
）

　「
ふ
る
さ
と
自
慢
コ
ン
サ
ー
ト
」

　
平
成
18
年
８
月
20
日（
日
）

　
19
時
20
分
～
20
時
10
分

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
第
１
放
送（
全
国

　
放
送
）

６
．
問
い
合
わ
せ

　
庄
原
市
役
所
総
務
課
行
政
係
　 

　
鈎
０
８
２
４
―
７
３
―
１
１
２
３

　（
受
付
　
平
日
８
時
30
分
～
17
時
15
分
）

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
広
島
放
送
局

　
鈎
０
８
２
―
５
０
４
―
５
２
１
８

　（
受
付
　
平
日
９
時
30
分
～
18
時
）

庄
原
市
合
併
�
周
年
記
念

「
ふ
る
さ
と
自
慢
う
た
自
慢
」

庄原市市の花市の木選定委員会名簿

比婆科学教育振興会会長

庄原市自治振興区連合協議会会長

西城町花木同好会会長

東城町自治振興区連絡協議会会長

口和町自治振興区連絡協議会副会長

高野町自治振興区連絡協議会副会長

比和町森脇自治振興区

総領町亀谷自治振興区区長

庄原観光協会副会長

西城町観光協会事務局長

帝釈峡観光協会会長

口和町観光交流協会会長

高野町観光協会会長

比和町観光協会副会長

総領町観光協会副会長

委員長

金沢　　成三

藤岡　　辰彦

池本　　　初

名越　　勝美

前岡　　訓至

大坂　　秋雄

柿原　　　勸

佐々木　　聖

藤光　　　有

松島　　勝司

遠藤　　晏史

三　µ　龍次

加島　　英俊

井澤　　眞一

中谷　　昭夫

役　職　名名　　前

このハガキを切り取りご使用ください。

キ
リ
ト
リ
線

　
平
成
17
年
３
月
31
日
に
合
併

し
た
庄
原
市
の
シ
ン
ボ
ル
と
な

る「
市
の
花
」

｢

市
の
木｣

を
制
定
す

る
に
あ
た
り
、新
市
に
ふ
さ
わ
し

い
も
の
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
要
項

１
　
募
集
す
る「
市
の
花
」「
市
の

木
」の
基
準

①
庄
原
市
の
イ
メ
ー
ジ
に
ふ
さ

わ
し
い
も
の

②
庄
原
市
の
自
然
の
中
で
自
生
・

生
育
す
る
も
の

③
知
名
度
が
あ
り
、な
じ
み
深
く

親
し
み
や
す
い
も
の

２
　
応
募
資
格

　
庄
原
市
内
に
在
住
、も
し
く
は

市
内
へ
通
勤
又
は
通
学
の
方
。

３
　
応
募
方
法

①
左
記
の
専
用
ハ
ガ
キ
、
本
庁
・

支
所
に
備
え
て
い
る
応
募
用
紙

又
は
任
意
の
用
紙
（
ハ
ガ
キ
・
封

書
な
ど
）に
よ
り
、郵
送
・
直
接
持

参
の
い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ
り

応
募
し
て
下
さ
い
。

②
必
要
事
項

ア
、住
所

イ
、氏
名
、年
齢

ウ
、
勤
務
先
又
は
学
校
名
（
市
外

在
住
で
庄
原
市
に
通
勤
・
通
学
の

方
の
み
）

エ
、推
薦
す
る「
市
の
花
」「
市
の
木
」

と
推
薦
の
理
由

③
応
募
は「
市
の
花
」「
市
の
木
」そ

れ
ぞ
れ
一
人
１
点（
い
ず
れ
か
１

項
目
の
応
募
で
も
可
）。

４
　
応
募
受
付
先
　
　

庄
原
市
役
所 

総
務
部
総
務
課
行

政
係

（
〒
７
２
７
―
８
５
０
１

庄
原
市
中
本
町
一
丁
目
10
番
１
号
）

  

各
支
所
の
地
域
振
興
課
自
治
振

興
係
で
も
応
募
用
紙
配
布
と
持

参
の
場
合
の
受
付
を
し
ま
す
。

※
電
子
メ
ー
ル
で
応
募
を
さ
れ

る
場
合
は
庄
原
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
応
募
用
紙
を
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
し
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

電
子
メ
ー
ル
で
の
応
募
先
は

ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

５
　
募
集
期
間

　
募
集
期
間
は
、平
成
18
年
５
月

８
日
（
月
）
か
ら
平
成
18
年
６
月

30
日（
金
）（
当
日
消
印
有
効
）と
し

ま
す
。

６
　
選
考

　
ご
推
薦
い
た
だ
い
た「
市
の
花
」

「
市
の
木
」を
参
考
に
、そ
れ
ぞ
れ

１
点
を「
庄
原
市
市
の
花
市
の
木

選
定
委
員
会
」で
選
考
し
ま
す
。

７
　
発
表
　

　
市
広
報
「
広
報
し
ょ
う
ば
ら
」

等
で
発
表
し
ま
す
。

８
　
そ
の
他

①
応
募
い
た
だ
い
た
ハ
ガ
キ
又

は
封
書
は
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
。

②
応
募
い
た
だ
い
た
皆
様
の
個

人
情
報
に
つ
い
て
は
、適
切
に
保

護
管
理
し
、他
の
目
的
に
は
一
切

使
用
し
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
行
政
係

鈎
０
８
２
４
―
７
３
―
１
１
２
３

　
　

　

■
ア
ド
レ
ス  so

u
m

u
-g

y
o
u
se

i

@
c
ity

.sh
o
b
a
ra

.h
iro

sh
im

a
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　東城小学校、西田博兆さん（中本町）、岩苔譲さん（高

野町）が4月14日、広島市のアステールプラザで行わ

れた平成18年広島県交通安全県民大会で、交通安全功

労団体及び功労者広島県知事表彰を受けられました。

　東城小学校は、30年間にわたり交通安全教室の実施

や、学校と保護者が一体となって街頭指導を行うなど、

交通安全活動を実践されました。

　西田博兆さんは、32年間にわたり交通安全活動に従

事され、現在、庄原地区交通安全協会の会長を務めら

れています。また、岩苔譲さんは、22年間にわたり交通

安全活動に従事され、現在も庄原地区交通安全協会高

野分会の事務局長を務められています。

交通安全功労団体及び功労者広島県知事表彰

交通安全の推進に多大な貢献

2 82 9 広報しょうばら　2006.5 広報しょうばら　2006.5【庄原市ホームページアドレス】　http://www.city.shobara.hiroshima.jp【庄原市メールアドレス】　shobara@city.shobara.hiroshima.jp

市
の
花
・
市
の
木
を

募
集
し
ま
す

庄
原
市
役
所

�
総
務
部
総
務
課
行
政
係
�
行

広
島
県
庄
原
市
中
本
町
一
丁
目
10
番
�
号

2

庄原局

承         認

料金受取人払

差出有効期間
平成18年6月
30日まで
（切手はいりません）

公
開
録
音

公
開
録
音

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
広
島
放
送
局
と
庄
原
市

で
は
、庄
原
市
の
合
併
１
周
年
を
記

念
し
て
、ラ
ジ
オ
第
１
放
送
の
人
気

番
組「
ふ
る
さ
と
自
慢
う
た
自
慢
」

の
公
開
録
音
を
行
い
ま
す
。

　
こ
の
番
組
は
ゲ
ス
ト
歌
手
２
人

を
リ
ー
ダ
ー
に
迎
え
、地
元
の
男
性
・

女
性
各
グ
ル
ー
プ
の
〝
の
ど
自
慢 

〟
、

〝
ふ
る
さ
と
自
慢
〟
を
通
じ
て
庄

原
市
の
魅
力
を
全
国
に
お
伝
え
し

ま
す
。ま
た
、ゲ
ス
ト
に
よ
る
歌
謡

ス
テ
ー
ジ「
ふ
る
さ
と
自
慢
コ
ン
サ

ー
ト
」も
お
楽
し
み
い
た
だ
き
ま
す
。

入
場
を
ご
希
望
の
方
は
、次
の
要
領

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

１
．
日
　
時

　
　
平
成
18
年
６
月
23
日（
金
）

　
　
開
　
　
場
／
17
時

　
　
開
　
　
演
／
17
時
40
分

　
　
終
演
予
定
／
20
時

２
．
会
　
場

　
　
庄
原
市
民
会
館

　
　（
庄
原
市
西
本
町
二
丁
目
17
―

　
　
15
）　

３
．
出
　
演

ゲ
ス
ト
：
大
川
栄
策
、柏
原
芳
恵

地
元
出
演
者
男
女
各
３
人

司
　
会
：
比
留
木
剛
史
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー

４
．
入
場
申
し
込
み
方
法

　
入
場
は
無
料
で
す
が
入
場
整
理

券(

１
枚
で
２
名
様
ま
で
入
場
で
き

ま
す)

が
必
要
で
す
。

　
入
場
を
ご
希
望
の
方
は
、往
復
は

が
き
の「
往
信
用
裏
面
」に
、郵
便
番

号
・
住
所
・
名
前
・
電
話
番
号
を
、ま

た「
返
信
用
表
面
」に
も
郵
便
番
号
・

住
所
・
名
前
を
明
記
の
上
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

　
応
募
多
数
の
場
合
は
、抽
選
の
上

入
場
整
理
券
を
お
送
り
し
ま
す
。

　
※
お
子
様
も
入
場
整
理
券
が
必

要
で
す
。番
組
収
録
の
都
合
上
、未

就
学
児
の
入
場
は
お
断
り
し
ま
す
。

【
あ
て
先
】

〒
７
２
７
―
８
５
０
１

庄
原
市
中
本
町
一
丁
目
10
―
１

庄
原
市
総
務
課「
ふ
る
さ
と
自
慢
う

た
自
慢
」観
覧
係

【
締
め
切
り
】平
成
18
年
６
月
６
日

（
火
）〈
必
着
〉

　
※
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
個
人
情

報
は
、抽
選
結
果
や
当
日
の
本
人
確

認
以
外
の
目
的
で
使
用
し
た
り
、外

部
に
提
供
し
た
り
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

５
．
放
送
予
定

　「
ふ
る
さ
と
自
慢
う
た
自
慢
」　

　
平
成
18
年
８
月
13
日（
日
）

　「
ふ
る
さ
と
自
慢
コ
ン
サ
ー
ト
」

　
平
成
18
年
８
月
20
日（
日
）

　
19
時
20
分
～
20
時
10
分

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
第
１
放
送（
全
国

　
放
送
）

６
．
問
い
合
わ
せ

　
庄
原
市
役
所
総
務
課
行
政
係
　 

　
鈎
０
８
２
４
―
７
３
―
１
１
２
３

　（
受
付
　
平
日
８
時
30
分
～
17
時
15
分
）

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
広
島
放
送
局

　
鈎
０
８
２
―
５
０
４
―
５
２
１
８

　（
受
付
　
平
日
９
時
30
分
～
18
時
）

庄
原
市
合
併
�
周
年
記
念

「
ふ
る
さ
と
自
慢
う
た
自
慢
」

庄原市市の花市の木選定委員会名簿

比婆科学教育振興会会長

庄原市自治振興区連合協議会会長

西城町花木同好会会長

東城町自治振興区連絡協議会会長

口和町自治振興区連絡協議会副会長

高野町自治振興区連絡協議会副会長

比和町森脇自治振興区

総領町亀谷自治振興区区長

庄原観光協会副会長

西城町観光協会事務局長

帝釈峡観光協会会長

口和町観光交流協会会長

高野町観光協会会長

比和町観光協会副会長

総領町観光協会副会長

委員長

金沢　　成三

藤岡　　辰彦

池本　　　初

名越　　勝美

前岡　　訓至

大坂　　秋雄

柿原　　　勸

佐々木　　聖

藤光　　　有

松島　　勝司

遠藤　　晏史

三　µ　龍次

加島　　英俊

井澤　　眞一

中谷　　昭夫

役　職　名名　　前

このハガキを切り取りご使用ください。

キ
リ
ト
リ
線

　
平
成
17
年
３
月
31
日
に
合
併

し
た
庄
原
市
の
シ
ン
ボ
ル
と
な

る「
市
の
花
」

｢

市
の
木｣
を
制
定
す

る
に
あ
た
り
、新
市
に
ふ
さ
わ
し

い
も
の
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
要
項

１
　
募
集
す
る「
市
の
花
」「
市
の

木
」の
基
準

①
庄
原
市
の
イ
メ
ー
ジ
に
ふ
さ

わ
し
い
も
の

②
庄
原
市
の
自
然
の
中
で
自
生
・

生
育
す
る
も
の

③
知
名
度
が
あ
り
、な
じ
み
深
く

親
し
み
や
す
い
も
の

２
　
応
募
資
格

　
庄
原
市
内
に
在
住
、も
し
く
は

市
内
へ
通
勤
又
は
通
学
の
方
。

３
　
応
募
方
法

①
左
記
の
専
用
ハ
ガ
キ
、
本
庁
・

支
所
に
備
え
て
い
る
応
募
用
紙

又
は
任
意
の
用
紙
（
ハ
ガ
キ
・
封

書
な
ど
）に
よ
り
、郵
送
・
直
接
持

参
の
い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ
り

応
募
し
て
下
さ
い
。

②
必
要
事
項

ア
、住
所

イ
、氏
名
、年
齢

ウ
、
勤
務
先
又
は
学
校
名
（
市
外

在
住
で
庄
原
市
に
通
勤
・
通
学
の

方
の
み
）

エ
、推
薦
す
る「
市
の
花
」「
市
の
木
」

と
推
薦
の
理
由

③
応
募
は「
市
の
花
」「
市
の
木
」そ

れ
ぞ
れ
一
人
１
点（
い
ず
れ
か
１

項
目
の
応
募
で
も
可
）。

４
　
応
募
受
付
先
　
　

庄
原
市
役
所 

総
務
部
総
務
課
行

政
係

（
〒
７
２
７
―
８
５
０
１

庄
原
市
中
本
町
一
丁
目
10
番
１
号
）

  

各
支
所
の
地
域
振
興
課
自
治
振

興
係
で
も
応
募
用
紙
配
布
と
持

参
の
場
合
の
受
付
を
し
ま
す
。

※
電
子
メ
ー
ル
で
応
募
を
さ
れ

る
場
合
は
庄
原
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
応
募
用
紙
を
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
し
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

電
子
メ
ー
ル
で
の
応
募
先
は

ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

５
　
募
集
期
間

　
募
集
期
間
は
、平
成
18
年
５
月

８
日
（
月
）
か
ら
平
成
18
年
６
月

30
日（
金
）（
当
日
消
印
有
効
）と
し

ま
す
。

６
　
選
考

　
ご
推
薦
い
た
だ
い
た「
市
の
花
」

「
市
の
木
」を
参
考
に
、そ
れ
ぞ
れ

１
点
を「
庄
原
市
市
の
花
市
の
木

選
定
委
員
会
」で
選
考
し
ま
す
。

７
　
発
表
　

　
市
広
報
「
広
報
し
ょ
う
ば
ら
」

等
で
発
表
し
ま
す
。

８
　
そ
の
他

①
応
募
い
た
だ
い
た
ハ
ガ
キ
又

は
封
書
は
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
。

②
応
募
い
た
だ
い
た
皆
様
の
個

人
情
報
に
つ
い
て
は
、適
切
に
保

護
管
理
し
、他
の
目
的
に
は
一
切

使
用
し
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
行
政
係

鈎
０
８
２
４
―
７
３
―
１
１
２
３

　
　

　

■
ア
ド
レ
ス  so

u
m

u
-g

y
o
u
se

i

@
c
ity

.sh
o
b
a
ra

.h
iro

sh
im

a
.jp
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生
活
相
談

社
会
保
険
一
日
相
談

一
日
総
合
相
談
室

無
料
法
律
相
談
室

心
の
健
康
相
談

人
権
相
談（
特
設
）

広報しょうばら　2006.5 広報しょうばら　2006.5

募
　
集

　
年
金
を
中
心
と
し
た
社
会
保

険
全
般
の
相
談
を
受
け
ま
す
。

●
庄
原
地
域

と
き

５
月
９
日（
火
）、６
月
13
日（
火
）

10
時
～
12
時
・
13
時
～
15
時
　

と
こ
ろ
　
西
本
町
　
長
岡
本
社

ビ
ル
３
階

●
東
城
地
域

と
き

５
月
17
日（
水
）、６
月
21
日（
水
）

10
時
～
12
時
・
13
時
～
15
時

と
こ
ろ
　
Ｊ
Ａ
庄
原
東
城
支
店

問
い
合
わ
せ

三
次
社
会
保
険
事
務
所

鈎
０
８
２
４
―
６
２
―
３
１
０
７

　　　
雇
用
、年
金
、借
地
、相
続
、家
庭
、

児
童
、
生
活
安
全
、
消
費
生
活
な

ど
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

と
き
　
６
月
７
日（
水
）

10
時
～
15
時

と
こ
ろ
　
庄
原
市
中
央
公
民
館

集
会
室

鈎
０
８
２
４
―
７
２
―
０
８
４
９

●
相
談
に
応
じ
る
機
関

中
国
四
国
管
区
行
政
評
価
局

広
島
法
務
局
庄
原
支
局

三
次
社
会
保
険
事
務
所

庄
原
公
共
職
業
安
定
所

備
北
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

備
北
地
域
事
務
所
厚
生
環
境
局

庄
原
警
察
署

庄
原
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

（
財
）法
律
扶
助
協
会
広
島
県
支
部

行
政
相
談
委
員

庄
原
市
社
会
福
祉
協
議
会

庄
原
市

●
相
談
は
無
料
、
予
約
な
し
。
秘

密
は
守
ら
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
民
生
活
課
生
活
安
全
係

鈎
０
８
２
４
―
７
３
―
１
１
５
４

　　
各
地
域
で
人
権
擁
護
委
員
が

相
談
に
応
じ
ま
す
。

 

６
月
１
日
は「
人
権
擁
護
委
員
の

日
」で
す
。人
権
擁
護
委
員
は
、各

地
域
で
住
民
の
人
権
が
侵
害
さ

れ
な
い
よ
う
常
に
注
意
を
払
い
、

も
し
人
権
が
侵
害
さ
れ
た
と
き
は
、

そ
の
相
談
を
受
け
る
と
と
も
に
、

被
害
救
済
に
努
め
て
い
ま
す
。

●
庄
原
地
域

と
き

５
月
23
日（
火
）、６
月
１
日（
木
）

13
時
30
分
～
16
時
30
分

と
こ
ろ
　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

●
西
城
地
域

と
き
　
６
月
１
日（
木
）

13
時
30
分
～
16
時
30
分

と
こ
ろ
　
西
城
公
民
館

●
東
城
地
域

と
き
　
６
月
１
日（
木
）

13
時
30
分
～
16
時
30
分

と
こ
ろ

東
城
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
口
和
地
域

と
き
　
６
月
15
日（
木
）

13
時
30
分
～
16
時
30
分

と
こ
ろ
　
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
高
野
地
域

と
き
　
６
月
１
日（
木
）

13
時
30
分
～
16
時

と
こ
ろ
　
高
野
支
所

●
比
和
地
域

と
き
　
６
月
１
日（
木
）

13
時
30
分
～
16
時
30
分

と
こ
ろ
　
比
和
文
化
会
館

●
総
領
地
域

と
き
　
６
月
１
日（
木
）

９
時
～
12
時

と
こ
ろ

総
領
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ

庄
原
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

鈎
０
８
２
４
―
７
２
―
０
３
１
１

　

　
ス
ト
レ
ス
・
対
人
関
係
の
悩
み
、

不
眠
や
イ
ラ
イ
ラ
、思
春
期
な
ど

の
心
の
悩
み
や
問
題
に
つ
い
て

相
談
を
受
け
ま
す
。

と
き
　
５
月
16
日（
火
）、６
月
20

日（
火
）

受
付
時
間

13
時
30
分
～
14
時
30
分

と
こ
ろ
　
備
北
地
域
保
健
所

※
予
約
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ

備
北
地
域
保
健
所

鈎
０
８
２
４
―
６
３
―
５
１
８
１

（
内
線
３
３
４
２
・
３
３
４
３
）

●
種
目

　
絵
画
系
・
彫
塑
系
・
工
芸
系
・
書

系
・
写
真
系
・
デ
ザ
イ
ン
系

●
受
付

・
庄
原
市
田
園
文
化
セ
ン
タ
ー

６
月
７
日（
水
）・
８
日（
木
）

10
時
～
17
時

・
広
島
県
立
美
術
館（
広
島
市
中
区
）

６
月
10
日（
土
）・
11
日（
日
）

９
時
～
16
時

　
開
催
要
項
、
出
品
申
込
書
は
、

庄
原
市
教
育
委
員
会
・
支
所
並
び

に
庄
原
市
田
園
文
化
セ
ン
タ
ー

に
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

庄
原
市
田
園
文
化
セ
ン
タ
ー
　

鈎
０
８
２
４
―
７
２
―
１
１
５
９

　
　

　
観
光
協
会
連
合
会
・
各
観
光
協

会
・
市
で
構
成
す
る
庄
原
市
観
光

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
行
委
員
会
で
は
、

「
庄
原
市
観
光
ア
シ
ス
タ
ン
ト
」

を
募
集
し
ま
す
。

募
集
要
項

●
募
集
人
員
…
３
名

●
任
期
…
平
成
18
年
８
月
か
ら

２
年
間

●
締
め
切
り
…
５
月
31
日
（
水
）

ま
で

●
仕
事
内
容
　
観
光
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
の
諸
行
事
で
の
観
光
Ｐ
Ｒ

及
び
ア
シ
ス
タ
ン
ト
・
県
内
外
で

の
観
光
宣
伝
・
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ

な
ど
で
の
Ｐ
Ｒ
な
ど

●
応
募
資
格

・
庄
原
市
内
に
在
住
又
は
勤
務
さ

れ
て
い
る
満
18
歳
以
上
の
人
。

（
高
校
生
は
除
く
）

・
庄
原
市
が
大
好
き
、
庄
原
市
を

積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
た
い
人
。

・
勤
務
、学
業
に
支
障
な
く
、２
年

間
の
任
期
中
、内
外
の
公
的
行
事
、 

イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
仕
事
に
従
事

で
き
る
人
。（
年
間
約
10
回
程
度
、

平
日
も
含
む
）

●
申
し
込
み
　
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、カ
ラ
ー
写
真
を

添
え
て
、 

庄
原
市
観
光
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
実
行
委
員
会
事
務
局
ま
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。庄
原
市

役
所
各
支
所
・
各
観
光
協
会
で
も

申
し
込
み
を
受
付
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

庄
原
市
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実

行
委
員
会
事
務
局
　

庄
原
市
商
工
観
光
課

鈎
０
８
２
４
―
７
３
―
１
１
７
８

　

　
リ
サ
イ
ク
ル
体
験
コ
ー
ナ
ー

や
リ
サ
イ
ク
ル
品
の
展
示
即
売
会
、

環
境
ポ
ス
タ
ー
の
展
示
、ご
み
分

別
教
室
、
朝
市
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ロ
ケ
ッ

ト
大
会
な
ど
、楽
し
さ
あ
ふ
れ
る

イ
ベ
ン
ト
満
載
で
す
。ぜ
ひ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

と
き
　
平
成
18
年
５
月
21
日（
日
）

10
時
か
ら
14
時
ま
で

と
こ
ろ
　
庄
原
市
リ
サ
イ
ク
ル

プ
ラ
ザ（
是
松
町
）

問
い
合
わ
せ

環
境
衛
生
課
環
境
政
策
係

鈎
０
８
２
４
―
７
２
―
１
３
９
８

　　
庄
原
市
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

で
は
、リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ス
タ
を

開
催
す
る
に
あ
た
り
、フ
リ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
の
出
店
を
し
て
い
た

だ
け
る
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

と
き
　
平
成
18
年
５
月
21
日（
日
）

10
時
～
14
時

参
加
資
格
　
庄
原
市
在
住
の
方
、

ま
た
は
団
体

参
加
料
　
無
料

販
売
品
　
家
庭
で
不
要
に
な
っ
た

日
用
品
、衣
類
、お
も
ち
ゃ
な
ど

申
込
方
法
　
電
話
で
申
し
込
み

申
込
期
限
　
５
月
12
日（
金
）

打
合
会
議
　
５
月
16
日（
火
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

庄
原
市
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
　

鈎
０
８
２
４
―
７
２
―
１
３
９
８

　　「
ヤ
マ
ブ
ド
ウ
」や「
オ
コ
ギ
」な

ど
、こ
の
季
節
に
し
か
味
わ
え
な

い
地
元
の
山
菜
を
使
っ
た
食
文

化
を
体
験
で
き
る
講
座
で
す
。地

元
な
ら
で
は
の
山
菜
を
味
わ
い

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

と
き
　
５
月
20
日(

土)

　
10
時
～

と
こ
ろ

ふ
れ
あ
い
の
里  

越
原

問
い
合
わ
せ

比
和
支
所
地
域
振
興
課

鈎
０
８
２
４
―
８
５
―
２
１
１
１

　　

第
58
回
広
島
県
美
術
展

（
７
／
４
～
16
）作
品
募
集

庄
原
市

リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ス
タ

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

出
店
者
募
集

催
　
し

観
光
ア
シ
ス
タ
ン
ト
募
集

■応募者（※必ず記入してください）

庄原市市の花・市の木　応募用紙

■花、木　各一点ずつ記入してください。
※応募しない項目がある場合は、「該当なし」と記入してください。

住　所
①

勤務先又は学校③ （庄原市以外に居住で、庄原市内に勤務、通学の方のみ記入）

氏　名

②

ふりがな 年令

才

（推薦の理由）

名前

名前

（推薦の理由）

花

木

④

⑤

お
っ
ぱ
ら
文
化
伝
承
講
座

「
野
草
も
ち
つ
き
・

　
　
　
山
菜
を
食
べ
る
」

�
�
�
�

�
�
�
�



お 知 ら せ お 知 ら せ

3 23 3 広報しょうばら　2006.5 広報しょうばら　2006.5【庄原市ホームページアドレス】　http://www.city.shobara.hiroshima.jp【庄原市メールアドレス】　shobara@city.shobara.hiroshima.jp

ハ
ン
セ
ン
病
に
対
す
る

補
償
金
制
度

そ
の
他

国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

「
塩
原
の
大
山
供
養
田
植
」

現
地
公
開

　
今
年
度
の
成
人
式
は
、市
民
会

館
を
会
場
に
次
の
日
程
で
開
催

し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
６
月
以
降
の
広
報

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

と
き
　
８
月
15
日（
火
）10
時
～

と
こ
ろ
　
市
民
会
館（
西
本
町
二

丁
目
）

対
象
者
　
市
内
在
住
者
、ま
た
は

市
外
に
住
む
庄
原
市
出
身
者
で
、

昭
和
61
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
62

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
。

問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係

鈎
０
８
２
４
―
７
３
―
１
１
８
８

　　
牛
の
代
掻
き
の
後
、太
鼓
に
合

わ
せ
て
早
乙
女
が
田
植
え
を
行
う
、

昔
の
ま
ま
の
賑
や
か
な
作
業
田

植
え
で
す
。早
乙
女
の
参
加
は
ど

な
た
で
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。い
の
し
し

汁
や
し
め
さ
ば
な
ど
も
用
意
さ

れ
ま
す
。

と
き
　
５
月
14
日(

日)

９
時
～
12
時
　
小
雨
決
行

と
こ
ろ
　
比
和
町
布
見
地
区

問
い
合
わ
せ

比
和
支
所
地
域
振
興
課

鈎
０
８
２
４
―
８
５
―
２
１
１
１

　

　
古
事
記
伝
説
の
里
、比
婆
山
連

峰
の
夏
を
告
げ
る
「
比
婆
山
・
山

開
き
」。「
福
も
ち
ま
き
」や「
比
婆

牛
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
」な
ど
楽
し
さ

が
い
っ
ぱ
い
で
す
。ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

と
き
　
５
月
28
日（
日
）11
時
～

と
こ
ろ
　
竜
王
山
山
頂（
西
城
町
）

内
容
　
奉
納
神
楽
、西
城
川
太
鼓
、

バ
ザ
ー

※
当
日
は
西
城
商
工
会
前
９
時

出
発
で
、無
料
送
迎
バ
ス
を
運
行

い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
西
城
町
観
光
協
会

鈎
０
８
２
４
―
８
２
―
２
７
２
７

　「
誰
も
が
健
康
で
し
あ
わ
せ
を

感
じ
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
」ま
ち

づ
く
り
の
た
め
、み
ん
な
で
健
康

と
福
祉
に
つ
い
て
考
え
て
見
ま

せ
ん
か
？

　
体
力
・
若
さ
チ
ェ
ッ
ク
、展
示
・

バ
ザ
ー
な
ど
内
容
は
も
り
だ
く

さ
ん
!!

と
き
　
５
月
28
日（
日
）

９
時
～
14
時
30
分

と
こ
ろ
　
庄
原
市
総
合
体
育
館
、

庄
原
市
保
健
セ
ン
タ
ー
ほ
か

問
い
合
わ
せ
　
保
健
医
療
課
　

鈎
０
８
２
４
―
７
３
―
１
１
５
８

　　
東
城
町
の
塩
原
周
辺
で
昔
か
ら

伝
え
ら
れ
、４
年
に
１
度
、現
地
公

開
が
行
わ
れ
る
国
の
重
要
無
形
民

俗
文
化
財「
大
山
供
養
田
植
」を
開

催
し
ま
す
。

と
き
　
５
月
28
日（
日
）11
時
～

と
こ
ろ
　
東
城
町
塩
原（
石
神
社
前
）

問
い
合
わ
せ

小
奴
可
地
区
芸
能
保
存
会

（
会
長
　
高
尾
　
覚
）

鈎
０
８
４
７
７
―
５
―
０
６
１
７

庄
原
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

鈎
０
８
２
４
―
７
３
―
１
１
８
９

東
城
教
育
課

鈎
０
８
４
７
７
―
２
―
５
２
２
１

　
標
高
１
、２
０
０
ｍ
級
の
稜
線

を
走
る
、国
内
有
数
の
山
岳
マ
ラ

ソ
ン
。過
酷
な
コ
ー
ス
を
走
破
す

る
選
手
に
ぜ
ひ
ご
声
援
を
。

と
き
　
平
成
18
年
５
月
21
日(

日)

10
時
ス
タ
ー
ト

と
こ
ろ
　
県
民
の
森（
西
城
町
）

問
い
合
わ
せ

西
城
支
所
地
域
振
興
課

鈎
０
８
２
４
―
８
２
―
２
１
２
１

　　
草
花
の
宝
庫
『
吾
妻
山
』
の
山

開
き
で
は
、県
民
謡「
ば
い
流
し
」

や
神
楽
、餅
ま
き
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
を
は
じ
め
、比
婆
牛
も
も
の
丸

焼
き
、各
種
バ
ザ
ー
な
ど
の
コ
ー

ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。の
ど
か
な
雰

囲
気
を
味
わ
い
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

と
き
　
６
月
４
日(

日)

　
10
時
～

と
こ
ろ
　
吾
妻
山

問
い
合
わ
せ

比
和
支
所
地
域
振
興
課

鈎
０
８
２
４
―
８
５
―
２
１
１
１

　

と
き
　
５
月
31
日（
水
）

受
付
時
間
　
13
時
～
13
時
30
分

と
こ
ろ
　
庄
原
市
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
者
　
平
成
14
年
11
月
～
平
成

15
年
１
月
生
ま
れ

問
い
合
わ
せ
　
保
健
医
療
課
保
健

予
防
係（
庄
原
市
保
健
セ
ン
タ
ー
）

鈎
０
８
２
４
―
７
２
―
７
０
７
４

　　
地
域
に
お
け
る
多
様
な
需
要
に

応
じ
た
公
的
賃
貸
住
宅
等
の
整
備

等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
に
基
づ

き
、広
島
県
と
県
内
23
市
町
で
地

域
住
宅
計
画（
広
島
県
内
地
域
）を

策
定
し
ま
し
た
。

　
地
域
住
宅
計
画
は
、地
域
に
お

け
る
住
宅
に
対
す
る
多
様
な
需
要

に
応
じ
た
公
的
賃
貸
住
宅
等
の
整

備
に
関
し
て
、目
標
や
そ
れ
を
達

成
す
る
た
め
に
必
要
な
事
業
・
計

画
期
間
な
ど
を
定
め
る
整
備
事
業

な
ど
の
実
施
計
画
で
す
。計
画
内

容
を
公
表
し
て
い
ま
す
の
で
、詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

都
市
整
備
課
管
理
係

鈎
０
８
２
４
―
７
３
―
１
１
７
２

　　「
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
入
所
者

等
に
対
す
る
補
償
金
」の
請
求
期

限
が
近
づ
き
ま
し
た
。対
象
に
な

る
方
は
、お
早
め
に
請
求
く
だ
さ
い
。

①
支
給
対
象
者

　
平
成
８
年
３
月
31
日
ま
で
に
国

内
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
等
に
入
所

さ
れ
て
い
た
方
で
あ
っ
て
、補
償

法
施
行
日（
平
成
13
年
６
月
22
日
）

に
お
い
て
生
存
さ
れ
て
い
る
方

②
請
求
の
期
限

　
平
成
18
年
６
月
21
日（
水
）

③
そ
の
他

　
次
の
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、補

償
金
を
請
求
で
き
ま
せ
ん

(

１) 

既
に
補
償
金
を
受
け
ら
れ
て

い
る
方

(

２) 

ハ
ン
セ
ン
病
に
関
す
る
裁
判

上
の
和
解
が
成
立
さ
れ
て
い
る
方

問
い
合
わ
せ

　
厚
生
労
働
省
健
康
局
疾
病
対
策

課
ハ
ン
セ
ン
病
係

鈎
０
３
―
５
２
５
３
―
１
１
１
１

（
内
線
　
２
９
８
０
・
２
３
６
９
）

■
水
道
週
間
　
６
月
１
日
～
７
日

　
私
た
ち
が
健
康
的
で
文
化
的
な

生
活
を
送
る
た
め
に
は
、欠
か
す

こ
と
が
で
き
な
い
水
道
。毎
年
６

月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
は
、全
国

水
道
週
間
で
す
。こ
の
機
会
に
あ

ら
た
め
て
、安
全
な
水
を
運
ぶ「
水

道
」に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

水
道
課
庶
務
係

鈎
０
８
２
４
―
７
３
―
１
１
６
９

　

比
婆
山
・
山
開
き

第
17
回
比
婆
山

国
際
ス
カ
イ
ラ
ン

２
０
０
６

健
康
福
祉
ま
つ
り

男
女
共
同
参
画
推
進
補
助
金

市
内
の
団
体
・
グ
ル
ー
プ
の
取
り
組
み
を
支
援
し
ま
す
！

　
男
女
共
同
参
画
の
推
進
を
図

る
た
め
、推
進
事
業
を
実
施
す
る

市
内
の
団
体
や
グ
ル
ー
プ
に
補

助
金
を
交
付
し
、そ
の
取
り
組
み

を
支
援
し
ま
す
。

●
補
助
対
象
　
市
民
を
対
象
と

す
る
男
女
共
同
参
画
の
推
進
を

テ
ー
マ
と
し
た
講
演
会
・
講
座
・

研
修
会
な
ど
で
次
の
い
ず
れ
に

も
該
当
す
る
も
の

①
団
体
が
主
体
的
に
企
画
運
営

す
る
も
の

②
団
体
の
所
在
地
が
市
内
で
あ

る
こ
と

③
営
利
を
目
的
と
し
て
い
な
い

こ
と

●
補
助
金
の
額
　
予
算
の
範
囲

内
で
、対
象
事
業
費
の
10
／
10（
限

度
額
５
万
円
）た
だ
し
、収
益
金

が
あ
る
時
は
、補
助
対
象
経
費
か

ら
控
除
し
た
額

●
申
請
期
間
　
平
成
18
年
５
月

８
日（
月
）～
６
月
16
日（
金
）

●
申
請
方
法
　
人
権
推
進
課
ま

た
は
各
支
所
担
当
課
に
あ
る
申

請
書（
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）に
必

要
事
項
を
記
入
し
て
、郵
送
ま
た

は
持
参
に
よ
り
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

＊
申
請
多
数
の
場
合
は
、審
査
会

を
開
催
し
決
定
し
ま
す
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

人
権
推
進
課
男
女
共
同
参
画
係

鈎
０
８
２
４
―
７
５
―
０
３
０
５

西
城
支
所
市
民
課

鈎
０
８
２
４
―
８
２
―
２
１
２
４

東
城
支
所
市
民
課

鈎
０
８
４
７
７
―
２
―
０
９
０
９

口
和
支
所
市
民
課
　
　
　
　
　  

鈎
０
８
２
４
―
８
７
―
２
１
１
２

高
野
支
所
市
民
課

鈎
０
８
２
４
―
８
６
―
２
１
１
５

比
和
支
所
市
民
生
活
課

鈎
０
８
２
４
―
８
５
―
３
０
０
１

総
領
支
所
市
民
生
活
課

鈎
０
８
２
４
―
８
８
―
３
０
６
３

　

水
道
に
つ
い
て
見
直
そ
う

庄
原
市
成
人
式

布
見
作
業
田
植
え

地
域
住
宅
計
画
を
策
定

３
歳
児
健
診

（
３
歳
５
～
７
ヵ
月
児
）

�
�
�

この行事は、宝くじの助成金を受けています。

国
定
公
園
吾
妻
山
山
開
き
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納付は

手続きは各金融機関の
窓口でお願いします。
※残高確認も忘れないでください。

便利な口座振替で便利な口座振替で
下水道使用料水道料金市税

◎税務課収納係
◎下水道課管理係
◎水道課業務係

0824-73-1145
0824-73-1175
0824-73-1197
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市
道
の
草
刈
り
に
対
す
る

交
付
金
制
度

備北丘陵公園

備北公園管理センター

鈎0824-72-7000

初
夏
を
彩
る

４
万
本
の

シ
ャ
ー
レ
ー
ポ
ピ
ー

「
遊
び
の
学
校
」に

参
加
し
ま
せ
ん
か
？

　
連
休
が
終
わ
り
一
息
つ
き
た

く
な
る
こ
の
季
節
、
備
北
丘
陵

公
園
で
は
４
万
本
の
シ
ャ
ー
レ

ー
ポ
ピ
ー
が
見
ご
ろ
で
す
。

　
赤
色
の
花
が
鮮
や
か
な
ポ
ピ

ー
は
、
初
夏
の
青
空
を
バ
ッ
ク

に
美
し
く
咲
き
誇
り
ま
す
。

　『
花
の
広
場
』で
は
絨
毯
の
よ

う
に
広
が
る
ビ
オ
ラ
の
花
も
楽

し
め
る
他
、『
ひ
ば
の
里
』
で
は

ア
ヤ
メ
や
ス
イ
レ
ン
な
ど
の
季

節
の
花
も
咲
い
て
い
ま
す
。
一

年
で
最
も
過
ご
し
や
す
い
こ
の

季
節
、
の
ん
び
り
ゆ
っ
た
り
初

夏
の
散
策
や
サ
イ
ク
リ
ン
グ
に

も
最
適
で
す
。

■
期
間

５
月
13
日（
土
）～
６
月
７
日（
月
）

　「
遊
び
の
学
校
」で
は
ア
ウ
ト

ド
ア
ク
ッ
キ
ン
グ
や
染
物
体
験

な
ど
、
毎
月
第
３
土
曜
日
に
い

ろ
い
ろ
な
体
験
教
室
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

　
各
月
毎
の
参
加
も
で
き
る
ほ

か
、
年
間
を
通
し
て
一
緒
に
イ

ベ
ン
ト
の
運
営
に
協
力
い
た
だ

け
る
方
も
募
集
中
で
す
。
現
在

運
営
ス
タ
ッ
フ
は
地
元
庄
原
の

方
を
含
め
７
人
、
参
加
者
と
一

緒
に
毎
月
楽
し
み
な
が
ら
開
催

し
て
い
ま
す
。

　
５
月
20
日（
土
）に
〝
マ
リ
ー

ゴ
ー
ル
ド
の
植
え
付
け
〟
を
行

い
ま
す
。ぜ
ひ
、一
緒
に
参
加
し

ま
せ
ん
か
？

○人　口　43,519人（前年比－632人）
　　男　　20,625人（前年比－347人）
　　女　　22,894人（前年比－285人）
○世帯数　16,214世帯（前年比－5世帯）
[外国人登録人口]
○人　口　306人（前年比＋23人）

人の動き（3月末日現在）
���
月
�
人
事
異
動
�
�
�
�

本
庁
�
支
所
�
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報
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当
者

�
大
幅
�
変
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�
�
�
�
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�
�
�
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�
顔
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�
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�
持
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�
取
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�
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�
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広
報
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�
�
�
�
�
�
�
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�
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協
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�
願
�
�
�
�
�
�
�

 

庄
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開
講
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女
性
�
健
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�
�
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�
関

心
�
高
�
�
�
�
女
性
�
参

加
者
�
多
�
��
�
�
�
�
�

�
�
�
�
男
女
�
平
均
寿
命

�
差
�
�
�
�
�
�
�
�
感

�
�
�
�
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男
性
�
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�
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�
健
康
�
�
�
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�
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�
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広

報

日

記

●龍生派庄原教室　花あそび展
　9日（金）～10日（土）
　10時～17時　※入場無料
●問い合わせ

　庄原市文化協会事務局　℡0824-72-4347(白川)

　教育委員会生涯学習課　℡0824-73-1188

　商工観光課商工振興係　℡0824-73-1179

　※展示を希望される団体（または個人）はお申し込

　　みください。使用料はいりません。

情報 Ｂ Ｏ Ｘ

市街地の空き店舗を活用した、各種展示ができる市民ギャラリーです。

市民ギャラリー「アート多愛夢」

6月の
展示案内

糸

日　　程 場所および時間

庄原
地域

西城
地域

東城
地域

口和
地域

高野
地域

比和
地域

総領
地域

毎月第１～第４火曜日
5月9・16・23日
6月6・13・20・27日

毎月第１・第3木曜日
5月18日
6月1・15日

11時～11時10分
11時25分～11時35分
11時50分～12時

東公民館………
市役所車庫前…
敷信公民館……

9時～9時10分西城支所………

毎月第1・第3木曜日
5月18日
6月1・15日

9時40分～9時50分
10時20分～10時30分

小奴可研修センター…
東城文化会館…

毎月第4木曜日
5月25日・6月22日

11時40分～11時50分口和支所………

毎月第4木曜日
5月25日・6月22日

13時20分～13時30分高野支所………

毎月第4木曜日
5月25日・6月22日

13時50分～14時比和支所………

毎月第2水曜日
5月10日・6月14日

9時40分～9時50分総領支所………
（スクールバス駐車場）

犬・猫の
引き取り

5・6月の犬・猫の引き取りは、次の日程で実

施します。なお、手続きには認印が必要で

すので、持参してください。	

献血の
ご案内

5月・6月の献血は、次のとおり実施します。
皆さんのご協力をお願いします。

■問い合わせ　保健医療課医療係 鈎0824－73－1155

と　き

ところ

九日市

6月9日（金）　10時～

中本町筋・下本町・中央通り
ぜひお越しください。

6月の
庄原地域の市街地で、
毎月9日に開催される市です。

5月25日（木）

6月１日（木） 比和文化会館

県立農業技術大学校
土井木工㈱庄原工場

10時～12時
13時～15時

10時～11時30分
13時30分～15時

実施日 会　場 受付時間

5月14日（日）

21日（日）

28日（日）

6月4日（日）

11日（日）

林 医 院

戸 谷 医 院

牧 原 医 院

庄原赤十字病院

笠 間 医 院

0824-72-0121

0824-72-3131

0824-72-0057

0824-72-3111

0824-72-0535

診療所名

●庄原地域

5・6月の休日診療については、
次のとおりです。   

※庄原赤十字病院については、救急患者に限ります。

電話番号

5月14日（日）

21日（日）

28日（日）

6月4日（日）

11日（日）

こぶしの里病院

東 城 病 院

瀬 尾 医 院

こぶしの里病院

細 川 医 院

08477-2-5255

08477-2-2150

08477-2-0023

08477-2-5255

08477-2-0054

診療所名

●東城地域

電話番号

休日診療のご案内

花の広場いっぱいのポピー

楽しく活動しています（寄せ植えの風景）

「ふれあい市長室」の日程

鈎0824－75－4411

【5月のイベント情報】

●ゆめさくら手作り講座
　～韓国料理～
　と　き　5月21日（日）　10時～14時
　参加費　1,500円
　定　員　20人（定員になり次第、締め切ります）

　講　師　松井永淑さん（高町）

ゆめさくら交流ホール・実技体験室は、料理講座・体
験講座・作品展示会・研修会議等にご利用いただけ
ます。申し込み・問い合わせは事務室まで。

■と　き ５月13日（土）・６月10日（土）
　　　　９時～12時

■ところ 市役所本庁 2階市長室
※公務により実施できない場合もあります。
※道路の改良・維持・修繕などの要望、陳情は、事業担当課
　へお願いします。
■問い合わせ　情報推進課広報統計係

　鈎０８２４-７３-１１５９

ハローワーク庄原では、東城地域においてお仕事の相談、
雇用保険の相談、その他の相談を毎月第2水曜日に行っ
ています。

ハローワーク サービスデーハローワーク サービスデーハローワーク サービスデー

次回の相談日は 5月10日・6月14日です。
■開催場所　庄原市役所東城支所
■時　　間　10時～12時・13時～15時
※東城地域以外の方も相談できます。

�
�
�
�
�
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　豊かな自然が残る庄原市では、あらゆる川でホタルを見るこ
とができます。シーズンは6月から7月初旬ごろまで、夜の8時か
ら9時ごろが最もホタルが活動する時間のようです。
　今回は、口和町のほたる見公園と高南小学校のホタルの里づ
くりを紹介します。

商工観光課観光交流係　鈎0824-73-1178

！

【幻想的な世界を演出するホタル】

■口和ほたる見公園
　ホタルの多い口和町でも有数のゲンジボタルの生息地で、初夏には小さ
なやさしい光が見られます。公園内には清らかな竹地川が流れ、ヤマメや
天然記念物のオオサンショウウオなどが生息しています。また、人工渓流、
ほたる見館、キャンプ場などが整備され、せせらぎにふれながら、ゆっくり
と観察することができます。
●住所　口和町大月2-1　
●問い合わせ　口和支所地域振興課　鈎0824-87-2111

■ホタルの里づくり　高南小学校
　「めざせ！ホタル3000匹」を合言葉に、
高南小学校では5年前からホタルの里づく
りを始めています。
　昨年は、県の夢配達人プロジェクト推進
事業を活用し、専門家や地域の協力を得て、
学校近くの宮内川の土砂を取り除き、ホタ
ルの幼虫が棲みやすい川をつくりました。
また、ゲンジボタルのえさとなるカワニナ
を飼育し、保護者や地域の方々の水槽でホ
タルの幼虫を育て、3月10日に約430匹の
幼虫を宮内川へ放流しました。
　毎年6月の1ヵ月間は、親子でホタル観察
を行います。昨年は一晩で470匹のホタル
を見ることができました。今年はさらに多
くのホタルが期待されます。

●問い合わせ
　高南小学校　鈎0824-72-0813
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“げんき”と“やすらぎ”のさとやま文化都市

SHOBARA The Public Information Magazine

今月の主な内容

■お知らせ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■発見!しょうばら・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■ご利用ください！庄原市出前トーク・・・・・・・・・・

■新たな交流とビジネスを始めよう・・・・・・・・・・・・

■国民年金保険料が変わりました・・・・・・・・・・・・・・

■ｅ－しょうばらネットＦＡＸ情報提供システム運用開始・・・

■安心・安全な毎日のために・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■市政の振興に寄与された方など86人を表彰・・・・・

■平成18年度予算・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■行政経営改革大綱を策定・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■庄原市地域情報化計画を策定・・・・・・・・・・・・・・・・

■平成17年度全校一斉学力調査・・・・・・・・・・・・・・・・

■市の花・市の木を募集します・・・・・・・・・・・・・・・・・

■「ふるさと自慢うた自慢」公開録音・・・・・・・・・・・・

■ぐるり庄原カメラレポート・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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花シーズン到来!
10万本のチューリップ
（備北丘陵公園　4月18日撮影）
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